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遺跡の紹介
　大木戸遺跡は、埼玉県南東部のさいたま市西区に所在しています。遺跡は荒川の

支流の滝沼川によって、複雑な形に削られた高台の上に立地しています。

　大木戸遺跡の発掘調査は、今までに７回実施されており、本書は第２～５次調査

の成果をまとめたものです。遺跡からは、旧石器時代から近世にかけての人々の生

活の跡が見つかっています。

　旧石器時代は、埼玉県に人が住み始めた当時の古い石器（今から約 , 年前）

が出土しています。縄文時代は、後期（今から約 , 年前）になると、ムラが営ま

れるようになります。床
ゆか

に大きくて平らな石を敷いた敷
しき

石
いし

住居跡が見つかってお

り、荒川上流から河川を利用して大きな石が運ばれたと思われます。また、弥生時

代の後期 ( 今から約 , 年前 ) にもムラが営まれており、大木戸遺跡が生活をする

のに適した環境であったことがわかります。近世（江戸時代）は高台の縁
ふち

に近いと

ころから建物跡と、それに伴う堀跡が見つかっています。



序

本県は首都東京に隣接し、高次の都市機能と交通利便性を備えながら豊かな緑

に恵まれております。さいたま市西区周辺は、大宮台地の西縁にあたり低地には

水田が広がり、高台には雑木林や屋敷林が多く残された緑豊かな地域です。

現在、さいたま市西区では独立行政法人都市再生機構によってJR川越線北側

に、大宮西部特定土地区画整理事業が進められています。事業地内には平成15年

にさいたま市西区役所が開設され、平成21年にはJR川越線の新駅「西大宮」駅が

開業する予定となっており、都市と自然が調和した安心して暮らせる街づくりの

推進とともに、活気に満ちた商業・業務施設の進出が期待されています。

大宮西部特定土地区画整理事業地内には、大木戸遺跡をはじめ多くの遺跡が知

られており、埋蔵文化財の取扱いについては埼玉県教育局生涯学習部文化財保護

課（当時）が関係諸機関と慎重に協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず記録

保存の処置が講じられることとなりました。発掘調査は都市基盤整備公団（当時）

の委託を受け、当事業団が実施いたしました。

調査の結果、旧石器時代から近世までの多時期にわたる人々の生活の跡が見つ

かりました。特に、大宮台地では発見例が少ない、後期旧石器時代前半の石器が

出土しました。また、縄文時代中期後半から後期にかけての集落跡が調査され、

床に大きくて平らな石を敷いた敷石住居跡が発見されました。石材は材質から荒

川の上流から運ばれたと推定され、河川を利用した交流が活発に行われていたこ

とが窺われます。

本書はこれらの成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保護、普及・啓

発の資料として、また、学術研究の資料として広く活用いただければ幸いです。

最後に、本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力を頂きました

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課をはじめ、独立行政法人都市再生機

構埼玉地域支社、さいたま市教育委員会並びに地元関係者の方々に深く感謝申し

上げます。

平成20年12月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 刈 部 博



例 言

１．本書は、埼玉県さいたま市西区指扇に所在す

る大木戸遺跡第２次から５次調査の発掘調査報

告書である。

２．遺跡の略号と代表地番、発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

大木戸遺跡第２次（OOKD地点№）

埼玉県さいたま市西区大字指扇3747番地３他

平成12年９月26日付け 教文第２-62号

大木戸遺跡第３次（OOKD地点№）

埼玉県さいたま市西区大字指扇3750番地他

平成13年８月10日付け 教文第２-52号

大木戸遺跡第４次（OOKD地点№）

埼玉県さいたま市西区大耕地3738番地１他

平成16年11月１日付け 教文第２-54号

大木戸遺跡第５次（OOKD地点№）

埼玉県さいたま市西区大字指扇3714番地他

平成17年９月30日付け 教生文第２-62号

埼玉県さいたま市西区大字指扇3758番地１他

平成17年11月４日付け 教生文第２-79号

３．発掘調査は、大宮西部特定土地区画整理事業

に伴う埋蔵文化財記録保存のための事前調査で

あり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課（当

時）が調整し、都市基盤整備公団（当時）の委

託を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団が実施した。

４．発掘調査・整理報告書作成事業はⅠ-３の組織

により実施した。

第２次調査は、平成12年９月１日から平成13

年３月23日まで、大和 修・小野美代子・橋本

勉・劔持和夫・富田和夫・宮井英一・木戸春夫・

鈴木孝之・西井幸雄・岩瀬 譲・新屋雅明・君

島勝秀・上野真由美・福田 聖・栗岡 潤・渡

辺清志が担当し実施した。

第３次調査は、平成13年８月１日から平成14

年３月22日まで、西井・福田・渡辺が担当し、

末次雄一郎の補助を受け実施した。

第４次調査は、平成16年10月18日から平成17

年２月10日まで、西井・吉田 稔が担当し、渡

辺慎太郎の補助を受け実施した。

第５次調査は、平成17年９月26日から平成17

年11月30日まで、新屋・松本美佐子が担当し実

施した。

整理報告書作成事業は、平成19年４月９日か

ら平成20年９月30日まで実施した。このうち、

平成19年４月９日から平成20年３月24日は鈴

木が担当し、平成20年４月８日から平成20年９

月30日までは西井が担当して実施し、平成20年

12月26日に事業団報告書第355集として印刷・

刊行した。

５．発掘調査における基準点測量は、平成12・13・

17年度は中央航業株式会社に委託し、平成16年

度は株式会社東京航業研究所に委託した。空中

写真撮影は、平成12・17年度は中央航業株式会

社、平成13年度は株式会社東日本朝日航洋に委

託した。また、巻頭図版の遺物集合写真および

展開写真撮影は小川忠博氏に委託した。

６．発掘調査における写真撮影は各担当者が行

い、出土遺物の写真撮影は富田・西井が行った。

７．出土品の整理・図版作成は主に鈴木・西井が

行い、金子直行・黒坂禎二・新屋・上野・篠田

泰輔の協力を得、矢田美智子の補助を受けた。

８．本書の執筆は、Ⅰ-１を埼玉県教育局市町村支

援部生涯学習文化財課、 -３、 -３、 -３、

-３、 -３、 -２、 -２を上野が、 -３を

新屋が、 -３の一部を金子直行が、 -３を篠

田が、 -１を西井が、 -４を鈴木が行い。そ

の他を西井・鈴木が行った。

９．本書の編集は西井・鈴木が行った。



10．本書に掲載した資料は、平成21年１月以降埼

玉県教育委員会が管理・保管する。

11．発掘調査、本書の作成にあたり、下記の機関・

方々から御教示・御協力を賜った。記して感謝

いたします。（敬称略）

さいたま市教育委員会 小林博範 田代 治



凡 例

１．遺跡全体におけるＸ・Ｙの数値は、日本測地

系（旧測地系）、国土標準平面直角座標第Ⅸ系（原

点北緯36°00′00″、東経139°50′00″）に基づく座

標値を示す。また、各挿図に記した方位は全て

座標北を示す。

Ｌ９・Ｄ１グリッド北西杭の座標

日本測地系

Ｘ＝－8630.000ⅿ Ｙ＝－22600.000ⅿ

北緯35°55′19″ 東経139°34′58″

世界測地系による変換数値

Ｘ＝－8274.9358ⅿ Ｙ＝－22892.8685ⅿ

北緯35°55′30″ 東経139°34′46″

２．調査区で使用したグリッドは、座標値Ｘ＝－

7500.000ⅿ、Ｙ＝－23500.000ⅿを基準（Ａ１・

Ａ１グリッド）とし、大宮西部特定土地区画整

理事業地内全域をカバーする100×100ⅿの大

グリッドを設定し、その中を10×10ⅿの中グ

リッドに細分した。

３．大グリッドの名称は、北から南方向にアル

ファベット（Ａ・Ｂ・Ｃ…）、西から東方向に算

用数字（１・２・３…）を付し、アルファベッ

トと算用数字を組み合わせた。中グリッドは北

西杭を基準に北から南にＡ～Ｊ、西から東に１

～10とし、100グリッドに区分けした。

４．本書の本文、挿図、表中に記した遺構の略号

は以下のとおりである。

SJ…竪穴住居跡 SB…掘立柱建物跡

SA…柵列 SK…土壙 SE…井戸跡

FP…炉穴 SK・SS…集石土壙

SD…溝跡 Ｐ…ピット・柱穴

５．遺構番号は地点ごとに振った。本書において

は、地点-№として表記した。

例：SK１－２（第１地点の第２号土壙）

６．本書における挿図の縮尺は、以下のとおりで

ある。例外的なものについては、個別に示した。

遺構図面

全体図 １/1500 １/1000 １/400

住居跡 １/60 掘立柱建物跡 １/60

土壙・井戸跡 １/60 集石土壙 １/30

旧石器遺物集中部 １/60

溝跡・グリッドピット １/200

遺物図版

縄文土器実測図 １/４

縄文土器拓本 １/３

弥生土器 １/４

陶磁器類 １/３

石器 ４/５ ２/３ １/３ １/４

石製品 １/３

７．遺構断面図に表記した水準数値は、海抜標高

を表す。

８．挿図中の網掛け部分の表示は以下とおりであ

る。

焼土

赤彩

銅緑釉

油煙

９．遺物観察表の金属器の計測部は、金属器計測

位置図による。

10．遺物観察表の表記方法は以下のとおりであ

る。



・口径・器高・底径の単位は㎝である。

・（ ）内の数値は復元推定値、［ ］内の数値

は残存値である。

・胎土は肉眼で観察できるものを次のように示

した。

Ａ：石英 Ｂ：長石 Ｃ：砂粒子 Ｄ：雲母

Ｅ：角閃石 Ｆ：赤色粒子 Ｇ：白色粒子

Ｈ：黒色粒子 Ｉ：白色針状物質 Ｊ：片岩

・焼成は、良好・普通・不良の３段階に分けた。

・色調は『新版標準土色帖』2002年度版（農林

金属器計測位置図

水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人

日本色彩研究所色票監修）を基とし、通用表記

とした。

・残存率は、図示した器形の部分に対する割合

（％）を示した。

11．本書に使用した地形図は、国土地理院発行１/

50,000、さいたま市の都市計画図１/2,500、荒

川流域地形分類図１/25,000を使用して、編集

した。
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土壙出土遺物

グリッド出土遺物

図版97 第10地点 調査区全景

第10-１号石器集中（１）

第10-１号石器集中（２）

図版98 第10-２号石器集中

第10-３号石器集中

第10-１号住居跡

図版99 第10-１号住居跡 炉跡断面

第10-２号住居跡

第10-２号住居跡 炉跡断面

図版100 第10-３号住居跡

第10-３号住居跡・土壙群

第10-４号住居跡

図版101 第10-１号埋甕検出状況

第10-１号埋甕半截状況（１）

第10-１号埋甕半截状況（２）

図版102 第10-１号炉穴断面

第10-４号炉穴断面

第10-４号炉穴

図版103 グリッド出土遺物

第10-３号住居跡出土遺物

第10-１号石器集中出土石器

第10-１号石器集中出土石器

図版104 第10-１号石器集中出土石器

第10-１号石器集中出土石器

第10-２号石器集中出土石器

図版105 第10-３号石器集中出土石器

グリッド出土石器

第10-２号住居跡・土壙出土遺物

図版106 グリッド出土遺物

グリッド出土遺物

図版107 第11地点 土壙群完掘状況

第11-１号土壙遺物出土状況

第11-６号土壙遺物出土状況

図版108 第11-６号土壙出土遺物

第11-15号土壙出土遺物

第11-６号土壙出土遺物

第11-15号土壙出土遺物

第11-６号土壙出土遺物

グリッド出土遺物

図版109 土壙出土遺物

第10・11地点 出土遺物

図版110 第５-３号住居跡出土遺物展開写真

第８-１号住居跡出土遺物展開写真

第11-６号土壙出土遺物展開写真



発掘調査の概要

１．発掘調査に至る経過
独立行政法人都市再生機構によって、さいたま

市北西部で、大宮西部特定土地区画整理事業が施

行されている。対象面積は約115 で、新駅を中心

としたさいたま市西区における地域拠点の形成を

図っている。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課で

は、このような施策の推進に伴う文化財の保護に

ついて、従前より関係機関との事前協議を重ね、

調整を図ってきたところである。

本事業の計画段階における埋蔵文化財の所在お

よび取扱いについては、昭和63年８月17日付けし

21-21号で、住宅・都市整備公団首都圏都市開発本

部開発本部長（当時）より埼玉県教育委員会教育

長あて照会があった。

文化財保護課（当時）では平成元年１月14日付

け教文第1106号で、計画地内には埋蔵文化財包蔵

地が15箇所所在することから、取扱いについて別

途協議が必要な旨、回答した。

本事業の市街化区域等の都市計画決定後、事業

区域内における埋蔵文化財の取扱いについて、平

成10年７月９日付けさ25-４号で、住宅・都市整備

公団埼玉地域支社長（当時）より教育長あて照会

があった。以後、事業の進捗に合わせ、取扱いを

決定するための確認調査を生涯学習文化財課が実

施してきた。

大木戸遺跡の取扱いについては平成10年度か

ら平成17年度の８年間に14件の回答を行い、その

うち、工事計画上やむを得ず現状を変更する場合

に、記録保存のための発掘調査が必要な旨の回答

を行ったものは下記の９件である。

平成11年11月17日付け 教文第795号

平成11年12月27日付け 教文第929号

平成13年２月９日付け 教文第1078号

平成13年２月27日付け 教文第1134号

平成13年12月６日付け 教文第1216号

平成15年９月10日付け 教文第2797号

平成16年８月５日付け 教文第1882号

平成17年７月28日付け 教生文第1089号

平成17年10月13日付け 教生文第1587号

本事業に係る発掘調査に先立つ平成12年９月

１日付けで「大宮西部地区埋蔵文化財に関する協

定書」が、都市基盤整備公団（当時）、埼玉県教育

委員会、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団の

三者により締結され、発掘調査については、事業

団が実施機関としてあたることとなった。発掘調

査の実施にあたっては、関係機関で調査方法、調

査期間等の協議が行われ、その結果、平成12、13、

16、17年度に発掘調査が実施された。

文化財保護法第94条の規定による埋蔵文化財

発掘通知は、平成12年９月１日付けさ24-11号、平

成13年３月26日付けさ24-27号で都市基盤整備公

団埼玉地域支社地域支社長から県教育長あてに提

出され、それに対する保護上必要な勧告は平成12

年９月26日付け教文第３-426号等で行った。ま

た、第92条の規定による発掘調査届が財団法人埼

玉県埋蔵文化財調査事業団理事長から提出され

た。

発掘調査の届出に対する埼玉県教育委員会教育

長からの指示通知番号は次のとおりである。

平成12年９月26日付け 教文第２-62号

平成13年８月10日付け 教文第２-52号

平成16年11月１日付け 教文第２-54号

平成17年９月30日付け 教生文第２-62号

平成17年11月４日付け 教生文第２-79号

（埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課）
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２．発掘調査・報告書作成の経過
（１）発掘調査

大木戸遺跡の発掘調査は、大宮西部特定土地区

画整理事業に先立ち、平成12・13・16・17年度に

わたって実施した。

大木戸遺跡の調査は、大宮市遺跡調査会（当時）

によって、昭和61・62年度と平成５年度に一般国

道16号バイパスの建設に関連して実施され、平成

６年度に報告書が刊行された。その際、遺跡名は

一般国道16号バイパス関連として東から西に

№１～６が付された。本遺跡は西大宮バイパス

№６遺跡にあたる。今回、大宮西部特定土地区画

整理事業に関連して、同遺跡を大木戸遺跡とし、

さいたま市発掘調査部分を第１次調査とした。

遺跡の所在するさいたま市西区指扇は、大宮台

地の西縁に位置し、滝沼川によって複雑に開析さ

れた樹枝状台地上に多くの遺跡が分布している。

大木戸遺跡はその中でも、面積的に最も大規模な

遺跡である。

事業地内には、滝沼川の両岸に現在13箇所の遺

跡が確認されている（第６図）。南西から時計回り

にＣ-380号遺跡、福田館跡、Ｃ-378号遺跡、高木

道下遺跡、高木道下北遺跡、高木氷川遺跡、高木

小明遺跡、清河寺西原遺跡、清河寺丸山遺跡、Ｃ

-98号遺跡、清河寺前原遺跡、西大宮バイパス№５

遺跡、大木戸遺跡である。その中で、大木戸遺跡

以外で発掘調査が実施されたのは、清河寺前原遺

跡、高木道下遺跡、高木道下北遺跡と西大宮バイ

パス№５遺跡の４遺跡である。

以下、年次ごとに発掘調査の経過についてみて

ゆくことにする。

平成12年度

第２次調査は、平成12年９月１日から平成13年

３月23日まで実施した。調査区は第１・２・３・

４地点の４箇所である。第１地点は遺跡範囲の北

東部に位置し、一般国道16号バイパスの北側に接

している。第２地点は遺跡範囲の中央からやや西

寄りである。現道を挟んで２つの調査区に分かれ

る。第３地点は第２地点の西側に位置し、一般国

道16号バイパスの南側に接している。遺跡範囲の

西側に位置し、台地西縁部付近である。第４地点

は、一般国道16号バイパスを挟んで第２地点の北

側に対峙している。

９月までに事務手続きを終了。現場事務所を設

置し、器材の搬入を行った。

第１地点は、９月上旬に囲柵工事、休憩棟、器

材棟の設置。重機による表土掘削作業に着手した。

10月上旬に基準点測量、作業員による遺構確認及

び精査に着手し、12月下旬までに遺構の調査がほ

ぼ終了し、１月より旧石器時代の調査を開始し、

３月に遺構・遺物の記録作業を完了した。

第２地点は、12月上旬に囲柵工事、重機による

表土掘削作業に着手し、中旬に基準点測量、作業

員による遺構確認、精査に着手した。１月より旧

石器時代の調査を開始し、３月に遺構・遺物の記

録作業を完了した。

第３地点は、12月中旬に囲柵工事、重機による

表土掘削作業に着手し、基準点測量を行い、１月

上旬から遺構確認及び精査を開始した。２月下旬

から旧石器時代の調査に着手し、３月中旬に旧石

器時代の石器集中が検出されたグリッドを拡張し

た。３月下旬に遺構・遺物の記録作業を完了した。

第４地点は、１月上旬に囲柵工事、重機による

表土掘削作業に着手し、１月下旬に基準点測量、

２月上旬に遺構確認及び精査を開始した。３月上

旬から旧石器時代の調査に着手し、３月下旬に遺

構・遺物の記録作業を完了した。

３月下旬に空中写真撮影を行い、発掘調査を終

了し、器材の撤収、現場事務所の撤去を行った。

平成13年度

第３次調査は、平成13年８月１日から平成14年

３月22日まで実施した。大木戸遺跡と合わせて清

河寺前原遺跡の発掘調査を実施した。調査区は第
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５・６・７地点の３箇所である。

第５地点は、遺跡範囲の北東部に位置し、第１

地点の西側に隣接している。

第６地点は、遺跡範囲の北西部に位置し、第４

地点の東側に隣接している。

第７地点は、遺跡範囲の北東部に位置し、第１・

５地点の北側に隣接している。第１・５・７地点

は現在、西区役所となっている。

７月に事務手続きを完了し、８月に現場事務所

の設置を行い、器材を搬入した。

８月に清河寺前原遺跡第１地点の調査を終了

し、９月から第５地点の囲柵工事、重機による表

土掘削作業を開始した。続けて基準点測量を行い、

作業員による遺構確認作業を行った後、遺構の精

査及び測量・写真撮影などの記録作業を行った。

第６地点は、11月初旬に囲柵工事、重機による

表土掘削作業をおこなった。その後、基準点測量・

作業員による遺構確認作業に引き続き、遺構の精

査及び測量・写真撮影などの記録作業を行った。

第７地点は、12月初旬から囲柵工事、重機によ

る表土掘削作業を行った。基準点測量・作業員に

よる遺構確認作業に引き続き、遺構の精査及び測

量・写真撮影などの記録作業を行った。

１月下旬に、空中写真撮影を実施した。

２月からは、清河寺前原遺跡第２地点の調査に

着手し、３月下旬、発掘器材の搬出、現場事務所

の撤去を行った。

平成16年度

第４次調査は、平成16年10月18日から平成17年

２月10日まで実施した。調査区は第８・９地点の

２箇所である。

第８地点は、遺跡範囲の南東部に位置する。

第９地点は、遺跡範囲の東部に位置し、台地の

東縁に近く、一般国道16号バイパスの南側に隣接

している。

10月下旬に事務手続きを完了し、現場事務所の

設置、器材搬入を行った。

11月初旬、第８地点の重機による表土掘削作業

を開始した。作業員による遺構確認作業を行い、

基準点測量の後、遺構精査及び測量・写真撮影な

ど記録作業を行う。12月中旬にほぼ作業を完了し

た。

11月下旬、第９地点の重機による表土掘削作業

に着手し、12月初旬に基準点測量を行い、第８地

点の調査が終了した時点で、第９地点の遺構確認

及び遺構精査を行った。その後、測量・写真撮影

等の記録作業を行い１月下旬に、器材の搬出、現

場事務所の撤去を行った。

平成17年度

第５次調査は平成17年９月26日から平成17年

11月30日まで実施した。調査区は第10・11地点の

２箇所である。

第10地点は、遺跡範囲の東部、第９地点の南側

に位置する。

第11地点は、調査範囲の中央よりやや東側に位

置する。第５地点と第８地点の中間になるが、他

の調査地点から離れている。

９月下旬に事務手続きを行い、現場事務所の設

置、機材の搬入を行う。合わせて、第10地点の重

機による表土掘削作業を実施した。

10月上旬、基準点測量を行い、作業員による遺

構確認・遺構精査作業を行う。11月下旬に遺構精

査及び実測・写真撮影等記録作業を終了した。

第11地点は、11月初旬に重機による表土掘削作

業を開始し、基準点測量を行った後、作業員によ

る遺構確認・遺構精査を行った。11月中旬に実測・

写真撮影等の記録保存作業を終了した。

11月下旬に空中写真撮影を行い、発掘作業を終

了する。その後、器材の搬出、現場事務所を撤去

した。
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（２）整理・報告書の作成

整理・報告書作成作業は、平成19年４月９日か

ら平成20年９月30日までの、１年６ヶ月間実施し

た。

平成19年度

４月上旬から、出土遺物の水洗い、注記を行い、

続けて遺物を調査地点・遺構別に整理し、土器や

石器に分類した。整理が完了したものから、遺構

ごとに接合・復元を行った。

復元できたものから、実測図や拓本を作成した。

土器類の実測では、機械実測による素図をもとに

完成図を作成し、墨入（トレース）を行い、遺物

挿図の版下を作成した。

遺構図版は、第二原図を作成し、スキャナーで

画像データとして取り入れ、それを下図にデジタ

ルトレースを行った。併行して遺構の規模等の

データを計測し一覧表にまとめ、原稿執筆の為の

基礎データとした。

実測が終了した遺物は、大きさや胎土等のデー

タを記録した。

平成20年度

４月上旬から、平成20年度分の出土遺物の水

洗・注記・接合・復元作業に着手した。併行して

遺物実測を行った。土器類の実測では、機械実測

による素図をもとに完成図を作成した。５月から

遺物実測図のトレース作業を開始し、６月中にほ

ぼ完了した。

遺構第二原図は、スキャナーで画像データとし

て取り入れ、それを下図にデジタルトレースを行

い、５月中にほぼ完了し、遺構図版の作成を行っ

た。

６月下旬から７月に遺物写真撮影を行い、併せ

て現場で撮影した写真から報告書に使用するもの

を選択し、フィルムスキャナーで取り込み、パソ

コンで色調整を行った。７月中旬から電子トレー

スされた遺構図版の見直し・修正に着手した。さ

らに、遺構・遺物のデータを基に順次、原稿執筆

を開始した。

下旬に写真図版の編集に着手した。８月から原

稿執筆と併行して割付・編集作業を開始した。

９月下旬に印刷会社に入稿し、３回の校正を経

て、平成20年12月26日に報告書を刊行した。

９月に遺物や図版・写真等の記録類を整理分類

し、報告書との対照を可能にした上で収納作業を

行った。

第１表 発掘調査・整理報告書作成工程表

発掘調査 面 積 平成12年度 平成13年度 平成16年度 平成17年度 平成19年度 平成20年度

第２次調査

(第１～４地点)
19,300㎡

第３次調査

(第５～７地点)
9,390㎡

第４次調査

(第８・９地点)
1,900㎡

第５次調査

(第10・11地点)
1,134㎡

整理報告書作成作業

(清河寺前原遺跡調査を含む)

(清河寺前原遺跡調査を含む)
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３．発掘調査・報告書作成の組織
平成12年度（発掘調査）

理 事 長 中 野 健 一

常務理事兼管理部長 広 木 卓

管理部

副 部 長 関 野 栄 一

主 席 阿 部 正 浩

主 席 野 中 廣 幸

主 席 江 田 和 美

平成13年度（発掘調査）

理 事 長 中 野 健 一

常務理事兼管理部長 大 舘 健

管理部

管 理 幹 持 田 紀 男

調査部

調査部長 高 橋 一 夫

副 部 長 石 岡 憲 雄

専門調査員

（調査第二担当） 大 和 修

主席調査員

（調査第三担当） 小 野 美代子

統括調査員 橋 本 勉

統括調査員 劔 持 和 夫

統括調査員 富 田 和 夫

統括調査員 宮 井 英 一

統括調査員 木 戸 春 夫

統括調査員 鈴 木 孝 之

統括調査員 西 井 幸 雄

統括調査員 岩 瀬 譲

主任調査員 新 屋 雅 明

主任調査員 君 島 勝 秀

主任調査員 上 野 真由美

主任調査員 福 田 聖

主任調査員 栗 岡 潤

主任調査員 渡 辺 清 志

調査部

調査部長 高 橋 一 夫

副 部 長 坂 野 和 信

専門調査員

（調査第一担当） 村 田 健 二

統括調査員 西 井 幸 雄

主任調査員 福 田 聖

主任調査員 渡 辺 清 志
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平成16年度（発掘調査）

理 事 長 福 田 陽 充

常務理事兼管理部長 中 村 英 樹

管理部

副 部 長 村 田 健 二

主 席 田 中 由 夫

平成17年度（発掘調査）

理 事 長 福 田 陽 充

常務理事兼管理部長 保 永 清 光

管理部

副 部 長 村 田 健 二

主 席 髙 橋 義 和

平成19年度（報告書作成）

理 事 長 刈 部 博

常務理事兼総務部長 岸 本 洋 一

総務部

副 部 長 昼 間 孝 志

総務課長 松 盛 孝

調査部

調査部長 村 田 健 二

副 部 長 礒 﨑 一

整理第二課長 富 田 和 夫

主 査 鈴 木 孝 之

平成20年度（報告書作成）

理 事 長 刈 部 博

常務理事兼総務部長 萩 元 信 隆

総務部

副 部 長 昼 間 孝 志

総務課長 松 盛 孝

調査部

調査部長 宮 崎 朝 雄

副 部 長 坂 野 和 信

主席調査員

（調査第二担当） 劔 持 和 夫

統括調査員 西 井 幸 雄

統括調査員 吉 田 稔

調査部

調査部長 今 泉 泰 之

副 部 長 坂 野 和 信

主席調査員

（調査第一担当） 昼 間 孝 志

統括調査員 新 屋 雅 明

調 査 員 松 本 美 佐 子

調査部

調査部長 村 田 健 二

副 部 長 礒 﨑 一

整理第二課長 富 田 和 夫

主 査 西 井 幸 雄
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遺跡の立地と環境

１．地理的環境
大木戸遺跡は、大宮西部特定土地区画整理事業

地内に位置し、ＪＲ川越線指扇駅の北東約1.5㎞

に所在する。遺跡は大宮台地の西縁に当たり、北

緯35度55分、東経139度34分である。

埼玉県の地形は、大きく西側の山地部と東側の

平野部からなっている（第１図）。大宮台地は埼玉

平野の中央部に位置し、荒川と中川の大河川に挟

まれている。南北約25㎞、東西約18㎞で、四方を

低地に囲まれた島状の台地である。台地は元荒川

西側の比較的大きな狭義の大宮台地と、東側の河

川によって島嶼状に分断されている蓮田台地、岩

槻台地、白岡台地、慈恩寺台地と狭義の大宮台地

から南東方向に延びる安行台地からなっている。

大宮台地の特徴は、関東造盆地運動による加須

低地の沈降に伴い、標高は北本市周辺が最も高く、

東及び北に向かって低くなっている。その為、台

地の東西断面をみると、荒川低地に面する西側縁

辺は、低地との標高差があり、明確な崖線が見ら

れるのに対し、東部は低地との標高差が殆ど無く、

崖線は不明確になる。また、北東の加須低地では、

台地の多くが埋没しており、沖積面と台地との境

は不明瞭である。

大木戸遺跡は、大宮台地西縁の鴨川と江川の中

間に位置し、滝沼川によって樹枝状に開析された

台地上に立地している。滝沼川は清河寺と高木の

境、標高14ⅿ付近を水源とし、平方領々家までの

約2.5㎞を流路とし、平方領々家で荒川低地に入

る。現在の荒川本流までは約3.2㎞である（第２

図）。遺跡の南西約3.3㎞の地点で荒川と入間川が

合流している。対岸は川越台地の東端に位置し川

越城跡がある。

大木戸遺跡は滝沼川の左岸に位置し、滝沼川に

第１図 埼玉県の地形
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第２図 遺跡周辺の地形
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注ぐ谷によって東側は西大宮バイパス№５遺跡、

北東側は清河寺前原遺跡、北側はＣ-98号遺跡と

対峙している。遺跡の範囲は南北約480ⅿ、東西約

580ⅿと広範囲である。標高は14～16ⅿを測り、東

が高く西が低くなっている。

２．歴史的環境
大木戸遺跡は、一般国道16号バイパスの建設に

伴い大宮市遺跡調査会（現さいたま市）が1986・

1987・1993年に西大宮バイパス№６遺跡として発

掘調査を実施し、1995年に報告書が刊行されてお

り、旧石器時代から近世にかけての複合遺跡であ

ることが明らかになっている。

【旧石器時代】

大宮台地の旧石器時代遺跡は約250を数える

が、その殆どは後期旧石器時代後半の遺跡で、Ａ

Ｔ降灰以前の前半期の遺跡は極端に少ない。大宮

台地最古段階は、さいたま市の明花向遺跡Ａ区第

Ⅸ層（武蔵野台地標準層位で第Ⅹ層に対応）の石

器群で、第２暗色帯下位から出土している。剥片

類と石核の接合資料が主体で、定型的な石器はな

い。

明花向遺跡Ａ区以外に第２暗色帯下位の石器群

は無く、他は第２暗色帯中の石器群である。さい

たま市西大宮バイパス№６（大木戸）遺跡（１）

第３文化層は、ガラス質黒色安山岩の剥片類と石

核の接合資料で、明花向遺跡の石器群と近似して

いる。東側に谷を挟んで対峙する西大宮バイパス

№５遺跡（２）第Ⅲ文化層では、ガラス質黒色安

山岩を主体とする石器群に台形様石器が組成して

いる。同じく北東側に谷を挟んで隣接する清河寺

前原遺跡（７）は、黒耀石を主体的に用いた石器

群が検出され、台形様石器等の製品を多数含んで

いる。大宮台地では後期旧石器時代前半期の遺跡

が少ないなか、当該地域から多くの遺跡が見つ

かっているのは注目される。

後期旧石器時代後半期になると、遺跡数は急激

に増加する。岩宿Ⅱ期（武蔵野台地第Ⅴ～Ⅳ層下

部段階）の遺跡は、上尾市殿山遺跡（44）で黒耀

石製のナイフ形石器と共に、玉髄製の国府型ナイ

フ形石器が複数出土し、県指定文化財となってい

る。また、天沼遺跡（28）から国府型ナイフ形石

器に類似するナイフ形石器が出土している。西大

宮バイパス№４～６遺跡（４・２・１）でもこの

時期の資料が最も充実している。

砂川期（武蔵野台地第Ⅳ層上部）の遺跡は、上

尾市前戸崎遺跡（61）から、資料数は少ないが

チャートを用いたナイフ形石器・抉り入り削器が

出土しており、剥片類と石核の接合資料が注目さ

れる。在家遺跡（38）では複数の石器集中が検出

され、ナイフ形石器・槍先形尖頭器・削器・彫器

等多様な石器が出土した。石器石材は黒耀石・ガ

ラス質黒色安山岩等が用いられている。

Ｂ-53号遺跡（64）から、石器集中１箇所が検出

されている。

【縄文時代】

縄文時代草創期の遺跡は、西大宮バイパス№４

遺跡（４）から、黒耀石製の槍先形尖頭器の製品

及び未成品が径1.5ⅿの範囲に７点がまとまり、

北東に約２ⅿ離れて１点出土している。他の石器

とは明確に分布域が分かれており、その出土状況

からデポと考えられている。また、黒耀石の産地

分析の結果、高原山産と推定された。

大丸山遺跡（73）は、撚糸文を横位に施文した

草創期の土器が出土した。

縄文時代早期は、大丸山遺跡（73）で撚糸文系

土器群と押型文系土器群が、西大宮バイパス№４

遺跡（４）で、撚糸文系土器群・沈線文系土器群・

押型文系土器群の良好な資料が出土した。

早期末には当該地域で貝塚が形成される。昭和

３年に大山史前学研究所によって、東京湾に注ぐ
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主要渓谷の貝塚調査による縄文土器編年研究の一

環として五味貝戸貝塚（74）が調査され、指扇式

が提唱された。しかしその後、茅山式の範疇に含

まれると考えられ、使われなくなった。1970年に

榎本金之亟・佐藤達夫によって縄文海進の上限の

土器形式を明らかにする目的で、平方貝塚（29）

が調査され、茅山上層式と花積下層式をつなぐ土

器として注目された。貝層はヤマトシジミを主体

とする淡水産の貝からなり、ハイガイ・カキ・ハ

マグリなど鹹水産の貝が共存していた。

薬師耕地前遺跡（26）の住居跡覆土中から貝の

ブロックが３箇所検出された。殿山遺跡（44）と

上尾市稲荷台遺跡（27）から住居跡が検出されて

いる。また、西大宮バイパス№５遺跡（２）・Ｂ-53

遺跡（64）・下加遺跡（68）では炉穴が見つかって

いる。

縄文時代前期は、箕輪Ⅱ遺跡（35）から花積下

層式期の住居跡が検出され、比較的まとまった資

料が得られた。上尾市稲荷台遺跡（27）は関山式

期の住居跡が７軒、宿北Ⅱ遺跡（34）は関山式期

の住居跡２軒が検出された。氷川遺跡（56）では、

関山式期と諸磯ａ式期の住居跡がそれぞれ５軒検

出されている。上加遺跡（65）と指扇下戸遺跡（72）

から諸磯ｂ式期の住居跡が検出されている。

在家遺跡（38）からは、前期終末期の住居跡が

見つかっている。

荒川を挟んで対岸の、ふじみ野市鷺森遺跡（117）

から諸磯ａ～ｂ式期の集落跡が検出されている。

縄文時代中期は、下加遺跡（68）のこれまでの

調査で、勝坂式から加曽利ＥⅢ式期の住居跡が約

40軒検出され、拠点的集落と考えられる。雨沼Ⅰ

遺跡（30）は、勝坂式から加曽利ＥⅢ式期の住居

跡が８軒検出されている。他に、西大宮バイパス

№４遺跡（４）で勝坂式期の住居跡、指扇下戸遺

跡（72）から勝坂式期の土壙が検出された。

前戸崎遺跡（61）と白鍬宮腰遺跡（103）からは、

加曽利ＥⅢ式期の住居跡が検出されている。

Ｂ-53号遺跡（64）は、中期の住居跡と後期初頭

の柄鏡形住居跡が検出された。また、包含層から

瓢形の注口土器が出土している。

縄文時代後期は、西大宮バイパス№５遺跡（２）

で後期初頭の柄鏡形住居跡が２軒検出され、石鏃

の製作工程を復元できる資料が出土した。指扇下

戸遺跡（72）は、後期初頭の柄鏡形住居跡を含む

集落が見つかっている。

下加遺跡（68）は、中期の集落域の北側から後

期初頭の集落が見つかっている。加曽利Ｅ終末期

から堀之内式期の柄鏡形住居跡が約10軒検出さ

れ、大形の石棒がまとまって出土した住居跡があ

る。小林遺跡（39）は、後期の住居跡と土壙が検

出された。住居跡からは、注口土器が２個体ほぼ

完全な形で出土した。天沼遺跡（28）は、後期の

住居跡・集石土壙・土壙等が検出されている。

縄文晩期の遺跡は、在家遺跡（38）から晩期終

末期に位置する大洞Ａ式・千網式土器が、住居跡

と土壙から検出された。

【弥生時代】

大木戸遺跡の周辺は弥生時代の遺跡は少なく、

雨沼Ⅰ遺跡（30）と薬師耕地前遺跡（26）から、

後期の住居跡が検出されたぐらいである。遺跡か

ら南側に少し離れた地域では、内道西遺跡（111）

から中期の住居跡が検出されている。また、荒川

低地の大久保条里（115）に隣接する神田天神後遺

跡・外東遺跡から後期の住居跡及び方形周溝墓が

検出されている。

対岸のふじみ野市伊佐島遺跡（116）は後期の住

居跡とＶ字状断面の大溝が検出されている。

【古墳時代】

大宮台地西縁の荒川低地に面する台地上には、

古墳及び古墳群が幾つか存在する。北から南に概

観すると、上尾市殿山古墳（44）は墳丘の３分の

２を削平されているが、それでも現状で高さ２ⅿ

を測る。周溝のみの調査であるが、壺及び鉄鎌が

出土し、５世紀前半頃と推定された。古墳に隣接
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第３図 周辺の遺跡（旧石器・縄文）
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第４図 周辺の遺跡（弥生以降）
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第２表 周辺の遺跡一覧

番号 遺 跡 名 時 期

１ 大木戸
(西大宮バイパス№６)

旧石器、縄文（早～後）、弥生、中・
近世

２ 西大宮バイパス№５ 旧石器、縄文（早～後）

３ 大塚古墳 古墳

４ 西大宮バイパス№４ 旧石器、縄文（早～後）、中・近世

５ 西大宮バイパス№２ 旧石器、縄文（早～後）

６ 西大宮バイパス№１ 旧石器、縄文（早～後）

７ 清河寺前原 旧石器、縄文（早・後）

８ Ｃ-16号 縄文（早）

９ Ｃ-66号 縄文（早・前）

10 Ｃ-39号 旧石器、縄文（早）

11 滝沼 縄文（早～後）、弥生、古墳、平安

12 Ｃ-98号 縄文（早）

13 清河寺丸山

14 清河寺西原 縄文

15 Ｃ-33号

16 Ｃ-31号 縄文（早）

17 福田館跡 近世

18 高木道下 中世

19 高木道下北 縄文（中）

20 高木道小明 縄文、古墳

21 高木氷川 縄文（中）

22 Ｃ-23号 旧石器、縄文（早～中）

23 Ｃ-92号 縄文（中）

24 Ｃ-93号 縄文（中）、古墳、平安

25 辻 縄文（中）

26 薬師耕地前 縄文（早・中）、弥生（後）、古墳

27 上尾市稲荷台 縄文（早～中）、弥生（後）、古墳（前）、
奈良・平安

28 天沼 旧石器、縄文（早～後）、古墳（前後）、
中・近世

29 平方貝塚 縄文（早・前）

30 雨沼Ⅰ 旧石器、縄文（早・中）、弥生（後）、
古墳（前・後）、中・近世

31 東谷 縄文（後）

32 宿北Ⅰ 縄文、古墳

33 箕輪Ⅰ 旧石器、縄文（早～後）、中・近世

34 宿北Ⅱ 縄文（早～後）、古墳、中・近世

35 箕輪Ⅱ 縄文（前）、古墳（後）

36 小塚 古墳（前）

37 小塚Ⅱ 旧石器、縄文（前）

38 在家 旧石器、縄文（前～後）、古墳（後）、
中・近世

39 小林 縄文（中・後）、平安

40 平方丸山 縄文（前・中）

41 畔吉貝塚 縄文、古墳（前）

42 畔吉 旧石器、縄文（早）、古墳（前）

43 八幡（江川山古墳） 縄文（前・後）、古墳（前）

44 殿山・殿山古墳 旧石器、縄文（早～後）、古墳（前～後）

45 雲雀 縄文（前）、古墳（前）、近世

46 西通Ⅰ 縄文（前～後）、中・近世

47 向山 縄文（後）

48 後耕地 縄文（中～後）、中・近世

49 Ｂ-37号 縄文（中・後）

50 Ｂ-44号 旧石器、縄文（前・中）

51 三番耕地 縄文、古墳、近世

52 山王 縄文（早～後）

53 奈良瀬戸 縄文（早～晩）、平安

54 Ｂ-43号 縄文（中）

55 Ｂ-45号 縄文（中・後）

56 氷川 縄文（前・中）、奈良・平安

57 Ｂ-46号 縄文（中）

58 Ｂ-47号 縄文（前）

59 西谷裏 縄文（中）

60 宮前遺跡 縄文（早・後）、平安

61 前戸崎 旧石器、縄文（中・後）

62 日進西谷 縄文（中・後）

63 Ｂ-50号 縄文（中～晩）、平安

64 Ｂ-53号 旧石器、縄文（早・中・後）、古墳

65 上加 縄文（前・中）

66 Ｂ-55号 縄文（中・後）、古墳

67 Ｂ-56号 縄文（中・後）

68 下加 旧石器、縄文（早・中・後）

69 琵琶島 旧石器、縄文（早）

70 琵琶島貝塚 旧石器、縄文（早・前）

71 Ｃ-73号 旧石器、縄文（早）

72 指扇下戸 縄文（早～後）、中・近世

73 大丸山 縄文（草創期～後）

74 五味貝戸貝塚 旧石器、縄文（早～中）

75 Ｂ-92号 縄文（早～後）

76 青葉園東 縄文（前・後）

77 原 旧石器、縄文（早～後）

78 Ｃ-45号 縄文（後）

79 Ｃ-67号 縄文（中）、古墳、平安

80 Ｃ-65号 縄文（中・後）、平安

81 Ｃ-64号 縄文（前・後）

82 Ｃ-63号 縄文（中）

83 Ｃ-62号 縄文（中）、古墳

84 Ｃ-15号 縄文（早・中）、古墳、平安

85 八幡耕地 縄文（前・中）、古墳

86 Ｃ-12号 縄文（前・中）、古墳、平安

87 下加貝塚 縄文、弥生、古墳

88 Ｂ-60号 縄文（中・後）、古墳、平安

89 Ｃ-59号 縄文（中）

90 Ｃ-58号 縄文（中）

91 下手 縄文（前）、弥生、古墳

92 Ｂ-61号 縄文（早～中）、平安

93 Ｃ-７号 縄文（中・後）、弥生、平安

94 並木貝塚 縄文（早～晩）

95 Ｂ-70号 縄文（中）、弥生（後）

96 Ｂ-67号 縄文（中）、弥生（後）、近世

97 小村田 縄文（中）、近世

98 山王東４号 縄文、平安

99 小村田西 縄文（中）、近世

100 小村田東 縄文（中）、古墳（後）、平安、中世

101 与野東 縄文（中）、弥生（後）、古墳（後）、
平安

102 西浦１号 縄文（早～後）、古墳（前・後）、平
安

103 白鍬宮腰 旧石器、縄文（中）、古墳（前・後）、
奈良・平安

104 寺田 奈良

105 与野西 縄文（中）、古墳（後）、平安

106 苗塚 縄文（後）、古墳（後）

107 八王子前原 縄文（早・中）、平安

108 八王子前原西 旧石器、縄文（早～後）、奈良・平安

番号 遺 跡 名 時 期
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して方形周溝墓が４基検出された。時期的には方

形周溝墓のほうが古いと考えられる。

大木戸遺跡に隣接する古墳は、西大宮バイパス

№５遺跡（２）内に大塚古墳（３）が所在する。

さいたま市浦和区には、植水古墳群・側ヶ谷戸

古墳群・白鍬宮腰古墳群が並んでいる。白鍬宮腰

遺跡（103）は白鍬宮腰古墳群の範囲の一部に重な

る。白鍬宮腰古墳群は権現塚古墳・白鍬塚山古墳・

御嶽山古墳・かね山古墳等が含まれる。平成８年

に当事業団が実施した調査により、前期の集落跡

と６世紀初頭から７世紀前半頃の古墳跡が調査さ

れた。

薬師耕地前遺跡（26）からは、古墳時代初頭の

住居跡と方形周溝墓７基が検出された。主体部が

検出され、ガラス小玉・管玉・鉄剣等が副葬され

ていた。また、周溝からは底部穿孔の壺形土器が

出土した。

上尾市稲荷台遺跡（27）は薬師耕地前遺跡（26）

の北側に近接しており、市教育委員会及び当事業

団が実施した発掘調査の結果、古墳時代前期の住

居跡が多数調査され、大規模集落であることが明

らかになっている。

雨沼Ⅰ遺跡（30）・宿北Ⅱ遺跡（34）・天沼遺跡

（28）は後期の住居跡が検出されているが、何れ

も軒数は少なく小規模である。

【奈良・平安時代】

根切遺跡（121）は、旧入間川の流路によって形

成された自然堤防上に位置し、遺跡の範囲は広く

複数回の発掘調査によって、奈良から平安時代に

かけての住居跡が密集し、掘立柱建物跡群が伴う

ことが明らかになった。また、大溝が検出され、

その性格が注目される。

大久保条里（115）は、根切遺跡（121）の南西

側の低地に広がっている。平安時代から中世の地

割に伴う溝跡が多数検出されている。

【中・近世】

大木戸遺跡では、溝による区画と掘立柱建物跡

群が多数確認された。現在も屋敷林を有する旧家

が残っており、当時の景観を髣髴させる。また、

区画整理事業地内で、滝沼川を挟んだ対岸に福田

館跡（17）があり、今後調査が進めば大木戸遺跡

との関連が注目される。

当該地域は、江戸時代は新編武蔵風土記稿によ

ると差扇（さしおうぎ）領に属し、差扇村と記さ

れている。元和９年（1623）旗本山内氏の所領に

含まれたが、山内氏の転出後は幕末まで幕府領で

あった。差扇村は赤羽（赤羽根）・増永（升永）・大

西・大木戸・下郷・五味ヶ谷戸（五味貝戸）・台の

７組に分かれ、名主・組頭が置かれていた。村は

滝沼川の左岸に位置し、村内を通る主要道は「川

越道」と「与野道」である。「川越道」は村域の北

東、清河寺村、上内野村境を通って、大木戸の南

側を抜けて川越に至っている。「与野道」は清河寺

村、上内野村境を南下すると与野、北上すると上

尾宿に至る道である。

109 南上峰 縄文（後）、古墳（後）、平安

110 相野谷１号 旧石器、縄文（中）

111 内道西 旧石器、縄文（早～晩）、弥生（中）、
平安

112 諏訪坂 縄文（後）、弥生（中）、古墳（前）

113 上大久保新田 弥生（後）、古墳（前・後）、中・近
世

114 殿ノ前 古墳（後）

115 大久保条里 平安、中世

116 伊佐島 弥生（後）、平安、中・近世

117 鷺森 縄文（前）、平安、中・近世

118 川袋 古墳、平安、中世

119 城山 中・近世

120 天神廻 縄文、古墳

121 根切 奈良・平安

番号 遺 跡 名 時 期 番号 遺 跡 名 時 期
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遺跡の概要

大木戸遺跡は、ＪＲ川越線指扇駅の北東約1.5

㎞に位置する。遺跡の範囲は南北約480ⅿ、東西約

580ⅿと広く、標高は14～16ⅿと東から西側に僅

かに低くなっている。滝沼川の低地部とは標高差

約４ⅿである。

遺跡は、大宮西部特定土地区画整理事業に関連

して調査が進められている。区画整理地内には13

箇所の遺跡が確認されている（第６図）。南西から

時計回りにＣ-380号遺跡、福田館跡、Ｃ-378号遺

跡、高木道下遺跡、高木道下北遺跡、高木氷川遺

第５図 大木戸遺跡調査地点位置図
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第６図 大宮西部特定土地区画整理事業地内の遺跡分布
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跡、高木小明遺跡、清河寺西原遺跡、清河寺丸山

遺跡、Ｃ-98号遺跡、清河寺前原遺跡、西大宮バイ

パス№５遺跡、大木戸遺跡である。その中で、大

木戸遺跡以外で発掘調査が実施されたのは、清河

寺前原遺跡・高木道下遺跡・高木道下北遺跡と西

大宮バイパス№５遺跡の４遺跡である。

グリッドは、Ｘ＝－7500.000ⅿ、Ｙ＝－23500.

000ⅿを基点（Ａ１・Ａ１グリッド）に、100×100

ⅿの大グリッドを設定し、北から南にＡ・Ｂ・Ｃ

…、西から東に１・２・３…として大宮西部特定

土地区画整理事業地内全体を覆っている。

大グリッドを10×10ⅿに区分し、北から南にＡ

～Ｊ、西から東に１～10とし、100区画に分割し

た。

大木戸遺跡の西側は、滝沼川の開口部近くで、

そのまま荒川低地に面している。東から北側は、

滝沼川に注ぐ湧水によって開析された谷により区

切られている。北部は谷が蛇行するため、駱駝の

瘤のように、真ん中が窪み東西に２つの突起状の

迫り出しが見られる。南部は台地奥部になるため、

平坦な地形が広がっている。

大木戸遺跡の発掘調査は、大宮市遺跡調査会（現

さいたま市）が、一般国道16号バイパスの建設に

関連して西大宮バイパス№６遺跡として報告した

のが第１次調査である。その後、大宮西部特定土

地区画整理事業に関連して、大木戸遺跡として平

成12年度から当事業団が継続的に調査を実施、現

在も継続している。

第２次調査 平成12年度 （第１～４地点）

第３次調査 平成13年度 （第５～７地点）

第４次調査 平成16年度 （第８・９地点）

第５次調査 平成17年度 （第10・11地点）

第６次調査 平成19年度 （第12地点）

今回報告するのは、第２～５次調査（第１～11

地点）である。

発掘調査の結果、旧石器時代から近世にかけて

の、遺構・遺物が検出された。

旧石器時代は、第１次調査で台地の東西両縁部

から石器集中と礫群が検出されている。今回の調

査では、西縁の第３地点から後期旧石器時代前半

期の石器群、東縁に当たる第10地点から後期旧石

器時代後半期の石器群が検出された。

縄文時代は、早期の炉穴が第１・７地点と第３

地点から検出され、中期末葉から後期は広範囲か

ら住居跡が検出されている。

弥生時代は、遺跡範囲の北西部の第４地点から

住居跡11軒が見つかっている。集落の範囲は狭く、

台地西縁部から北側の径約50ⅿの範囲に収束す

るようである。

近世は、北側に迫り出す２つの突起部をそれぞ

れ、台地奥部の平坦な部分から切り取るように、

溝が東西方向に掘られ、それに伴って掘立柱建物

跡群がみられる。この群とは別に、台地奥の第２

地点から、コの字状に柵列で囲まれた掘立柱建物

跡が検出された。

基本層位

当該地域は、南関東系の火山灰と北関東系の火

山灰の交差点にあたり、どちらからも遠距離であ

る。その為、立川ローム層の堆積は1.5ⅿ程度と薄

く層位区分を難しくしている。しかし、基本的に

は、武蔵野台地の標準層に対比される。また、当

該地域はソフトロームが厚い地域でもあり、地点

によっては第２暗色帯の直上までソフト化してい

る所もある。

大木戸遺跡は範囲が広いため、地点により層厚

及び堆積状況が異なり、どこまでソフトローム化

しているのかによって第１暗色帯と第２暗色帯の

間の層位（第Ⅵ層）が明確な地点と分層不能な地

点があった。また、第２暗色帯の上下分層に関し

ても、不明確な地点がある。
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第７図 大木戸遺跡全体図（１）
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第８図 大木戸遺跡全体図（２）
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第１・５・７地点の遺構と遺物

１．概 要
大木戸遺跡第１・５・７地点は、遺跡範囲の北

東部、一般国道16号バイパスの北側に当たる。発

掘調査は、第１地点は第２次調査、第５・７地点

は第３次調査で実施した。大木戸遺跡の範囲は南

北約480ⅿ、東西約580ⅿと広く、東側は滝沼川に

注ぐ湧水によって谷が形成され、北側はその谷が

蛇行して入り込んでいる。谷部は埼玉栄高校の校

舎とグランドになっている。台地は駱駝の瘤のよ

うに、西側と東側が北側に張り出している。第１・

５・７地点は東側の張出部に当たる。

発掘調査前の状況は、第１・５地点は陸田、第

７地点は屋敷地であった。第１・５地点の標高は、

東側が高く西側が低くなっているため、東側はよ

り多く削平されており、遺構の遺存状況は悪かっ

た。第７地点は、屋敷林であったため木の根やゴ

ミ穴等の攪乱が著しい。

遺構・遺物は、隣接する第１次調査区（一般国

道16号バイパス部分）で旧石器時代の石器集中、

縄文時代中期後半から後期の住居跡が検出されて

おり、旧石器時代と縄文時代の遺構・遺物の検出

が想定された。

旧石器時代に関しては、遺構確認作業の時点で、

ナイフ形石器が数点出土したので、台地東側の肩

部を中心に旧石器調査を実施したが、遺構・遺物

は出土しなかった。ローム層断面の観察から、谷

に向かってロームの堆積が水平になっており、旧

石器時代の谷は現状よりも小規模であると考えら

れる。仮に、旧石器時代の遺構・遺物が台地肩部

にあったとしても、湧水による谷の浸食過程で消

失している可能性が高いと思われる。

縄文時代は、中期末葉から後期初頭の住居跡８

軒と集石土壙９基、土壙43基、早期の炉穴６基が

検出された。住居跡は第１・５地点の広範囲に分

布している。地形的には、台地東端部付近と、西

部の谷に面した地域に、住居跡数軒がまとまって

検出された。台地東部は、陸田の整地による削平

のためか、柱穴と炉跡が検出されただけで、遺構

の掘り込みは検出されなかった。西側の谷に面し

た地域は、台地東端部よりは遺構の遺存状態が良

く、第５-１号住居跡から埋甕が検出された。また、

第５-３号住居跡は、柄部から埋甕、床面からは大

形の扁平礫が検出された。台地部では珍しい敷石

住居跡と考えられる。

集石土壙は、住居跡と異なり台地奥部にまと

まっていた。炉穴は台地東縁部から検出された。

近世の遺構は、掘立柱建物跡17棟、土壙69基、

井戸跡１基、溝跡65条、ピット多数が検出された。

掘立柱建物跡群は、台地が北側へ張り出した部分

を大溝で切り離すように、東西方向に区画した溝

跡に沿って３つの建物群を成している。南側の２

つの建物跡群は、柱穴が多く同じ場所で建て替え

を繰り返していたことが窺える。一方、北側の建

物跡群は、掘立柱建物跡３棟と柵列が溝跡に沿っ

て、ほぼ同じ軸方位で整列している。
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第９図 第１･５･７地点全体図区割図

第１･５･７地点
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第10図 第１･５･７地点全体図（１）
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第11図 第１･５･７地点全体図（２）

第１･５･７地点
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第12図 第１･５･７地点全体図（３）
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第13図 第１･５･７地点全体図（４）

第１･５･７地点
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第14図 第１･５･７地点全体図（５）
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２．旧石器時代
旧石器時代の調査は、遺構確認作業の際にナイ

フ形石器が数点出土し、調査区南側に位置する第

１次調査区（西大宮バイパス部分）で石器集中が

見つかっていることから、その存在が想定された。

調査は第１地点の東側は滝沼川に注ぐ湧水による

谷が形成されていることから、台地肩部を中心に

10ⅿグリッドの北西杭を基本に、２×２ⅿの小グ

リッドを31箇所設定し、ローム層の掘り下げを

行った。その結果、谷に向かう第１地点の東西方

向（Ｉ・Ｊ断面図）でローム層の傾斜はみられず、

ほぼ水平に堆積しており、旧石器時代の谷は現在

より小規模であったと想定される。また、第５地

点のＦ～Ｈ断面図をみると、東から西に向かって

標高が下がっていることがわかる。南北方向のＡ

～Ｅ断面図は、第２暗色帯の上部で北から南に僅

かに標高が下がっていた。

調査は、台地肩部を中心に実施したが遺構・遺

物は検出されなかった。

第15図 第１･５･７地点旧石器調査区

第１･５･７地点
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グリッド出土石器（第17図）

１～５はナイフ形石器である。

１：外形は最大幅が基部側１/３ぐらいにある

幅広の菱形状を呈し、左右対象形で先端と基部は

尖っている。刃部は右刃である。素材剥片は器軸

と約45度左側に振れており、打面の厚さを側刃縁

に使っている。正面の剥離面は、器軸と約90度、

素材剥片の主要剥離面と約45度ずれている。調整

加工は、左側縁に角度は浅いが規格的な剥離が施

され、側刃縁は頭部調整による細かい剥離が施さ

れているだけで、二次加工とは言えず、打面の厚

さを利用した擬似二側縁加工である。石器石材は

黒色頁岩である。

２：下半部を欠損する。素材剥片は下位方向の

縦長剥片が用いられている。正面の剥離面は素材

剥片の剥離方向と約90度異なる。外形は欠損が大

きく全体は把握できないが、菱形になるものと思

われる。刃部は左刃である。調整加工は右側縁に

施されている。石器石材は透明度の高い良質な黒

耀石である。

３：下半部を欠損する。下位の厚手の縦長剥片

を素材にしている。正面を構成する剥離面は、主

要剥離面と、同一方向と180度逆方向の剥離面が

みられ、両設打面の石核から剥離されたものと考

えられる。横断面は三角形又は台形を呈している。

刃部は左刃である。調整加工は、先端右側縁に部

分的に施されている。基部に関しては欠損のため

不明である。石器石材は黒耀石が用いられている。

４：上半部を欠損する。下位の縦長剥片が用い

られており、正面の剥離面は主要剥離面と同一方

向である。打面は細かい剥離によって除去されて

いる。外形は、基部が丸く左右対称形の槍先状に

なると思われるが、上半部が欠損するため詳細は

不明である。調整加工は、基部を中心に細かい剥

離が施されている。石器石材は黒耀石が用いられ

ている。

５：上下両端を欠損する。下位方向の縦長剥片

が用いられており、正面を構成する剥離面は主要

剥離面と同一方向である。調整加工は左側縁に細

かい剥離が施されている。両端を欠損し全体の形

状が把握できないため、ナイフ形石器として分類

できるのか、疑問もあったが、両側縁が整い明確

な調整加工が施されていることからナイフ形石器

と判断した。石器石材は珪質頁岩が用いられてい

る。

第16図 第１･５･７地点土層断面図
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第17図 グリッド出土石器

第３表 グリッド出土石器観察表

№ グリッド 器種 石 材 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重さ(ℊ) 備 考

１ Ｌ９・Ｇ４ ナイフ形石器 黒色頁岩 3.95 2.30 0.95 6.0

２ Ｌ９・Ｇ４ ナイフ形石器 黒耀石 (2.40) (1,60) 0.40 1.2

３ Ｌ８・Ｅ７ ナイフ形石器 黒耀石 (4.50) 1.85 0.80 4.8

４ Ｌ９・Ｄ１ ナイフ形石器 黒耀石 (2.60) 1.65 0.60 1.7

５ Ｌ８・Ｅ10 ナイフ形石器 珪質頁岩 (1.75) 1.65 0.50 1.8

第１･５･７地点
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３．縄文時代
第１・５・７地点からは、住居跡８軒、土壙43

基、集石土壙９基、炉穴６基が検出された。住居

跡は密集しておらず、土壙が分布している調査区

の中央部を囲むように、散漫に分布して検出され

た。住居跡のうち、調査区の西側から検出された

第５-３号住居跡は敷石住居跡で、炉跡の北側には

大型の紅簾石片岩が敷かれた状態で残存してい

た。出土した遺物などから、住居跡は中期末葉か

ら後期初頭、調査区中央部の土壙は中期中葉から

後期前葉の時期であると考えられる。集石土壙か

らは中期中葉の土器が検出された。早期の土壙や

炉穴は調査区の東端部分から検出された。

（１）住居跡

第１-１号住居跡（第18～20図）

Ｌ９・Ｇ２、Ｆ２グリッドに位置する。住居跡

の北側には近世の第１-20号溝跡が重複してい

る。住居跡の掘り込みは確認されなかったが、ピッ

トの配置から平面形は、南方向に張り出しを持つ

柄鏡形であると考えられる。炉跡と柄部を基準と

した主軸方向は、Ｎ-19°-Ｅをとる。推定される住

居跡の規模は長径7.00ⅿ、短径5.75ⅿを測る。推

定される柄部の長さ1.95ⅿ、幅2.18ⅿである。

炉跡は地床炉で、主体部の中央からやや柄部よ

りに検出された。炉跡の平面形は隅丸方形状で、

長径1.22ⅿ、短径1.00ⅿ、深さ0.24ⅿである。

ピットは、推定される住居跡の範囲内からは29

本が検出された。Ｐ15～Ｐ28は出入り口部に対

ピット状に検出されたものである。またＰ29は柄

部の中央に、幅広に浅く掘り込まれたものである。

またＰ30～Ｐ45は、推定される住居跡の範囲外か

ら検出されたが、住居跡を囲むように配置される

ことや、周辺から他のピットが検出されないこと

から、第１-１号住居跡に関連するピットとした。

ピットの深さはＰ１＝0.16ⅿ、Ｐ２＝0.75ⅿ、Ｐ

３＝0.15ⅿ、Ｐ４＝0.40ⅿ、Ｐ５＝0.20ⅿ、Ｐ６＝

0.63ⅿ、Ｐ７＝0.15ⅿ、Ｐ８＝0.45ⅿ、Ｐ９＝0.

20ⅿ、Ｐ10＝0.49ⅿ、Ｐ11＝0.55ⅿ、Ｐ12＝0.22

ⅿ、Ｐ13＝0.40ⅿ、Ｐ14＝0.78ⅿ、Ｐ15＝0.49ⅿ、

Ｐ16＝0.42ⅿ、Ｐ17＝0.65ⅿ、Ｐ18＝0.45ⅿ、Ｐ

19＝0.40ⅿ、Ｐ20＝0.31ⅿ、Ｐ21＝0.14ⅿ、Ｐ

22＝0.27ⅿ、Ｐ23＝0.30ⅿ、Ｐ24＝0.35ⅿ、Ｐ

25＝0.31ⅿ、Ｐ26＝0.30ⅿ、Ｐ27＝0.53ⅿ、Ｐ

28＝0.50ⅿ、Ｐ29＝0.12ⅿ、Ｐ30＝0.24ⅿ、Ｐ

31＝0.09ⅿ、Ｐ32＝0.27ⅿ、Ｐ33＝0.20ⅿ、Ｐ

34＝0.15ⅿ、Ｐ35＝0.14ⅿ、Ｐ36＝0.29ⅿ、Ｐ

37＝0.18ⅿ、Ｐ38＝0.12ⅿ、Ｐ39＝0.10ⅿ、Ｐ

40＝0.16ⅿ、Ｐ41＝0.21ⅿ、Ｐ42＝0.20ⅿ、Ｐ

43＝0.34ⅿ、Ｐ44＝0.41ⅿ、Ｐ45＝0.18ⅿである。

遺物はピット内などから、土器片や石器が出土

した（第20図１～５）。時期は後期初頭である。

１～４は深鉢形土器の胴部の破片である。２本

１組の沈線文間に縄文を充塡するものである。

３・４は同一個体である。いずれも地文は単節Ｌ

Ｒの縄文を文様に沿って縦方向や、斜め方向に施

文している。３・４は撚りのゆるい単節ＬＲの縄

文を地文としている。１～４は、称名寺式中段階

と考えられる。

５は小型であるが石皿と考えられる。

第１-２号住居跡（第21・22図）

Ｌ９・Ｈ２、３、Ｉ２、３グリッドに位置する。

住居跡の南西側では、近世の第１-22号溝跡が接

して検出されている。住居跡の掘り込みは確認さ

れなかったが、ピットの配置から平面形は、南東

方向に柄部となる張り出しを持つ柄鏡形であると

考えられる。炉跡と柄部を基準とした主軸方向は、

Ｎ-71°-Ｗをとる。住居跡の柄部を含んだ推定され

る規模は、長径6.50ⅿ、短径4.50ⅿを測る。柄部

は長さ2.10ⅿ、幅1.50ⅿを測る。

炉跡は地床炉で、主体部のほぼ中央部から検出

された。炉跡の平面形は円形で、長径0.60ⅿ、短

径0.55ⅿ、深さ0.12ⅿを測る。

― 30―



第18図 第１-１号住居跡（１）

第１･５･７地点
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ピットは、推定される住居跡の範囲内からは27

本が検出された。Ｐ13～Ｐ26は出入り口部に対

ピット状に検出されたものである。Ｐ27は柄部の

中央に、幅広に浅く掘り込まれたものである。ま

たＰ28～Ｐ35は、推定される住居跡の範囲外から

検出されたが、住居跡を囲むように配置されるこ

とや、周辺からピットが検出されないことから、

第１-２号住居跡に関連するピットとした。ピット

の深さＰ１＝0.65ⅿ、Ｐ２＝0.48ⅿ、Ｐ３＝0.18

ⅿ、Ｐ４＝0.67ⅿ、Ｐ５＝0.24ⅿ、Ｐ６＝0.62ⅿ、

Ｐ７＝0.32ⅿ、Ｐ８＝0.12ⅿ、Ｐ９＝0.26ⅿ、Ｐ

10＝0.66ⅿ、Ｐ11＝0.15ⅿ、Ｐ12＝0.10ⅿ、Ｐ

13＝0.25ⅿ、Ｐ14＝0.11ⅿ、Ｐ15＝0.22ⅿ、Ｐ

16＝0.26ⅿ、Ｐ17＝0.15ⅿ、Ｐ18＝0.26ⅿ、Ｐ

第19図 第１-１号住居跡（２）

第20図 第１-１号住居跡出土遺物
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第21図 第１-２号住居跡（１）

第１･５･７地点
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19＝0.17ⅿ、Ｐ20＝0.17ⅿ、Ｐ21＝0.37ⅿ、Ｐ

22＝0.20ⅿ、Ｐ23＝0.11ⅿ、Ｐ24＝0.23ⅿ、Ｐ

25＝0.27ⅿ、Ｐ26＝0.25ⅿ、Ｐ27＝0.25ⅿ、Ｐ

28＝0.30ⅿ、Ｐ29＝0.24ⅿ、Ｐ30＝0.23ⅿ、Ｐ

31＝0.34ⅿ、Ｐ32＝0.12ⅿ、Ｐ33＝0.21ⅿ、Ｐ

34＝0.14ⅿ、Ｐ35＝0.34ⅿである。

遺物は検出されなかったが、北側に隣接する第

１-１号住居跡と同様の時期であると考えられる。

第５-１号住居跡（第23・24図）

Ｌ８・Ｆ１、Ｇ１、Ｌ７・Ｇ10グリッドに位置

する。住居跡の西半部分が、調査区域外のため検

出することができなかった。掘り込みはないが、

出土した遺物の時期から平面形は柄鏡形と考えら

れるが、張り出し部分は確認できなかった。炉跡

と埋甕を基準とする主軸方向は、Ｎ-63°-Ｗをと

る。ピットの配置から推定される残存する主体部

の範囲は、長径4.90ⅿ、短径2.60ⅿである。

炉跡は地床炉で、西側部分は調査区域外となり

検出されなかった。残存する炉跡は長径0.64ⅿ、

短径0.58ⅿ、深さ0.24ⅿを測る。

埋甕は炉跡の南東側から検出された。埋設され

た土器は両耳壺形土器（第24図１）で、正位に埋

設されていた。長径0.45ⅿ、短径0.42ⅿ、深さ0.

54ⅿを測る。

ピットは、12本が検出された。深さはＰ１＝0.

67ⅿ、Ｐ２＝0.36ⅿ、Ｐ３＝0.25ⅿ、Ｐ４＝0.33

ⅿ、Ｐ５＝0.37ⅿ、Ｐ６＝0.10ⅿ、Ｐ７＝0.23ⅿ、

Ｐ８＝0.23ⅿ、Ｐ９＝0.31ⅿ、Ｐ10＝0.23ⅿ、Ｐ

11＝0.20ⅿ、Ｐ12＝0.45ⅿである。

遺物は埋甕のほかは、炉跡内から土器の破片が

出土した（第24図１～４）。時期は中期末葉から後

期初頭である。

１は埋甕に使用された両耳壺形土器である。ほ

ぼ完形で出土した。推定径26㎝、底径８㎝で、現

存高35㎝である。無文の口縁部と胴部は、微隆起

状の隆帯によって区画され、隆帯は頸部の中央で

舌状に突起を作り出している。頸部の両側には把

手を貼付する。把手の表面にも地文が施文される。

胴部は地文のみが施文される。地文は、単節ＬＲ

の縄文が縦方向に施文される。

２～４は深鉢形土器の２・３は口縁部、４は胴

部の破片である。２・３は無文の狭い口縁部文様

帯を持ち、胴部とは微隆起状の隆帯で区画してい

る。地文は単節ＬＲの縄文を施文している。

１～４は加曽利ＥⅣ式である。

第５-２号住居跡（第25・26図）

Ｌ８・Ｈ１、２グリッドに位置する。住居跡内

を近世の第５-２号溝跡が北から南方向に縦断し

ている。平面形は、南方向に張出部を持つ柄鏡形

である。後世における削平のため、主体部に掘り

込みはなく、ピットと炉跡のみが検出された。炉

跡と柄部を基準とした主軸方向は、Ｎ-16°-Ｅをと

る。柱穴の配置から推定される住居跡は長径5.20

ⅿ、短径3.70ⅿである。柄部は長さ1.95ⅿ、幅1.

67ⅿ、深さ0.15ⅿを測る。

炉跡は地床炉で、規模は長径1.20ⅿ、短径0.80

ⅿ、深さ0.30ⅿである。

柱穴は、８本が検出された。深さはＰ１＝0.31

第22図 第１-２号住居跡（２）
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第23図 第５-１号住居跡

第１･５･７地点
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ⅿ、Ｐ２＝0.52ⅿ、Ｐ３＝0.34ⅿ、Ｐ４＝0.30ⅿ、

Ｐ５＝0.20ⅿ、Ｐ６＝0.28ⅿ、Ｐ７＝0.24ⅿ、Ｐ

８＝0.26ⅿである。

遺物は土器の小破片数点と、石器が出土した（第

26図１～４）のみである。遺物の時期は中期末葉

から後期初頭である。

１は壺形土器の口縁部の破片で、地文として単

節ＬＲの縄文を施文している。２は深鉢形土器の

胴部の破片で、２本１組の平行沈線文間に、単節

ＬＲの縄文を地文として施文している。

３・４は出土した石器で、剥片である。

第５-３号住居跡（第27～34図）

Ｌ８・Ｆ３、４グリッドに位置する。第５-７号

住居跡、第５-34号土壙と部分的に重複する。

平面形は柄鏡形である。炉跡の北側には敷石の

一部が残存しており、敷石住居であったと考えら

れる。住居跡は建て替えが行われたと考えられ、

土層断面図から、古い住居跡を焼土が混入する土

で最大で10㎝程度埋め戻して、床面を形成し、新

たな炉跡を掘り込んでいることがわかる。

残存していた敷石は、紅簾石片岩製の１枚岩で、

最大長が1.42ⅿ、最大幅が0.75ⅿ、厚みが0.08ⅿ

である。扁平で表裏面ともに平坦面を持つ石材を

使用している。また敷石の敷設範囲が主体部のみ

であったか、主体部でも全面か部分的であったか

については、他に敷石と考えられる石材が出土し

ていないため不明である。

柄部については幅の広い柄部を、新しい住居跡

では幅を狭くして使用している。第30図の遺物の

出土状況からも、幅が狭い柄部に、遺物が分布し

ていることがわかる。また幅のせまい柄部の先端

部の中央に埋甕が設置され、埋設土器がほぼ完形

で残存していることからも、幅の狭い柄部が、最

終的な住居跡に伴うものと考えられる。

住居跡の炉跡と柄部を基準とした主軸方向は、

Ｎ-48°-Ｅをとる。長径6.40ⅿ、短径5.20ⅿ、主体

部の深さ0.18ⅿを測る。柄部は長さ1.95ⅿ、新旧

柄部合わせた最大幅が、2.60ⅿで、新しい柄部（左

側）の幅は1.28ⅿである。（右側）1.32ⅿ、深さは

第24図 第５-１号住居跡出土遺物
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第25図 第５-２号住居跡

第26図 第５-２号住居跡出土遺物

第１･５･７地点
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第27図 第５-３号住居跡（１）
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旧柄部で0.13ⅿ、新柄部で0.23ⅿを測る。炉跡は

主体部のほぼ中央に位置し、長径0.98ⅿ、短径0.

65ⅿ、深さ0.13ⅿを測る。

埋甕は新柄部の先端部中央から検出された。深

鉢形土器（第31図１）がほぼ完形で正位に埋設さ

れていた（第29図）。長径1.20ⅿ、短径1.10ⅿ、深

さ0.66ⅿを測る。

柱穴は、42本が検出された。深さはＰ１＝0.19

ⅿ、Ｐ２＝0.51ⅿ、Ｐ３＝0.13ⅿ、Ｐ４＝0.19ⅿ、

Ｐ５＝0.39ⅿ、Ｐ６＝0.40ⅿ、Ｐ７＝0.30ⅿ、Ｐ

８＝0.30ⅿ、Ｐ９＝0.40ⅿ、Ｐ10＝0.11ⅿ、Ｐ11＝

0.49ⅿ、Ｐ12＝0.30ⅿ、Ｐ13＝0.30ⅿ、Ｐ14＝0.

05ⅿ、Ｐ15＝0.20ⅿ、Ｐ16＝0.26ⅿ、Ｐ17＝0.38

ⅿ、Ｐ18＝0.31ⅿ、Ｐ19＝0.29ⅿ、Ｐ20＝0.32ⅿ、

Ｐ21＝0.32ⅿ、Ｐ22＝0.39ⅿ、Ｐ23＝0.11ⅿ、Ｐ

24＝0.20ⅿ、Ｐ25＝0.24ⅿ、Ｐ26＝0.18ⅿ、Ｐ

27＝0.17ⅿ、Ｐ28＝0.29ⅿ、Ｐ29＝1.09ⅿ、Ｐ

30＝0.29ⅿ、Ｐ31＝0.33ⅿ、Ｐ32＝0.26ⅿ、Ｐ

33＝0.26ⅿ、Ｐ34＝0.13ⅿ、Ｐ35＝0.30ⅿ、Ｐ

36＝0.11ⅿ、Ｐ37＝0.13ⅿ、Ｐ38＝0.04ⅿ、Ｐ

39＝0.18ⅿ、Ｐ40＝0.14ⅿ、Ｐ41＝0.14ⅿ、Ｐ

42＝0.18ⅿである。

遺物は住居跡全体から散漫に出土している（第

30図）。遺物は土器、石器ともに比較的多量に出土

した（第31～34図）が、出土した遺物のうち、第

34図32の大型の石棒は、細かく破砕した状態で住

居跡内から検出されたものである。表面や割れ口

には被熱による赤化が認められた。

第31図１・２、第32図３～22は検出された土器

である。３・４は縄文時代中期中葉である。

１は埋甕に使用された深鉢形土器である。口径

37㎝、底径7.5㎝、器高45㎝である。口縁部からや

や丸みを持って膨らみ、胴部の中央よりやや上で

ゆるい括れを持ち、やや膨らみながら底部にいた

る器形である。口縁には幅の狭い無文部を持ち、

胴部とは微隆起状の隆帯を巡らして区画してい

る。胴部括れ部より上には微隆起状の隆帯で、Ｕ

字区画文を９単位口縁部区画の隆帯から貼付して

第28図 第５-３号住居跡（２）

第１･５･７地点
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いる。Ｕ字区画文間には微隆起状の隆帯を９単位

垂下させている。地文はＵ字文内に単節ＬＲの縄

文を充塡させるのみで、他は無文である。

２、５～17は微隆起状の隆帯を器面に貼付して

文様を施している、岩坪類や一本懸垂文類の深鉢

形土器の破片である。２は口縁部から胴上部にか

けての破片で、推定口径は28㎝である。口縁はゆ

るやかな波状口縁で、幅の狭い無文部を持ってい

る。胴部にはＵ字状文を施文し、その間には逆Ｖ

字状の文様を施している。文様内には単節ＬＲの

縄文を充塡している。５～10は口縁部の破片で、

地文はいずれも単節ＬＲの縄文を口縁部直下は横

方向に胴部は縦方向に施文している。11～17は胴

部の破片である。15、17は胴部に対向するＵ字文

を施文し、結合部を突起状に盛り上げるものであ

る。地文は11～15は単節ＬＲ、16・17は単節ＲＬ

の縄文を、いずれも隆帯の文様内に充塡している。

19・20は文様として、沈線文を施す深鉢形土器

の胴部の破片である。地文として単節ＬＲの縄文

を施文している。

18は壺形土器の破片で、撚りのゆるい単節ＬＲ

の縄文を地文としている。22は注口土器の破片で、

地文は単節ＬＲの縄文である。

21は縄文時代後期前葉の堀之内２式の深鉢形

土器の破片である。

第33図23～29、第34図30～34は出土した石器で

ある。23・24以外は、石皿と石棒の破片である。

前述のように32は被熱しており、廃棄された石器

の種類や破片の状態に、なんらかの意味合いを

持っていたとも考えられる。

23・24は小型の石器で、23は無茎の石鏃で、24

は剥片である。

25～31は石皿の破片である。器面に凹部を持つ

ものが多い。26は使用のため中央付近の厚みが、

ごく薄くなるものである。

33～34は石棒である。完形のものはなく、いず

れも破片である。

遺物の時期は後期初頭である。

第29図 第５-３号住居跡埋甕
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第30図 第５-３号住居跡遺物出土状況

第１･５･７地点
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第31図 第５-３号住居跡出土遺物（１）
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第32図 第５-３号住居跡出土遺物（２）

第１･５･７地点
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第33図 第５-３号住居跡出土遺物（３）
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第34図 第５-３号住居跡出土遺物（４）

第１･５･７地点
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第35図 第５-５号住居跡
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第５-５号住居跡（第35図）

Ｌ８・Ｆ１、２、Ｇ１、２グリッドに位置する。

住居跡の南側で、近世の第５-１号溝跡が東西方

向に横断している。住居跡は、ピットのみが検出

され、炉跡や掘り込みなどは検出されなかった。

平面形はピットの配置から柄鏡形と考えられる。

ピットの配置から推定される住居跡は長径9.

01ⅿ、短径6.55ⅿで、柄部の長さ3.05ⅿ、幅2.03

ⅿである。

柱穴は、９本が検出された。深さはＰ１＝0.34

ⅿ、Ｐ２＝0.25ⅿ、Ｐ３＝0.40ⅿ、Ｐ４＝0.24ⅿ、

Ｐ５＝0.12ⅿ、Ｐ６＝0.32ⅿ、Ｐ７＝0.26ⅿ、Ｐ

８＝0.40ⅿ、Ｐ９＝0.28ⅿである。

遺物は検出されなかったが、住居跡の形状など

から中期末から後期初頭の時期と考えられる。

第５-６号住居跡（第36図）

Ｌ８・Ｉ８、９グリッドに位置する。住居跡の

北西側に攪乱が存在し、南側には近世の第５-８号

溝跡が東西に横断している。

住居跡は炉跡のみが検出され、掘り込みやピッ

第36図 第５-６号住居跡

-

第１･５･７地点
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トなどは検出されなかった。出土遺物の時期から

は平面形が柄鏡形と推定されるが、住居跡の規模

は不明である。

炉跡には焼土が多量に残存していた。長径1.10

ⅿ、短径0.85ⅿ、深さ0.25ⅿを測る。

遺物は土器の小破片が数点検出されたのみで

あった（第37図１・２）。時期は中期末から後期初

頭である。

１・２は深鉢形土器の破片である。１は幅の狭

い無文の口縁部を持つもので、胴部とは微隆起状

の隆帯によって区画している。２は地文のみが施

文される胴部の破片である。地文として単節ＬＲ

の縄文を縦方向に施している。

第５-７号住居跡（第38図）

Ｌ８・Ｆ３、４、Ｇ３、４グリッドに位置する。

住居跡の北東側で、第５-３号住居跡と重複してい

る。掘り込みはなく、炉跡とピット１本のみが検

出されたため、平面形は不明である。

住居跡に伴うと考えられる遺物は出土しなかっ

たが、炉跡の覆土や周辺の出土遺物から、時期は

中期末から後期初頭であると推定される。

炉跡の規模は、長径0.60ⅿ、短径0.50ⅿ、深さ

0.16ⅿである。ピットは、１本が検出された。深

さはＰ１＝0.40ⅿである。

第38図 第５-７号住居跡
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（２）土壙

第１-１号土壙（第39・40・44図１～５）

Ｌ８・Ｆ８グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径1.21ⅿ、短径0.91ⅿ、深さ0.51ⅿであ

る。

第44図１～５は出土した遺物である。

１～４は出土した深鉢形土器の破片である。１

は口縁部の破片で、口縁部には列点を巡らし、胴

部とは沈線を施文して区画している。２・３は胴

部の破片で、２本の平行沈線文によって文様を施

文している。文様内は無文である。

５は出土した石器で、石匙である。丁寧な作り

で基部には摘み部が作り出されている。

遺物の時期は後期前葉で、称名寺式最終末から

堀之内式最古段階であると考えられる。

第１-５号土壙（第39図）

Ｌ８・Ｄ８グリッドに位置する。西側に縄文時

代の第１-７号土壙、東側に近世の第１-４号土壙

が隣接している。平面形は楕円形で、長径0.85ⅿ、

短径0.78ⅿ、深さは0.27ⅿである。

第１-７号土壙（第39図）

Ｌ８・Ｄ７グリッドに位置する。東側に第１-５

号土壙が隣接している。平面形は楕円形で、長径

1.03ⅿ、短径0.61ⅿ、深さ0.19ⅿである。

第１-８号土壙（第39・第44図６～11）

Ｌ８・Ｄ７グリッドに位置する。西側に近世の

第１-１号井戸跡が隣接する。平面形はほぼ円形

で、長径1.00ⅿ、短径0.93ⅿ、深さ0.34ⅿである。

第44図６～11は出土した土器である。いずれも

深鉢形土器の破片で、６は口縁部、７～11は胴部

の破片である。７～９は２本の平行沈線文によっ

て文様を施文するもので、７は沈線文間に列点が

施されている。10は細く浅い条線を流水状に施文

している。11は微隆起状の隆帯を垂下させるも

ので、地文として単節ＲＬの縄文を施文している。

遺物の時期は後期前葉で、称名寺式最終末から

堀之内式最古段階であると考えられる。

第１-10号土壙（第39・40図・第44図12～21）

Ｌ８・Ｄ８グリッドに位置する。平面形はほぼ

円形で、長径1.20ⅿ、短径1.05ⅿ、深さ0.28ⅿで

ある。

第44図12～21は出土した深鉢形土器の破片で

ある。12は波状口縁で、波頂部内側には円形文が

刺突されている。13～17は同一個体と考えられ

る、口縁部から胴部の破片である。器面調整は粗

く、器面には沈線文を施文するが文様は粗雑であ

る。18～20は胴部の破片で、18は平行沈線文間に

列点文を施文する。19・20は器面に列点文が施文

されている。21は底部の破片で、器面は丁寧な磨

き状に整形がなされている。底径は7.2㎝である。

遺物の時期は後期前葉で、称名寺最終末から堀

之内最古段階であると考えられる。

第１-11号土壙（第39図・第44図22）

Ｌ８・Ｅ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径1.47ⅿ、短径0.98ⅿ、深さ0.29ⅿであ

る。

第44図22は出土した土器である。大型の深鉢土

器の口縁部の破片で、無文の口縁部と胴部は微隆

起状の隆帯によって区画されている。胴部には地

文として、撚りのゆるい単節ＬＲの縄文を縦方向

に施文している。

遺物の時期は後期初頭で、称名寺式段階の加曽

利Ｅ系の土器である。

第１-12号土壙（第39図）

Ｌ８・Ｅ８グリッドに位置する。南西側に近世

の第１-20土壙が隣接する。平面形は楕円形で、長

径1.15ⅿ、短径0.80ⅿ、深さ0.59ⅿである。

第１-13号土壙（第39図）

Ｌ８・Ｅ８グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径0.75ⅿ、短径は0.57ⅿ、深さは0.33ⅿ

である。

第１-14号土壙（第39図）

Ｌ８・Ｅ９グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径1.26ⅿ、短径0.53ⅿ、深さ0.18ⅿであ

第１･５･７地点
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第39図 土壙（１）

― 50―



第40図 土壙遺物出土状況

第１･５･７地点
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る。

第１-15号土壙（第39図・第44図23）

Ｌ８・Ｆ８グリッドに位置する。西側に近世の

第１-17号土壙が隣接している。平面形は円形で、

長径0.90ⅿ、短径0.90ⅿ、深さ0.28ⅿである。

第44図23は出土した深鉢形土器の口縁部の破

片である。バケツ状の器形であると考えられる。

器面には赤彩の痕跡が認められる。地文として単

節ＬＲの縄文を横方向に施文している。

遺物の時期は後期初頭で、称名寺式段階の加曽

利Ｅ系土器と考えられる。

第１-16号土壙（第39図・第44図24）

Ｌ８・Ｅ８、Ｆ８グリッドに位置する。平面形

は楕円形で、長径1.38ⅿ、短径0.90ⅿ、深さ0.29

ⅿである。

第44図24は出土した深鉢形土器の口縁部の破

片で、胴部とは沈線によって区画されている。

遺物の時期は後期初頭で、称名寺式最終末段階

と考えられる。

第１-18号土壙（第39図）

Ｌ８・Ｆ９グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径0.90ⅿ、短径0.69ⅿ、深さ0.23ⅿであ

る。

第１-19号土壙（第39図）

Ｌ８・Ｆ８グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径1.46ⅿ、短径0.97ⅿ、深さは0.32ⅿで

ある。

第１-30号土壙（第39図）

Ｌ８・Ｅ９グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径0.99ⅿ、短径0.69ⅿ、深さ0.22ⅿであ

る。

第１-31号土壙（第41図）

Ｌ８・Ｆ９グリッドに位置する。北側に近世の

第１-30号土壙が隣接する。平面形は楕円形で、長

径0.96ⅿ、短径0.80ⅿ、深さ0.21ⅿである。

第１-33号土壙（第41図）

Ｌ８・Ｆ９グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径1.62ⅿ、短径は1.00ⅿ、深さ0.20ⅿで

ある。

第１-34号土壙（第41・第44図25～27）

Ｌ８・Ｅ10、Ｆ10グリッドに位置する。落とし

穴状土壙である。平面形は楕円形である。断面形

が漏斗状となる深い土壙で、短径方向は底部にか

けて、幅が狭く作り出されている。長径2.46ⅿ、

短径2.10ⅿ、深さは2.75ⅿである。

第44図25～27は、出土した深鉢形土器の破片で

ある。25・26は胴部で、25は隆帯に沿って２列の

角押文が施される。26はペン先状の文様を施文し

ている。27は頸部の破片で、胴部とは沈線文を巡

らして区画している。25・26は中期中葉の 沢式、

27は中期後葉の加曽利Ｅ式である。

第１-35号土壙（第41図）

Ｌ８・Ｅ10、Ｆ10、Ｌ９・Ｅ１、Ｆ１グリッド

に位置する。平面形は楕円形で、長径3.18ⅿ、短

径2.31ⅿ、深さ0.22ⅿである。

第１-36号土壙（第41図）

Ｌ８・Ｅ10グリッドに位置する。平面形はほぼ

円形で、長径1.03ⅿ、短径0.88ⅿ、深さ0.22ⅿで

ある。

第１-40号土壙（第41図）

Ｌ９・Ｇ２グリッドに位置する。平面形はほぼ

円形で、長径1.00ⅿ、短径0.95ⅿ、深さ0.20ⅿで

ある。

第１-41号土壙（第42図）

Ｌ９・Ｉ５グリッドに位置する。重複する第１

-41・42・44・58・60号土壙のうちの１基である。

重複する土壙の覆土中からは、焼土ブロックや焼

土粒子が少量検出されている。周辺の土壙からは

早期の条痕文系の土器が検出されていることか

ら、重複する６基の土壙は炉穴群の可能性も考え

られるが、炉床は検出されず、焼土ブロックなど

が少量であることから、土壙とすることとした。

平面形は楕円形で、長径1.22ⅿ、短径0.86ⅿ、

深さ0.30ⅿである。
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第41図 土壙（２）

第１･５･７地点
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第42図 土壙（３）
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第43図 土壙（４）

第１･５･７地点
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第１-42号土壙（第42図）

Ｌ９・Ｉ５グリッドに位置する。重複している

第１-41・42・44・58・60号土壙のうちの１基であ

る。焼土ブロック、焼土粒子が検出されたが第１

-41号土壙と同様に、土壙としたものである。平面

形は楕円形で、長径1.78ⅿ、短径0.96ⅿ、深さ0.

20ⅿである。

第１-44号土壙（第42図）

Ｌ９・Ｉ５、Ｊ５グリッドに位置する。重複し

ている第１-41・42・44・58・60号土壙のうちの１

基である。焼土ブロック、焼土粒子が検出された

が第１-41号土壙と同様に、土壙としたものであ

る。平面形は楕円形で、残存する長径1.35ⅿ、短

径1.10ⅿ、深さ0.41ⅿである。

第１-58号土壙（第42図）

Ｌ９・Ｊ５グリッドに位置する。重複している

第１-41・42・44・58・60号土壙のうちの１基であ

る。焼土粒子が検出されたが第１-41号土壙と同

様に、土壙としたものである。平面形は不明で、

残存する長径1.00ⅿ、短径0.96ⅿ、深さは0.37ⅿ

である。

第１-60号土壙（第42図）

Ｌ９・Ｉ５グリッドに位置する。重複している

第１-41・42・44・58・60号土壙のうちの１基であ

る。第１-41号土壙と同様に、土壙としたものであ

る。平面形は不明で、長径0.75ⅿ、短径0.57ⅿ、

深さ0.26ⅿである。

第１-45号土壙（第42図・第44図28）

Ｌ９・Ｅ２グリッドに位置する。落とし穴状土

壙である。平面形は不定形である。断面形が漏斗

状となる深い土壙で、短径方向は底部にかけて、

幅が狭く作り出されている。長径は2.58ⅿ、短径

は2.28ⅿ、深さは2.25ⅿである。

第44図28は出土した深鉢形土器の胴部の破片

である。地文は幅の狭い原体で、単節ＬＲの縄文

を施文している。時期は後期初頭で、称名寺式段

階の加曽利Ｅ式系土器である。

第１-46号土壙（第43図）

Ｌ９・Ｉ５グリッドに位置する。重複している

第１-46・48・49・54・55・57号土壙のうちの１基

である。重複する土壙の覆土中からは、焼土ブロッ

クや焼土粒子が少量だが検出されている。また第

１-49号土壙からは早期の条痕文系の土器が検出

されていることから、重複する６基の土壙は炉穴

群の可能性が高いが、炉床は検出されず、焼土ブ

ロック、焼土粒子も少量であることから、土壙と

することとした。

平面形はほぼ円形と考えられる。残存する長径

1.40ⅿ、短径は1.32ⅿ、深さは0.71ⅿである。

第１-48号土壙（第43図）

Ｌ９・Ｉ４、Ｉ５グリッドに位置する。重複し

ている第１-46・48・49・54・55・57号土壙のうち

の１基である。覆土には焼土ブロックが微量含ま

れていたが、第１-46号土壙と同様に、土壙とした

ものである。

平面形は不明で、残存する長径3.15ⅿ、短径1.

10ⅿ、深さ0.53ⅿである。

第１-49号土壙（第43図・第44図29・30）

Ｌ９・Ｉ５グリッドに位置する。重複している

第１-46・48・49・54・55・57号土壙のうちの１基

である。覆土中からは、早期の条痕文系の土器が

出土したが、第１-46号土壙と同様に、土壙とした

ものである。

平面形は楕円形で、長径1.79ⅿ、短径は1.55ⅿ、

深さは0.58ⅿである。

第44図29・30は出土した胴下半部の土器の破片

である。同一個体で、両面に条痕が施文されてい

る。早期後葉の条痕文系土器である。

第１-54号土壙（第43図）

Ｌ９・Ｉ４、Ｉ５グリッドに位置する。重複し

ている第１-46・48・49・54・55・57号土壙のうち

の１基である。覆土には焼土ブロック、焼土粒子

が含まれていたが、第１-46号土壙と同様に、土壙

としたものである。
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平面形は楕円形で、残存する長径2.07ⅿ、短径

1.45ⅿ、深さは0.53ⅿである。

第１-55号土壙（第43図）

Ｌ９・Ｉ４、Ｉ５グリッドに位置する。重複し

ている第１-46・48・49・54・55・57号土壙のうち

の１基である。第１-46号土壙と同様に、土壙とし

たものである。

平面形は楕円形で、残存する長径2.10ⅿ、短径

0.76ⅿ、深さは0.60ⅿである。

第１-57号土壙（第43図）

Ｌ９・Ｉ５グリッドに位置する。重複している

第１-46・48・49・54・55・57号土壙のうちの１基

である。第１-46号土壙と同様に、土壙としたもの

である。

平面形は不明で、残存する長径0.99ⅿ、短径0.

33ⅿ、深さ0.62ⅿである。

第１-47号土壙（第41図）

Ｌ９・Ｉ５グリッドに位置する。第１-51・52号

土壙などが隣接している。覆土からは焼土ブロッ

クや焼土粒子が検出されている。炉穴である可能

性は高いが、遺物が出土せず明確な炉床も認めら

れないため、土壙としたものである。

平面形は楕円形で、長径1.60ⅿ、短径1.06ⅿ、

深さは0.32ⅿである。

第１-50号土壙（第43図）

Ｌ９・Ｊ５グリッドに位置する。重複している

第１-50・51・52・53号土壙のうちの１基である。

重複する土壙の覆土中には、焼土ブロックや焼土

粒子、炭化物が少量含まれており、第１-51号土壙

からは早期の条痕文系土器が出土している。それ

らから、炉穴群である可能性が高いと考えられる

が、炉床は検出されず、遺物もごく少量であるこ

とから、土壙とすることとしたものである。

平面形は楕円形で、残存する長径は1.90ⅿ、短

径は1.60ⅿ、深さは0.66ⅿである。

第１-51号土壙（第43図・第44図31）

Ｌ９・Ｉ５、Ｊ５グリッドに位置する。重複し

ている第１-50・51・52・53号土壙のうちの１基で

ある。早期の条痕文系の土器が出土したが、第１

-50号土壙と同様に、土壙としたものである。

平面形は楕円形で、長径2.40ⅿ、短径1.05ⅿ、

深さ0.48ⅿである。

第44図31は出土した土器である。胴部の破片

で、外面には条痕が施文されている。内面は器面

が剥落しており不明である。早期後葉の条痕文系

土器である。

第１-52号土壙（第43図）

Ｌ９・Ｉ５、Ｊ５グリッドに位置する。重複し

ている第１-50・51・52・53号土壙のうちの１基で

ある。

平面形は不明で、長径0.89ⅿ、短径0.48ⅿ、深

さ0.38ⅿである。

第１-53号土壙（第43図）

Ｌ９・Ｊ５グリッドに位置する。重複している

第１-50・51・52・53号土壙のうちの１基である。

覆土には焼土ブロックや焼土粒子が少量含まれて

いたが、第１-50号土壙と同様に、土壙としたもの

である。

平面形は不明で、残存する長径1.14ⅿ、短径0.

85ⅿ、深さ0.65ⅿである。

第１-59号土壙（第41図）

Ｌ９・Ｃ４グリッドに位置する。第１-５・７号

溝跡と重複する。平面形は楕円形で、残存する長

径1.10ⅿ、短径0.70ⅿ、深さは0.70ⅿである。

第５-34号土壙（第45図）

Ｌ８・Ｆ４グリッドに位置する。南側の一部が

第５-３号住居跡と重複する。また北西側には第５

-44号土壙が隣接している。平面形は楕円形で、

長径は1.36ⅿ、短径は1.22ⅿ、深さは0.32ⅿである。

第５-36号土壙（第45図）

Ｌ８・Ｆ３グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径0.88ⅿ、短径0.72ⅿ、深さ0.21ⅿであ

る。
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第46図 第５-44号土壙遺物出土状況
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第５-37号土壙（第45図）

Ｌ８・Ｆ２グリッドに位置する。第５-５号住居

跡と重複している。平面形はほぼ円形で、長径0.

85ⅿ、短径0.71ⅿ、深さ0.33ⅿである。

第５-42号土壙（第45図）

Ｌ８・Ｄ２、Ｅ２グリッドに位置する。西側部

分を近世の第５-43号土壙と重複して、攪乱され

ている。平面形は楕円形と考えられ、残存する長

径0.78ⅿ、短径0.75ⅿ、深さは0.22ⅿである。

第５-44号土壙（第45・46図、第47図１～11）

Ｌ８・Ｆ４グリッドに位置する。第５-３号住居

跡、第５-34号土壙の北東側に隣接している。当初

は住居跡としていたが、炉跡やピットが検出され

ないことや、住居跡としては小規模であることか

ら土壙としたものである。平面形は不定形で、長

径4.00ⅿ、短径2.80ⅿ、深さは0.24ⅿである。

遺物は覆土中から比較的多く検出された（第46

図）が、覆土の上部は削平されていると考えられ、

完形の土器などは出土しなかった。

第47図１～９は出土した土器である。１～８は

深鉢形土器の破片である。１は器形が復元できた

ものである。口縁部は波状口縁で、波頂部には橋

状把手が貼付され、把手部表面にも地文が施文さ

れる。把手はやや斜めに捻って貼付されている。

第47図 第５-44号土壙出土遺物

第１･５･７地点
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施文された文様は岩坪類と考えられるが、沈線に

よって施されている。沈線は細く、文様も途切れ

がちである。地文は単節ＬＲの縄文である。２～４

は同一個体の胴下半部の破片である。沈線によっ

て大柄のＪ字文が施文され、内側には単節ＬＲの

縄文が充塡されている。５～８は微隆起線状の隆

帯を貼付する胴部の破片である。５～７は１段懸

垂文類で、８は岩坪類と考えられる。地文として

７が単節ＲＬの縄文、他は単節ＬＲの縄文を施し

ている。９は瓢形土器の破片と考えられる。

第47図10・11は出土した石器である。10は先端

部を欠損する無茎の石鏃である。11は石皿の破片

で、裏面には複数の凹部が認められる。

遺物の時期は中期末葉から後期初頭で、加曽利

Ｅ 式である。

（３）集石土壙

第１-４号集石土壙（第48図・第49図１・２）

Ｌ８・Ｄ８グリッドに位置する。平面形はほぼ

円形を呈する。長径は1.03ⅿ、短径は0.97ⅿ、深

さは0.5ⅿである。すり鉢状となる土壙である。焼

礫は土壙の中央にまとまりを持つように分布して

いたが、覆土中では上層から下層まで含まれてお

り面的には密集して検出されていない。

検出された礫は、最大長３～６㎝、重さ20～40

ℊがほとんどを占め、10㎝以上のものは検出され

なかった。礫の総重量は8488.11ℊで、そのうち砂

岩が7090.92ℊで83％を占め、次に多いホルン

フェルスが361.04ℊで４％であった。

第49図１・２は焼礫中に混入して出土した、深

鉢形土器の破片である。１は口縁部、２は胴部の

破片である。中期中葉の阿玉台式である。

第１-17号集石土壙（第48図）

Ｌ８・Ｆ８グリッドに位置する。平面形はほぼ

円形で、長径1.30ⅿ、短径1.24ⅿ、深さ0.24ⅿで

ある。焼礫は土壙内から散漫に検出され、覆土中

も上層から下層までまとまりなく分布していた。

検出された焼礫は最大長３～５㎝、重さ10～20

ℊ程度で、５㎝を超えるものは検出されなかった。

礫の総重量は513.20ℊで、そのうちチャートが

211.01ℊで41％、砂岩が181.89ℊで35％である。

第１-20号集石土壙（第50図）

Ｌ８・Ｅ８グリッドに位置する。平面形はほぼ

円形で、長径1.53ⅿ、短径1.42ⅿ、深さ0.38ⅿで

ある。焼礫は平面的には土壙中央部にまとまりを

持つが、覆土中からは上層から下層まで、まとま

りなく分布している。

検出された焼礫は最大長３～６㎝、重さ10～30

ℊ程度で、７㎝を超えるものはない。礫の総重量

は2385.15ℊで、そのうち砂岩が1841.55ℊで

77％、ホルンフェルスが356.36ℊで15％である。

第１-32号集石土壙（第50図・第49図３）

Ｌ８・Ｆ10グリッドに位置する。平面形は不定

形を呈する。長径は1.52ⅿ、短径は1.36ⅿ、深さ

は0.3ⅿである。焼礫は平面的には土壙中央部に

まとまりを持つが、覆土中は上層から下層までま

とまりなく分布している。

検出された焼礫は最大長３～６㎝、重さ10～50

ℊ程度で、８㎝を超えるものはなかった。礫の総

重量は3410.74ℊで、そのうち砂岩は2224.44ℊで

65％、ホルンフェルスは388.63ℊで11％を占める。

第49図３は焼礫中から検出された土器である。

器面には角押文が沈線状に施文されている。中期

中葉の 沢式である。

第５-１号集石土壙（第51図）

Ｌ８・Ｇ７、Ｇ８グリッドに位置する。南側で

第49図 集石土壙出土遺物

第１･５･７地点
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第50図 集石土壙（２）
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第51図 集石土壙（３）

第１･５･７地点
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第５-５号集石土壙と接している。平面形は不定形

で、長径2.84ⅿ、短径2.70ⅿ、深さ0.24ⅿである。

焼礫は土壙中央部に密集して分布し、覆土中では、

上層に集中している。焼礫は最大長３～６㎝、重

さ10～20ℊ程度で、７㎝を超えるものはなかっ

た。礫の総重量は6476.2ℊである。

第５-２号集石土壙（第52図）

Ｌ８・Ｇ８グリッドに位置する。平面形はほぼ

円形で、長径0.84ⅿ、短径0.80ⅿ、深さ0.16ⅿで

ある。焼礫は土壙から32点検出され、１点の重さ

10～20ℊ程度の礫で、総重量は624.2ℊである。

第５-３号集石土壙（第53図）

Ｌ８・Ｇ８、Ｈ８グリッドに位置する。平面形

はほぼ円形で、径2.02ⅿ、深さ0.34ⅿである。焼

礫は土壙中央に多く分布するが、周辺１ⅿ四方に

も散らばって検出されている。覆土上層に焼礫は

集中し、最下層からはほとんど出土しない。焼礫

は最大で長さ８㎝、重さ10～20ℊ程度で、10㎝を

超えるものはない。礫の総重量は5585.7ℊである。

第５-４号集石土壙（第52図）

Ｌ８・Ｈ８グリッドに位置する。平面形は不定

形で、長径1.50ⅿ、短径1.44ⅿ、深さ0.25ⅿであ

る。焼礫は土壙の中央に面的には散漫に検出され

た。覆土上層から主に出土している。焼礫は最大

で長さ７㎝、重さ10～20ℊ程度で、10㎝を超える

ものはなかった。礫の総重量は3227.5ℊである。
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第５-５号集石土壙（第51図）

Ｌ８・Ｇ７、Ｇ８グリッドに位置する。北側で

第５-１号集石土壙と接している。平面形は不定形

で、長径1.00ⅿ、短径0.93ⅿ、深さは0.28ⅿであ

る。焼礫は散漫に分布して検出された。焼礫は覆

土上層からほとんどが検出されている。焼礫は最

大で長さ６㎝、重さ10～20ℊ程度であった。礫の

総重量は621.8ℊである。

（４）炉穴

炉穴は６基確認されている。第１地点では周辺

が攪乱されており、炉穴は単独で確認された。第

７地点では炉穴４基が連結して検出され、１群を

構成していた。遺物は出土しなかったが、早期に

属するものと考えられる。

第１-１号炉穴（第54図）

Ｌ９・Ｃ３グリッドに位置する。平面形は不定

第54図 炉穴
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形で、長径0.85ⅿ、短径0.60ⅿ、深さ0.10ⅿであ

る。底面は焼土ブロック化しており、炉床と考え

られる。

第１-２号炉穴（第54図）

Ｌ９・Ｄ３グリッドに位置する。近世の第１-13

号溝跡によって西側部分が壊されている。平面形

は不定形で、残存する長径1.10ⅿ、短径0.80ⅿ、

深さ0.25ⅿである。覆土上層からは、焼土がまと

まって検出されている。

第７-１・２・３・４号炉穴（第54図）

Ｋ９・Ｈ１グリッドに位置する。北東側は調査

区域外となるため検出されなかった。第７-１～４

号炉穴は、連結して3.3ⅿ×2.1ⅿほどの範囲で検

出されたもので、同一の炉穴群と考えられる。

第７-１号炉穴の平面形は楕円形で、残存する長

径1.60ⅿ、短径0.90ⅿ、深さは0.28ⅿである。

第７-２号炉穴の平面形は不明で、残存する長径

0.48ⅿ、短径0.40ⅿ、深さ0.50ⅿである。

第７-３号炉穴の平面形は楕円形で、残存する長

径2.45ⅿ、短径0.58ⅿ、深さ0.32ⅿである。

第７-４号炉穴の平面形は楕円形で、残存する長

径1.90ⅿ、短径1.05ⅿ、深さ0.25ⅿである。

第７-１・２・３号炉穴内には、焼土が範囲を持っ

て確認されており、炉床である可能性が考えられ

る。

（５）グリッド出土遺物

出土土器

第 群土器（第56図４～35）

早期後葉の条痕文系土器群を一括する。

４～６は細隆起線文などの文様を施文するもの

で、野島式の土器である。４は口縁部の破片で、

口唇部には刻みを入れている。並行する細隆起線

文を施文し、その内側には細隆起線文をはしご状

に施文している。５・６は胴部の破片である。屈

曲部で細隆起線文を施文し区画している。５は並

行する細隆起線文内に、太沈線による集合沈線文

を充塡している。６の文様も５と同様であるが、

屈曲部の区画下に施文される並行する区画文の一

辺が、細隆起線文ではなく細沈線文によって施文

されているものである。

７～12は条痕文系土器の前半期と考えられる

土器である。繊維をあまり含まない堅緻な土器で、

両面に条痕を施文するものである。７・８は口縁

部、９～11は胴部、12は底部の破片である。

13～30は茅山上層以降の条痕文系土器の後半

期と考えられる土器である。13～15は絡条体圧痕

が施される土器で、13・14は口縁部の破片で隆帯

が貼付される。下沼部式に並行する土器と考えら

れる。16は口縁部の破片で、２本の隆帯を貼付し

ている。口唇部と隆帯上には貝殻腹縁の刻みを入

第55図 グリッド出土遺物（１）

第１･５･７地点
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第57図 グリッド出土遺物（３）

第１･５･７地点
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れている。17は円形竹管によって円形刺突文を施

文するものである。18の口唇部には貝殻腹縁によ

る刻みが施されている。19～30は内外面に条痕整

形のみを施すものである。

31～35は繊維が多量に入る土器で、花積下層式

である可能性も考えられる土器である。31～33は

胎土が単一的で条痕が粗いものである。

第 群土器（第56図36～54）

前期の土器群を一括する。

36、38は花積下層式で、胎土に繊維が含まれる

土器である。36は円形竹管によって円形刺突文が

複数施される土器である。38は無節Ｌの縄文を、

方向を変えて羽状に施文するものである。

37・39・40は黒浜式で、胎土に繊維が含まれる

土器である。37は胴部の破片で、地文として無節

Ｌと無節Ｒを羽状に施文している。39は口縁部の

破片で、器面は荒れているが無節Ｌの縄文が施文

される。40は底径９㎝の底部の破片である。底部

直前まで無節Ｒの縄文を施文している。

41～54は諸磯式土器である。

41は諸磯ａ式で、縦位の区画線文間は、平行沈

線文を弧状に施文している。

42～48は諸磯ｂ式で、42～44は幅広の沈線文を

施文するもので、43・44は沈線文間に爪形文を施

文するものである。45は浮線文を貼付するもので、

地文は単節ＲＬの縄文を施文している。46～48は

複数の単位で構成される平行沈線文を、横方向に

施文するもので、47・48は単節ＲＬの縄文を地文

としている。

49は諸磯ｃ式で、集合沈線文を施文し、ボタン

状の貼付文を施している。

50～54は地文のみで、50・51は単節ＲＬの縄文

を、52～54は結節縄文を施文するものである。

第 群土器（第55図１～３、第57図55～84、第58

図85～92）

中期の土器群を一括する。

55～64は中期中葉の勝坂系土器である。口縁部

や文様の形状に沿って、幅広のキャタピラ状爪形

文を施文する。キャタピラ状爪形文には、鋸歯状

の沈線文を縁取る。55～61は口縁部、62～64は胴

部の破片である。56はペン先状の工具で、キャタ

ピラ状に施文するものである。57はキャタピラ文

を、ペン先状の工具で鋸歯状に縁取るもので、他

と比較し古い様相を持つ土器である。55・59・60・

64は地文として単節ＲＬの縄文を施文している。

55～64は藤内式と考えられる。

１～３、65～92は後期初頭の加曽利Ｅ式系土器

を含む、中期末から後期初頭の土器群である。

65～76は沈線によって文様を施文する深鉢形

土器の破片である。65・66は口縁部の破片で、65

は波状口縁で、波頂部を基準として沈線文で口縁

部を区画している。地文として撚りのゆるい単節

ＬＲの縄文を施文する。66は地文として単節ＲＬ

の縄文を口縁部直下は横方向に、他は縦方向に施

文している。67～76は胴部の破片である。67は逆

Ｕ字状文を沈線で施文し、文様内には単節ＬＲの

縄文を充塡している。68～72は、大柄の渦巻き文

などを施文するもので、地文は単節ＬＲの縄文で

ある。73～75は沈線が細く途切れるなど、明瞭な

沈線文が施文されない。73・74は単節ＬＲ、75は

単節ＲＬの縄文を地文として施文する。

77～89は微隆起状の隆帯によって文様を施文

する深鉢形土器の破片である。77～83は口縁部の

破片である。口縁部は幅の狭い無文部で、胴部と

微隆起線状の隆帯で区画している。77・81・82は

微隆起状隆帯による文様が残存していたもので、

77は岩坪類、82・83は１段懸垂文類の文様を持つ

ものであると考えられる。地文は77～79、81～83

が単節ＬＲの縄文を、80は単節ＲＬの縄文を施文

している。口縁部直下は横方向に施文するものが

多い。82は斜めから横方向に地文を施文している。

84～89は胴部の破片である。87以外は文様から岩

坪類であると考えられる。87は大柄渦巻き文を施

文しているもので、渦巻きの先端部分は尖らして

第１･５･７地点
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施文されている。地文は文様の形状に沿って充塡

される。地文は84～88が単節ＬＲ、89が単節ＲＬ

の縄文を施文している。

90・91は両耳壺形土器の破片で、91は地文とし

て単節ＬＲの縄文を施文する。92は瓢形の注口土

器の口縁部の破片であると考えられる。

１～３は底部の破片で、１は深鉢形土器、２・

３は壺形土器で、３には赤彩が認められた。

１～３、65～92はほとんどが加曽利ＥⅣ式に相

当すると考えられ、そのうちには後期初頭に相当

する土器も多く含まれていると考えられる。

第 群土器（第58図93～124）

後期の土器を一括する。

93～106は後期初頭の称名寺式土器である。中

段階以降の土器が出土している。

93～97は口縁部の破片で、93・95・96は波状口
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縁の把手部分である。93は把手部分が円筒状に作

りだされる。98～106は胴部の破片で、98～100は

沈線文様内に縄文が施文されるもので、101～106

は無文または列点が施文されるものである。

107～124は後期前葉の堀之内式土器である。

107・108は堀之内１式と考えられる、深鉢形土

器の胴部の破片で、108は地文が単節ＬＲの縄文

で、器面には３本１組の沈線を垂下させている。

109～121は堀之内２式の深鉢形土器の破片で

ある。109～111は朝顔形の形状をした土器で、沈

線文間には単節ＬＲの縄文を充塡する。109は口

縁部で、口辺部に隆帯を巡らし内面には１条の沈

線を施している。110・111は胴部の破片である。

112～121は沈線や条線のみを施文する土器であ

る。112～116は口縁部の破片で、115・116は沈線

を格子目状に施文し、内面には１条の沈線を巡ら

している。117～119は櫛歯状工具によって文様を

施文している。

122は注口土器の破片である。

123・124は底面に網代痕が残存している。

出土石器

石鏃（第59図125～131）

125～130は無茎の石鏃である。基部に抉りが入

るものである。131は基部を欠損する。

石匙（第59図132・133）

132・133は石匙である。132は刃部がつまみ部に

対し横方向に作り出されている。刃部欠損後に再

加工を施しており、再加工後も使用されているも

ので、刃部に磨耗が認められる。133は刃部がつま

第60図 グリッド出土遺物（６）

第１･５･７地点
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み部に対し縦方向に作られる、縦長のものである。

調整は丁寧で、器面全体に及んでいる。

剥片（第59図134～139）

134～139は２次剥離が認められる剥片である。

磨製石斧（第60図140）

140は定角式の磨製石斧で、完形で出土したも

のである。器面は丁寧に磨き調整が行われている。

打製石斧（第60図141～145）

141～145は打製石斧である。141は表面に大き

く自然面が残存するものである。143は両面に大

きく自然面が残存するもので、素材の形状を利用

して、最小限の調整を加える粗雑な作りとなって

いる。142・144・145は全面に調整を加えるもので、

142は裏面に大きく１次剥離が残存する。

磨石（第60図146）

146は三角形状に加工されるもので、器面全体

を使用しているものである。

石皿（第60図147・148）

147・148は石皿の破片である。148は凹部が複数

器面に残存している。

第４表 出土石器観察表

図版№ 出土遺構 器種 石材 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重さ(ℊ) 備考

第20図５ 第１-１号住居跡 石皿 安山岩 16.65 (14.40) 4.12 1422.8

第26図３ 第５-２号住居跡 剥片 ホルンフェルス 4.95 4.45 1.25 28.9

第26図４ 第５-２号住居跡 剥片 黒色頁岩 4.50 3.80 1.10 12.8

第33図23 第５-３号住居跡 石鏃 黒色頁岩 3.10 (1.90) 0.50 2.2

第33図24 第５-３号住居跡 剥片 チャート 2.70 3.55 0.95 7.6

第33図25 第５-３号住居跡 石皿 安山岩 11.95 7.10 4.50 331.1

第33図26 第５-３号住居跡 石皿 絹雲母片岩 15.20 13.70 3.60 773.7

第33図27 第５-３号住居跡 石皿 安山岩 18.05 24.70 5.80 2995.3

第33図28 第５-３号住居跡 石皿 安山岩 13.65 12.30 5.10 910.4

第33図29 第５-３号住居跡 石皿 安山岩 6.60 8.25 4.05 279.8

第34図30 第５-３号住居跡 石皿 安山岩 14.05 13.05 7.10 1756.6

第34図31 第５-３号住居跡 石皿 安山岩 18.35 12.20 7.15 1263.5

第34図32 第５-３号住居跡 石棒 安山岩 (36.0) 9.70 8.95 3346.2

第34図33 第５-３号住居跡 石棒 安山岩 3.90 6.70 4.40 93.9

第34図34 第５-３号住居跡 石棒 緑泥片岩 15.90 9.30 8.00 1875.0

第44図５ 第１-１号土壙 石匙 チャート 3.45 4.25 0.95 14.5

第47図10 第５-44号土壙 石鏃 安山岩 (1.80) 2.25 0.40 1.5

第47図11 第５-44号土壙 石皿 安山岩 (7.75) (10.35) (4.21) 225.1

第59図125 グリッド 石鏃 チャート 3.05 (2.30) 0.65 2.5

第59図126 Ｌ８・Ｆ３ 石鏃 黒曜石 2.00 1.90 0.30 0.7

第59図127 Ｌ８・Ｇ４ 石鏃 チャート 2.55 1.90 0.40 1.4

第59図128 Ｌ８・Ｆ３ 石鏃 チャート 2.00 1.55 0.40 0.9

第59図129 グリッド 石鏃 チャート (1.90) (1.95) (0.35) 0.9

第59図130 グリッド 石鏃 黒曜石 (1.70) (1.60) 0.40 0.5

第59図131 Ｌ８・Ｆ４ 石鏃 黒曜石 2.80 1.70 0.50 1.3

第59図132 グリッド 石匙 チャート 3.95 4.95 1.15 9.6

第59図133 グリッド 石匙 硬質頁岩 9.70 2.55 0.85 22.9

第59図134 Ｌ８・Ａ９ 剥片 黒曜石 4.50 2.15 1.20 8.4

第59図135 グリッド 剥片 (5.10) 1.75 1.05 5.0

第59図136 Ｌ８・Ａ７ 剥片 黒曜石 3.30 2.65 1.15 7.5

第59図137 Ｋ８・Ｈ10 剥片 頁岩 2.45 2.60 0.50 3.4

第59図138 Ｋ８・Ｈ10 剥片 黒曜石 (2.00) 2.00 0.70 1.3

第59図139 グリッド 剥片 チャート 4.00 1.85 1.40 8.1

第60図140 グリッド 磨製石斧 緑色岩 17.50 6.05 3.50 672.1

第60図141 Ｌ９・Ｄ２ 打製石斧 ホルンフェルス 9.25 4.05 1.90 82.0

第60図142 グリッド 打製石斧 片岩 10.25 (6.50) 1.60 114.6

第60図143 グリッド 打製石斧 緑泥片岩 7.65 4.30 1.40 60.7

第60図144 Ｃ８・Ｆ４ 打製石斧 ホルンフェルス (8.35) 5.20 2.50 130.9

第60図145 グリッド 打製石斧 (9.25) 4.45 2.40 100.5

第60図146 Ｋ８・Ｈ８ 磨石 閃緑岩 4.70 (4.90) (3.40) 85.3

第60図147 Ｌ８・Ｇ３ 石皿 安山岩 (5.10) (4.85) (5.44) 183.3

第60図148 Ｋ８・Ｈ８ 石皿 緑泥片岩 (8.15) (7.80) (0.96) 185.8
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４．近 世
（１）建物群（掘立柱建物跡・柵列跡）

第１・５地点の掘立柱建物跡群は、第１-１・２

号掘立柱建物跡と第１-３～５号掘立柱建物跡と

がＬ字状に配されており、第１-１号柵列跡を挟ん

で、第５-１～５号掘立柱建物跡と直線状に並んだ

状態で検出された。

第１-１～５号掘立柱建物跡の周辺は、比較的

ピットが疎らであるため、ここで想定した５棟は

蓋然性が高いと考えられる。第５-１～９号掘立柱

建物跡が検出された周辺はピットが多く、ここで

想定した掘立柱建物跡以外にも建物が存在した可

能性もある。

第１-12号柵列跡などと共に、重複関係にある

ものの、第１-14（７-１）・17・28号溝跡で区画さ

れた範囲内に存在しており、同一の屋敷地内に存

在する２つの掘立柱建物群といえよう。

第７地点の掘立柱建物跡群は、第７-１～３号掘

立柱建物跡と第７-１号柵列跡は、第７-２・14・

17号溝跡に区画され、第１・５地点の掘立柱建物

跡群とは別な一群を形成している。

第１-１号掘立柱建物跡（第62図）

Ｌ８・Ｃ７、Ｃ８グリッドに位置する。

第１-２号掘立柱建物跡と幾つかのピットと重

複するが、新旧関係については不明である。

母屋の規模は、桁行３間（6.1ⅿ）×梁行１間（4.

2ⅿ）、面積は25.62㎡である。主軸方位はＮ-65°-Ｅ

を指す。柱間は桁行2.0～2.1ⅿ（平均2.03ⅿ）で

ある。

柱穴の規模は32×36㎝～40×58㎝の円形また

は楕円形で、深さは25～40㎝と比較的浅い。Ｐ６

は、柱痕跡（第５層）が確認された。

掘立柱建物跡と柵列の位置から、第１-２号柵列

跡は、第１-１号掘立柱建物跡か第１-３・４号掘

立柱建物跡のいずれか、もしくは複数に帰属する

可能性が考えられる。第１-１号掘立柱

建物跡と第１-２号柵列との距離は2.16ⅿである。

遺物は検出されなかった。

第１-２号掘立柱建物跡（第63・64図）

Ｌ８・Ｃ７、Ｃ８グリッドに位置する。

第１-１・３号掘立柱建物跡と幾つかのピットが

重複するが、新旧関係については不明である。

母屋の規模は、桁行５間（9.9ⅿ）×梁行１間（3.

9ⅿ）、面積は38.61㎡である。主軸方位はＮ-65°-Ｅ

を指す。

柱間は桁行1.8～2.1ⅿ（平均1.98ⅿ）である。

柱穴は、概ね深度が小さいといえる。

柱穴の規模は25×25㎝～35×50㎝の円形また

は楕円形で、深さは８～35㎝と小規模である。Ｐ

５・８では、柱痕跡（第６層）が確認された。

第１号柵列跡は、本遺構の西側梁行に平行し、

長さも同じである。因みに、両者の距離は0.96ⅿ

である。第１-１号柵列跡は、第１-２号掘立柱建

物跡と第１-１号掘立柱建物跡のいずれか、もしく

は両方に帰属する可能性が考えられる。

Ｐ２から、瀬戸・美濃系の擂鉢片（第86図１）

が１点出土した。

第１-３号掘立柱建物跡（第65図）

Ｌ８・Ｃ８グリッドに位置する。

第１-２・４号掘立柱建物跡の幾つかのピットと

重複するが、新旧関係については不明である。

母屋の規模は、桁行３間（6.7ⅿ）×梁行１間（4.

0ⅿ）であり、主軸方位はＮ-69°-Ｅを指す。

柱間は桁行2.2～2.3ⅿ（平均2.25ⅿ）である。

柱穴の規模は38×40㎝～48×50㎝の円形また

は楕円形で、深さは29～50㎝と比較的規模が大き

い部類に属す。Ｐ１・２・４では、柱痕跡（第７

層）が確認された。

第１-２号柵列跡は、第１-３号掘立柱建物跡の

東側梁行に平行（Ｎ-22°-Ｗ）している。このこと

から、第１-２号柵列跡は、第１-３号掘立柱建物

跡か第１-４号掘立柱建物跡のいずれか、もしくは

両方に帰属する可能性が考えられる。第１-３号掘立

柱建物跡と第１-２号柵列との距離は1.5ⅿである。

第１･５･７地点
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第61図 第１地点掘立柱建物跡配置図
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大木戸遺跡 第１地点 ＳＢ１

第62図 第１-１号掘立柱建物跡

第１･５･７地点
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第63図 第１-２号掘立柱建物跡（１）
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Ｐ９（旧Ｐ９）からは、「寛永通宝」（第86図２）

１点が出土している。

第１-４号掘立柱建物跡（第66・67図）

Ｌ８・Ｃ８グリッドに位置する。

第１-３号掘立柱建物跡の幾つかのピットと重

複するが、新旧関係については不明である。

母屋の規模は、桁行４間（7.5ⅿ）×梁行１間（4.

6ⅿ）、面積は34.5㎡である。東西面に廂をもち、

廂までを含めた面積は43.5㎡である。主軸方位は

Ｎ-27°-Ｗを指す。

母屋の桁行は1.8～3.7ⅿ（平均1.93ⅿ）、廂部分

では1.8～2.0ⅿ（平均1.88ⅿ）である。

母屋の柱穴の規模は38×48㎝～58×75㎝の円

形または楕円形で、深さは36～56㎝と比較的規模

が大きい部類に属す。

廂部分の柱穴の規模は14×16㎝～32×35㎝の

円形または楕円形で、深さは８～50㎝と母屋の柱

穴より小規模である。

Ｐ７の第２層、Ｐ15の第４層、およびＰ16・18

の第２層は柱痕跡の可能性がある。

第１-２号柵列跡は、第１-４号掘立柱建物跡の

東側桁行に平行（Ｎ-26°-Ｗ）し、さらに梁行規模

に合致している。第１-４号掘立柱建物跡と第１

-２号柵列との距離は1.2ⅿである。

第１-２号柵列跡は、第１-４号掘立柱建物跡か

第１-３号掘立柱建物跡のいずれか、もしくは両方

に帰属する可能性が考えられる。

Ｐ６・Ｐ２から、瀬戸・美濃の陶器皿とかわら

け（第86図３・４）が各１点ずつ出土した。

第１-５号掘立柱建物跡（第68図）

Ｌ８・Ｃ９、Ｄ８、Ｄ９グリッドに位置する。

他遺構との重複関係は認められなかった。

母屋の規模は、桁行３間（4.7ⅿ）×梁行２間（2.

9ⅿ）、面積は13.63㎡の総柱建物跡である。主軸方

位はＮ-67°-Ｅを測る。柱間は桁行1.5～1.7ⅿ（平

均1.57ⅿ）、梁行1.4～1.5ⅿ（平均1.45ⅿ）である。

桁行Ｐ１・３・５・７とＰ２・４・６・８とＰ９

～13では、柱穴の規模が異なっている。

前二者の柱穴規模は、41×45㎝～45×54㎝の

円形または楕円形で、深さ35～65㎝、後者では

20×23㎝～32×38㎝の円形または楕円形で、深さ

10～31㎝と小規模である。床支えのための柱穴と

推定される。

Ｐ１・２・４・６・８の第１層は柱痕跡と考え

られる。Ｐ９～12でも第１層が確認されているが、

これらの柱穴については打ち込まれた柱の痕跡と

考えたい。

第１-２号柵列跡は、第１-５号掘立柱建物跡の

東側梁行に平行（Ｎ-26°-Ｗ）している。この点か

ら、第１-３・１-４号掘立柱建物跡のいずれか、

もしくは両方に帰属する可能性が考えられる。

遺物は出土しなかった。

第64図 第１-２号掘立柱建物跡（２）

第１･５･７地点
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第65図 第１-３号掘立柱建物跡
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第66図 第１-４号掘立柱建物跡（１）

第１･５･７地点
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第１-１号柵列跡（第87図）

Ｌ８・Ｃ7、Ｄ7グリッドに位置する。

他遺構との重複関係は認められなかった。

第１-１・２号掘立柱建物跡の、西側の梁に沿う

形で平行関係をもつ、３間分の柵列跡である。各

建物跡との距離は、第１-１号掘立柱建物跡と2.

16ⅿ、第１-２号掘立柱建物跡と0.96ⅿ程である。

位置関係から推して、両遺構に帰属していたと考

えられる。総延長4.3ⅿ、柱の通りは比較的良好で

ある。柱穴の規模は25×26㎝～32×35㎝の円形

または楕円形で、深さは10～25㎝と規模は小さ

い。方位はＮ-24°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第１-２号柵列跡（第87図）

Ｌ８・Ｃ８、Ｃ９グリッドに位置する。

他遺構との重複関係は認められなかった。

第１-２号柵列跡は、第１-３号掘立柱建物跡の

東側の梁と、第１-17号溝跡に挟まれ平行している。

第１-２号柵列跡と第１-３号掘立柱建物跡の北

側を、軸方位が同じ第１-14号溝跡が巡っている。

第１-３号掘立柱建物跡と第１-17号溝跡との

距離は1.9ⅿで、間に第１-２号柵列跡が設けられ

ており、屋敷地の一画を形成していたと考えられる。

第１-２号柵列跡の総延長は4.0ⅿである。柱間

が小さいことや、重複しているピットが存在する

が、ピットが直列に並んではいない部分もあり、

造り替えの可能性が考えられる。

第67図 第１-４号掘立柱建物跡（２）
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柱穴の規模は20×20㎝～25×33㎝の円形また

は楕円形で、深さは10～35㎝である。方位はＮ

-25°-Ｗを指す。

第１-２号柵列跡は、第１-３・５号掘立柱建物

跡の梁行及び第１-４号掘立柱建物跡桁行方位に

平行し、第１-３号掘立柱建物跡の東側梁行の規模

に近似している。これらの点から、第１-２号柵列

跡は第１-３・４号掘立柱建物跡に帰属する可能性

が考えられる。第１-２号柵列跡と各遺構との距離

は、第１-３号掘立柱建物跡と1.5ⅿ、第１-４号掘

立柱建物跡と1.2ⅿ、第１-５号掘立柱建物跡と5.

5ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第68図 第１-５号掘立柱建物跡

第１･５･７地点
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第69図 第５地点掘立柱建物跡配置図
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第70図 第５-１号掘立柱建物跡（１）

第１･５･７地点
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第５-１号掘立柱建物跡（第70・71図）

Ｌ８・Ｄ５グリッドに位置する。

第５-２・３・６号掘立柱建物跡と重複するが、

新旧関係は不明である。

母屋の規模は、桁行４間（7.7ⅿ）×梁行２間（4.

5ⅿ）、面積は34.65㎡の総柱建物である。主軸方位

はＮ-71°-Ｅを指す。柱間は桁行1.7～2.1ⅿ（平均

1.93ⅿ）、梁行2.1～2.5ⅿ（平均2.25ⅿ）である。

桁行Ｐ１・３・５・７・９とＰ２・４・６・８・

10とＰ11～15では、柱穴の規模が異なっている。

前二者の柱穴規模は35×50㎝～58×80㎝の円

形または楕円形で、深さ58～80㎝、後者では30×

35㎝～38×48㎝の円形または楕円形で、深さ

25～40㎝と共に幅がある

遺物は、Ｐ５から鎌の先端部と思われる鉄製品

（第86図５）が出土した。

第５-２号掘立柱建物跡（第72・73図）

Ｌ８・Ｄ５、Ｄ６グリッドに位置する。

第５-１・３・６号掘立柱建物跡と重複するが、

新旧関係については不明である。

第５-２号掘立柱建物跡は、複数回の建て替えが

行われたと考えられる。

１：Ｐ１～12で１棟、Ｐ11～22で１棟。この場

合、Ｐ11・12は建て替えの際に柱穴は移動しな

かったことになる。

２：Ｐ１～10で１棟、Ｐ11～Ｐ22で１棟。この

場合、建て替え時において１間分拡張もしくは縮

小したことになる。

建て替えは、以下の４回の可能性がある。

ａ：Ｐ１～10からなる１×４間の掘立柱建物

ｂ：Ｐ１～12からなる１×５間の掘立柱建物

ｃ：Ｐ13～22からなる１×４間の掘立柱建物

第71図 第５-１号掘立柱建物跡（２）
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第72図 第５-２号掘立柱建物跡（１）

第１･５･７地点
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ｄ：Ｐ11～22からなる１×５間の掘立柱建物

１間は平均1.97ⅿである。柱穴の規模は28×38

㎝～55×80㎝の円形または楕円形で、深さは

25～57㎝である。

ａは母屋の規模は、桁行４間（7.6ⅿ）×梁行１

間（4.6ⅿ）、面積は34.96㎡である。主軸方位はＮ

-73°-Ｅを指す。柱間は桁行1.8～2.0ⅿ（平均1.9

ⅿ）である。

柱穴の規模は35×40㎝～75×85㎝の円形また

は楕円形で、深さは25～56㎝である。

ｂは母屋の規模は、桁行５間（9.4ⅿ）×梁行１

間（4.6ⅿ）、面積は46.0㎡である。主軸方位はＮ

-73°-Ｅを指す。柱間は桁行1.8～2.1ⅿ（平均1.87

ⅿ）である。柱穴の規模は35×40㎝～70×82㎝の

円形または楕円形で、深さは25～56㎝である。

ｃは母屋の規模は、桁行４間（7.7ⅿ）×梁行１

間（4.6ⅿ）、面積は36.34㎡である。主軸方位はＮ

-73°-Ｅを指す。柱間は桁行1.8～2.2ⅿ（平均1.95

ⅿ）である。柱穴の規模は28×38㎝～55×80㎝の

円形または楕円形で、深さは25～57㎝である。

ｄは母屋の規模は、桁行５間（9.8ⅿ）×梁行１

間（4.6ⅿ）、面積は46.0㎡である。主軸方位はＮ

-73°-Ｅを指す。柱間は桁行1.8～2.2ⅿ（平均1.87

ⅿ）である。柱穴の規模は25×30㎝～43×45㎝の

円形または楕円形で、深さは28～48㎝である。

第73図 第５-２号掘立柱建物跡（２）
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第74図 第５-３号掘立柱建物跡

第１･５･７地点
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ａとｂの場合の柱穴は、ｃとｄの場合の柱穴よ

りやや規模が大きいといえる。

遺物は、Ｐ２からは肥前系の磁器碗、Ｐ13から

は肥前系磁器皿と砥石、Ｐ19からはかわらけと、

刀子片と思われる鉄製品が出土している（第86図

６～８）。

第５-３号掘立柱建物跡（第74・86図）

Ｌ３・Ｄ４グリッドに位置する。

第５-１・２・６号掘立柱建物跡のほか、多数の

ピットと重複するが、新旧関係については不明で

ある。

母屋の規模は、桁行３間（6.3ⅿ）×梁行１間（4.

0ⅿ）、面積は25.2㎡である。主軸方位はＮ-76°-Ｅ

を指す。柱間は桁行2.0～2.2ⅿ（平均2.1ⅿ）であ

る。

柱穴の規模は25×30㎝～45×56㎝の円形また

第75図 第５-４号掘立柱建物跡
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は楕円形で、深さは35～75㎝というように、平面

規模・深度ともに幅がある。

第５-４号掘立柱建物跡（第75図）

Ｌ８・Ｃ６、Ｄ６グリッドに位置する。

建物の範囲内に多数のピットが検出されている

が、他の掘立柱建物跡との重複関係は認められな

かった。

母屋の規模は、桁行３間（4.9ⅿ）×梁行１間（3.

4ⅿ）、面積は16.7㎡である。主軸方位はＮ-17°-Ｗ

を指す。柱間は桁行1.4～1.9ⅿ（平均1.63ⅿ）で

ある。

柱穴の規模は29×35㎝～60×65㎝の円形また

は楕円形で、深さは26～73㎝というように、平面

規模・深度ともに幅がある。

遺物は出土しなかった。

第５-５号掘立柱建物跡（第76図）

Ｌ８・Ｃ６、Ｄ６グリッドに位置する。

建物の範囲内に多数のピットが検出されている

が、他の掘立柱建物跡との重複関係は認められな

かった。

母屋の規模は、桁行２間（3.5ⅿ）×梁行２間（3.

2ⅿ）、面積は11.2㎡である。主軸方位はＮ-71°-Ｅ

を指す。柱間は桁行1.7～1.8ⅿ（平均1.75ⅿ）、梁

行1.6ⅿである。なお、Ｐ２とＰ６の間に柱穴は確

認されなかった。

柱穴の規模は28×30㎝～43×45㎝の円形また

は楕円形で、深さは24～50㎝である。

遺物は出土しなかった。

第５-６号掘立柱建物跡（第77図）

Ｌ８・Ｄ５グリッドに位置する。

第５-１～３号掘立柱建物跡および多数のピッ

トと重複するが、いずれも新旧関係は不明である。

第76図 第５-５号掘立柱建物跡

第１･５･７地点
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母屋の規模は、桁行１間（4.0ⅿ）×梁行２間（3.

9ⅿ）、面積は15.6㎡である。主軸方位はＮ-26°-Ｗ

を指す。柱間は、桁行1.9～2.1ⅿ（平均2.0ⅿ）で

ある。

柱穴の規模は32×35㎝～55×60㎝の円形また

は楕円形で、深さは42～65㎝である。

重複関係にある第１～３号掘立柱建物跡とは、

建物の形態を異にしている。

遺物は出土しなかった。

第５-７号掘立柱建物跡（第78図）

Ｌ８・Ｅ６、Ｅ７、Ｆ７グリッドに位置する。

第５-８・９号掘立柱建物跡および、多数のピッ

トと重複関係にあるが、新旧関係は不明である。

母屋の規模は、桁行４間（5.2ⅿ）×梁行２間（3.

1ⅿ）、面積は16.12㎡である。主軸方位はＮ-24°-Ｗ

を指す。柱間は桁行0.9～1.8ⅿ（平均1.3ⅿ）、梁

行1.2～1.9ⅿ（平均1.55ⅿ）である。

なお、Ｐ３とＰ５間、Ｐ５とＰ７間、Ｐ４とＰ

６間、Ｐ６とＰ８間はいずれも0.9ⅿとなってい

る。

第77図 第５-６号掘立柱建物跡
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第78図 第５-７号掘立柱建物跡

第１･５･７地点
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柱穴の規模は20×25㎝～35×53㎝の円形また

は楕円形で、深さは26～55㎝である。

梁行２間で、桁行の２間目・３間目の柱間が短

いことを除けば、第５-８号掘立柱建物跡と規模・

主軸方位が極めて類似しており、柱穴も位置的に

重複しているため新旧関係は不明であるが、建て

替えの結果であると推定される。

遺物は出土しなかった。

第５-８号掘立柱建物跡（第79図）

Ｌ８・Ｅ６、Ｅ７、Ｆ７グリッドに位置する。

第５-７・９号掘立柱建物跡および、多数のピッ

トと重複関係にあるが、新旧関係は不明である。

第79図 第５-８号掘立柱建物跡
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母屋の規模は、桁行３間（5.2ⅿ）×梁行１間（2.

9ⅿ）、面積は15.37㎡である。主軸方位はＮ-25°-Ｗ

を指す。柱間は桁行1.7～1.8ⅿ（平均1.77ⅿ）で

ある。

柱穴の規模は25×32㎝～48×60㎝の円形また

は楕円形で、深さは38～66㎝である。

上記のように、第５-７号掘立柱建物跡の建て替

えと考えられる。

遺物は出土しなかった。

第５-９号掘立柱建物跡（第80図）

Ｌ８・Ｅ６、Ｅ７、Ｆ７グリッドに位置する。

第５-７・８号掘立柱建物跡および多数のピット

と重複するが、いずれも新旧関係は不明である。

母屋の規模は、桁行３間（4.8ⅿ）×梁行１間（2.

2ⅿ）、面積は10.56㎡である。主軸方位はＮ-21°-Ｗ

を指す。柱間は、桁行1.5～1.8ⅿ（平均1.6ⅿ）で

第80図 第５-９号掘立柱建物跡

第１･５･７地点
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第81図 第７地点掘立柱建物跡配置図
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第82図 第７-１号掘立柱建物跡（１）

第１･５･７地点
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ある。

柱穴の規模は28×30㎝～35×42㎝の円形また

は楕円形で、深さは35～55㎝である。

第５-７・８号掘立柱建物跡とは規模・主軸方位

を異にしている。

遺物は出土しなかった。

第７-１号掘立柱建物跡（第82・83図）

Ｋ８・Ｊ７、Ｊ８グリッドに位置する。

第７-１号掘立柱建物跡の周辺に、ピットが１基

検出された。第７-１号掘立柱建物跡に伴う可能性

のあるピットを図示した。

母屋の規模は、桁行４間（7.3ⅿ）×梁行２間（4.

0ⅿ）、面積は29.2㎡である。主軸方位はＮ-75°-Ｅ

を指す。柱間は、桁行1.7～1.9ⅿ（平均1.83ⅿ）、

梁行1.9～2.1ⅿ（平均2.0ⅿ）である。

柱穴の規模は34×38㎝～40×45㎝の、円形ま

たは楕円形で、深さは24～58㎝であり、柱穴の規

模は比較的小さいといえる。

第７-１号柵列跡は、伴うものと考えられる。

遺物は出土しなかった。

第７-２号掘立柱建物跡（第84図）

Ｌ８・Ａ７グリッドに位置する。

幾つかのピットと重複しているが、新旧関係は

不明である。

母屋の規模は、桁行３間（3.7ⅿ）×梁行２間（3.

2ⅿ）、面積は18.24㎡である。主軸方位はＮ-75°-Ｅ

を指す。柱間は、桁行1.6～2.1ⅿ（平均1.9ⅿ）、

梁行1.14～1.8ⅿ（平均1.6ⅿ）である。

柱穴の規模は33×40㎝～61×65㎝の円形また

は楕円形で、深さは15～65㎝であり、柱穴の規模

は比較的小さいといえる。

遺物は出土しなかった。

第７-３号掘立柱建物跡（第85図）

Ｋ８・Ｌ８、Ａ８グリッドに位置する。

第７-３号掘立柱建物跡の周辺からピットと、炉

跡１基が存在している。調査時の所見により、炉

跡は第７-３号掘立柱建物跡に伴うと考えられる。

ピットとの新旧関係は不明であるが、Ｐ５～７に

ついては建て替えの可能性があるため図化し

た。

Ｐ１～４で想定した母屋（Ａ）の規模は、桁行

１間（5.4ⅿ）×梁行１間（3.4ⅿ）、面積は18.36㎡

である。主軸方位はＮ-68°-Ｅを指す。

柱穴の規模は45×45㎝～48×60㎝で、深さは

30～45㎝である。Ｐ１・３は楕円形、Ｐ４・６は

やや隅丸方形に近い。

遺物は出土しなかった。

Ｐ３・５～７で想定した母屋（Ｂ）の規模は、

桁行１間（5.7ⅿ）×梁行１間（3.7ⅿ）、面積は21.

09㎡である。主軸方位はＮ-72°-Ｅを指す。

柱穴の規模は29×32㎝～45×55㎝で、深さは

30～45㎝で、円形または楕円形である。

遺物は出土しなかった。

炉跡は、平面形は円形に近く、長径1.02、短径

第83図 第７-１号掘立柱建物跡（２）
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第84図 第７-２号掘立柱建物跡

第１･５･７地点
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第85図 第７-３号掘立柱建物跡
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1.1ⅿで、深さは0.15ⅿである。覆土は、焼土粒子

や炭化物粒子を少量含むが、底面はそれほど被熱

を受けていないようであった。

この炉が、どちらかの建物に帰属するのか、ま

たは建替え後も同じ位置で用いられたのかは不明

である。

遺物は出土しなかった。

第86図 掘立柱建物跡出土遺物

第５表 掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 遺 構 種 別 器 種 産 地
残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

胎 土 焼成 釉薬装飾 成型技法
器種･器形の
特 徴

文 様 備 考

１ SB１-２ 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 5 〔3.2〕乳白 砂粒 普通 錆釉
卸目５本迄確認 細く浅い 輪
積 18Ｃ代

２ SB１-３ 古銭 寛永通寶

３ SB１-４ 陶器 碗 瀬戸・美濃 5 (13.6) 〔2.3〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 18Ｃ

４ SB５-１ 土器 かわらけ 5 (11.0) 〔1.8〕
橙緻密
微砂粒

普通

５ SB５-２ 鉄製品 鎌か Ａ8.1㎝ Ｂ2.7㎝ Ｃ0.5㎝ Ｄ0.3㎝ 重さ28.4ℊ

６ SB５-２ 磁器 碗 肥前 5 (11.7) 〔2.7〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 外面草花文 口縁内外面 一重圏線 18Ｃ代

７ SB１-２ 磁器 皿か 肥前 10 (6.6)〔1.1〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 削り出し高台 18Ｃ前～中

８ SB５-２ 石製品 砥石 長さ8.01㎝ 幅2.52㎝ 厚さ2.57㎝ 重さ56.4ℊ 凝灰岩

９ SB５-３ 土器 かわらけ 30 (6.0)〔1.3〕 にぶい橙 普通 轆轤

10 SB５-３ 鉄製品 刀子か Ａ5.5㎝ 重さ3.7ℊ 銹化著しい

第１･５･７地点
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第７-１号柵列跡（第85図）

Ｋ８・Ｊ８グリッドに位置する。

他遺構との重複関係は認められなかった。

第７-１号掘立柱建物跡の、東側の梁に沿う形で

平行関係をもつ、４間分の柵列跡である。各建物

跡との距離は、第７-１号掘立柱建物跡までは２ⅿ

程である。本柵列跡に直行して、北側には第17号

溝跡が巡っていることから、第７-１号掘立柱建物

跡（および第７-２・３号掘立柱建物跡）、第７-１

号柵列跡・第17号溝跡は、新旧関係はあるかも知

れないが、セット関係にあったと想定される。総

延長4.7ⅿ、柱の通りは比較的良好である。柱穴の

規模は20×25㎝～55×60㎝の円形または楕円形

で、深さは15～52㎝と規模は小さいながらも幅が

ある。方位はＮ-13°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第87図 柵列
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（２）土壙

第１-６号土壙（第88図）

Ｌ８・Ｄ８グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。長径は1.02ⅿ、深さは0.24ⅿである。

遺物は出土していない。

第１-９号土壙（第88図、第96図１）

Ｌ８・Ｃ８、Ｃ９グリッドに位置する。平面形

は楕円形を呈し、南側が深くなっている。長径は

2.15ⅿ、短径は0.93ⅿ、深さは0.30ⅿである。長

軸方位はＮ-24°-Ｗを指す。

遺物は、瀬戸・美濃系の碗が出土した。

第１-21号土壙（第88図）

Ｌ８・Ｄ９、Ｅ９グリッドに位置する。東側は

第１-22号土壙と接している。平面形は円形を呈

し、周縁が深くなっている。径は1.56ⅿ、深さは

0.31ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第１-22号土壙（第88図、第96図２）

Ｌ８・Ｄ９グリッドに位置する。西側は第１-21

号土壙と接している。平面形は円形を呈する。径

は1.10ⅿ、深さは0.12ⅿである。

遺物は、かわらけ底部破片が少量出土した。

第１-28号土壙（第88図、第96図３～10）

Ｌ８・Ｃ９グリッドに位置する。第１-４号掘

立柱建物跡の東側約６ⅿ位置し、関連が想定される。

平面形は楕円形を呈する。長径は1.93ⅿ、短径

は1.60ⅿ、深さは0.60ⅿである。長軸方位はＮ

-67°-Ｅを指す。

遺物は、３～５は肥前系の碗、鉢、９は瀬戸・

美濃系の菊皿、６はかわらけ、７・８は焙烙の破

片が出土した。

第１-24号土壙（第88図）

Ｌ８・Ｃ９グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は0.91ⅿ、深さは0.17ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第１-25号土壙（第88図）

Ｌ８・Ｂ９、Ｃ９グリッドに位置する。平面形

は楕円形を呈する。長径は1.36ⅿ、短径は1.03ⅿ、

深さは0.19ⅿである。長軸方位はＮ-21°-Ｗを指

す。

遺物は出土しなかった。

第１-26号土壙（第88図）

Ｌ８・Ｃ９グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は0.77ⅿ、短径は0.61ⅿ、深さ

は0.15ⅿである。長軸方位はＮ-65°-Ｅを指す。

遺物は焙烙の破片が出土した。

第１-29号土壙（第88図）

Ｌ９・Ｅ１グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.13ⅿ、短軸は0.52ⅿ、深さ

は0.19ⅿである。長軸方位はＮ-17°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第１-37号土壙（第89図）

Ｌ８・Ｂ10グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は0.8ⅿ、短径は0.7ⅿ、深さは

0.1ⅿである。長軸方位はＮ-69°-Ｗを指す。

遺物は瀬戸美濃の碗の破片が出土した。

第１-38号土壙（第89図、第96図13・14）

Ｌ８・Ｂ10グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は1.07ⅿ、深さは0.34ⅿである。

遺物は、13の瀬戸・美濃系の擂鉢と14の砥石が

出土した。

第１-39号土壙（第89図）

Ｌ９・Ｂ１グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し、東側がピット状に深くなっている。長

径は0.73ⅿ、短径は0.52ⅿ、深さは0.41ⅿである。

長軸方位はＮ-２°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第１-43号土壙（第89図）

Ｌ９・Ｉ４グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は1.09ⅿ、深さは0.55ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第１-56号土壙（第89図）

Ｌ９・Ｉ４、Ｊ４グリッドに位置する。平面形

は円形を呈し、底面は平らである。長径は1.77ⅿ、

第１･５･７地点
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短径は1.68ⅿ、深さは0.76ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第１-61号土壙（第89図）

Ｌ８・Ｄ７グリッドに位置する。平面形は不整

形を呈する。長軸は2.27ⅿ、短軸は0.75ⅿ、深さ

は0.19ⅿである。長軸方位はＮ-18°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第１-62号土壙（第89図）

Ｌ８・Ｃ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.03ⅿ、短径は0.76ⅿ、深さ

は0.29ⅿである。長軸方位はＮ-84°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-１号土壙（第89図）

Ｌ８・Ｄ５グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.60ⅿ、短軸は0.52ⅿ、深さ

は0.08ⅿである。長軸方位はＮ-23°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-２号土壙（第89図）

Ｌ８・Ｄ４、Ｅ４グリッドに位置する。平面形

は長方形を呈する。長軸は2.22ⅿ、短軸は0.74ⅿ、

深さは0.22ⅿである。長軸方位はＮ-65°-Ｅを指

す。

遺物は出土しなかった。

第５-３号土壙（第89図）

Ｌ８・Ｄ４、Ｅ４、Ｌ８・Ｄ５、Ｅ５グリッド

に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は1.

50ⅿ、短径は0.60ⅿ、深さは0.18ⅿである。長軸

方位はＮ-70°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-４号土壙（第89図、第96図13）

Ｌ８・Ｅ４グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.30ⅿ、短軸は0.72ⅿ、深さ

は0.08ⅿである。長軸方位はＮ-30°-Ｗを指す。

遺物は、寛永通宝が出土しなかった。

第５-６号土壙（第89図）

Ｌ８・Ｅ５グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.03ⅿ、短軸は0.56ⅿ、深さ

は0.12ⅿである。長軸方位はＮ-21°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-７号土壙（第90図）

Ｌ８・Ｅ５グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.84ⅿ、短軸は0.59ⅿ、深さ

は0.08ⅿである。長軸方位はＮ-27°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-８号土壙（第90図）

Ｌ８・Ｅ５グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.38ⅿ、短軸は0.55ⅿ、深さ

は0.19ⅿである。長軸方位はＮ-72°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-９号土壙（第90図）

Ｌ８・Ｅ５グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.66ⅿ、短軸は0.60ⅿ、深さ

は0.12ⅿである。長軸方位はＮ-26°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-10号土壙（第90図）

Ｌ８・Ｅ５グリッドに位置する。第５-11号土壙

と北東側は重複している。平面形は長方形を呈す

る。長軸は1.37ⅿ、短軸は現況で0.41ⅿ、深さは

0.07ⅿである。長軸方位はＮ-30°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-11号土壙（第90図）

Ｌ８・Ｅ５グリッドに位置する。南西側は第５

-10号土壙と重複している。平面形は長方形を呈す

る。長軸は1.60ⅿ、短軸は0.72ⅿ、深さは0.16ⅿ

である。長軸方位はＮ-30°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-12号土壙（第90図）

Ｌ８・Ｄ５、Ｅ５グリッドに位置する。第５

-12～15号土壙の４基がまとまって検出された。

東側を第５-13号土壙に切られている。平面形は

長方形を呈する。長軸は4.04ⅿ、短軸は現況で0.

47ⅿ、深さは0.12ⅿである。長軸方位はＮ-19°-Ｗ

を指す。

遺物は出土しなかった。
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第88図 土壙（１）
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第89図 土壙（２）
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第90図 土壙（３）
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第91図 土壙（４）
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第92図 土壙（５）
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第93図 土壙（６）
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第５-13号土壙（第90図）

Ｌ８・Ｄ５、Ｅ５グリッドに位置する。東側を

第５-14号土壙に切られている。平面形は長方形

を呈する。長軸は3.98ⅿ、短軸は現況で0.32ⅿ、

深さは0.16ⅿである。長軸方位はＮ-19°-Ｗを指

し。

遺物は出土しなかった。

第５-14号土壙（第90図）

Ｌ８・Ｄ５、Ｅ５グリッドに位置する。西側で

第５-13号土壙を切っている。平面形は長方形を

呈する。長軸は3.35ⅿ、短軸は現況で0.48ⅿ、深

さは0.23ⅿである。第５-12～14土壙の新旧は土

層断面から12→13→14の順で新しくなる。長軸方

位はＮ-19°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-15号土壙（第90図、第96図14・15）

Ｌ８・Ｄ５、Ｅ５グリッドに位置する。西側は

第５-14号土壙と隣接する。平面形は長方形を呈

する。長軸は4.16ⅿ、短軸は0.51ⅿ、深さは0.27

ⅿである。長軸方位はＮ-19°-Ｗを指す。

遺物は、14の砥石と15の鉄製品が出土した。

第５-16号土壙（第90図）

Ｌ８・Ｅ５、Ｅ６グリッドに位置する。南側を

第５-17号土壙によって切られているが、掘込み

が深いため、遺構の規模は把握できる。平面形は

長方形を呈する。長軸は2.03ⅿ、短軸は0.68ⅿ、

深さは0.28ⅿである。長軸方位はＮ-67°-Ｅを指

す。

遺物は出土しなかった。

第５-17号土壙（第90図）

Ｌ８・Ｅ５、Ｅ６グリッドに位置する。北側を

第94図 土壙（７）
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第５-16号土壙と重複する。平面形は長方形を呈

する。長軸は1.45ⅿ、短軸は断面図から計測する

と0.57ⅿ、深さは0.11ⅿである。長軸方位はＮ

-67°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-18号土壙（第91図）

Ｌ８・Ｅ５、Ｅ６グリッドに位置する。平面形

は長方形を呈する。長軸は2.37ⅿ、短軸は0.45ⅿ、

深さは0.18ⅿである。長軸方位はＮ-70°-Ｅを指

す。

遺物は出土しなかった。

第５-19号土壙（第91図）

Ｌ８・Ｄ６、Ｅ６グリッドに位置する。南側を

第５-20・21号土壙と重複している。平面形は長方

形を呈する。長軸は現況で2.63ⅿ、短軸は0.56ⅿ、

深さは0.04ⅿである。長軸方位はＮ-12°-Ｗを指

す。

遺物は出土しなかった。

第５-20号土壙（第91図）

Ｌ８・Ｅ６グリッドに位置する。第５-19・21・

45号土壙と重複している。平面形は長方形を呈す

る。長軸は2.04ⅿ、短軸は0.81ⅿ、深さは0.27ⅿ

である。長軸方位はＮ-68°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-21号土壙（第91図、第96図16）

Ｌ８・Ｅ６グリッドに位置する。第５-19・20・

45号土壙と重複している。平面形は長方形を呈す

る。長軸は現況で1.74ⅿ、短軸は0.50ⅿ、深さは

0.09ⅿである。長軸方位はＮ-68°-Ｅを指す。

遺物は、肥前系の碗が出土した。

第５-45号土壙（第91図）

Ｌ８・Ｅ６グリッドに位置する。第５-19・20・

21号土壙と重複している。平面形は長方形を呈す

る。長軸は2.05ⅿ、短軸は現況で0.22ⅿ、深さは

0.15ⅿである。長軸方位はＮ-68°-Ｅを指す。第

19～21・45号土壙の新旧は土層断面から第20→45

→19号土壙の順で新しくなる。また、第５-21号土

壙との新旧関係は不明である。

遺物は出土しなかった。

第５-22号土壙（第91図）

Ｌ８・Ｄ６グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は1.43ⅿ、深さは0.43ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第５-23号土壙（第91図）

Ｌ８・Ｄ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.10ⅿ、短径は0.45ⅿ、深さ

は0.10ⅿである。長軸方位はＮ-60°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-24号土壙（第91図）

Ｌ８・Ｅ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.14ⅿ、短径は0.37ⅿ、深さ

は0.04ⅿである。長軸方位はＮ-16°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-25号土壙（第91図）

Ｌ８・Ｅ６グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.50ⅿ、短軸は0.56ⅿ、深さ

は0.16ⅿである。長軸方位はＮ-19°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-26号土壙（第91図、第96図17・18）

Ｌ８・Ｅ６グリッドに位置する。平面形は円形

を呈し、底面は平坦である。径は1.13ⅿ、深さは

0.45ⅿである。

遺物は、17と18のかわらけが出土した。

第５-27号土壙（第91図）

Ｌ８・Ｅ６、Ｅ７グリッドに位置する。平面形

は円形を呈する。径は1.17ⅿ、深さは0.13ⅿであ

る。

遺物は出土しなかった。

第５-28号土壙（第92図、第97図19）

Ｌ８・Ｅ６、Ｆ６グリッドに位置する。平面形

は楕円形を呈する。長径は2.40ⅿ、短径は1.98ⅿ、

深さは0.58ⅿである。長軸方位はＮ-12°-Ｗを指

す。

遺物は、瀬戸・美濃系の擂鉢破片が出土した。

―114―



第５-29号土壙（第92図）

Ｌ８・Ｅ７グリッドに位置する。平面形は円形を

呈する。長径は0.88ⅿ、深さは0.21ⅿである。遺

物は出土しなかった。

第５-30号土壙（第92図、第97図20）

Ｌ８・Ｅ７グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。長径は0.82ⅿ、深さは0.20ⅿである。

遺物は、瀬戸・美濃系の皿が出土した。

第５-31号土壙（第92図）

Ｌ８・Ｅ７グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は1.40ⅿ、深さは0.22ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第５-32号土壙（第92図）

Ｌ８・Ｆ６グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.50ⅿ、短軸は0.62ⅿ、深さ

は0.13ⅿである。長軸方位はＮ-20°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-35号土壙（第92図）

Ｌ８・Ｅ４グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.23ⅿ、短径は0.50ⅿ、深さ

は0.03ⅿである。長軸方位はＮ-20°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-38号土壙（第92図）

Ｌ８・Ｈ８グリッドに位置する。西側を第５

-39号土壙に切られている。平面形は隅丸方形を呈

する。長軸は1.93ⅿ、短軸は0.69ⅿ、深さは0.38

ⅿである。長軸方位はＮ-24°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-39号土壙（第92図）

Ｌ８・Ｈ７、Ｈ８グリッドに位置する。東側を

第５-38号土壙と重複する。平面形は隅丸方形を

呈する。長軸は2.28ⅿ、短軸は1.34ⅿ、深さは0.

10ⅿである。長軸方位はＮ-70°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第５-40号土壙（第92図）

Ｌ８・Ｈ６、Ｉ６グリッドに位置する。南側を

第５-６号溝によって削平されている。平面形は隅

丸方形を呈する。長軸は現況で2.65ⅿ、短軸は2.

13ⅿ、深さは0.15ⅿである。長軸方位はＮ-27°-Ｗ

を指す。

遺物は出土しなかった。

第５-43号土壙（第92図）

Ｌ８・Ｄ２、Ｅ２グリッドに位置する。平面形

は不整円形を呈する。縄文時代の第５-42号土壙

を切っている。径は約0.80ⅿ、深さは0.31ⅿであ

る。

遺物は出土しなかった。

第５-41号土壙（第93図）

Ｌ８・Ｇ５グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.48ⅿ、短軸は0.59ⅿ、深さ

は0.20ⅿである。長軸方位はＮ-18°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第７-１号土壙（第93図）

Ｋ８・Ｉ６グリッドに位置する。西側は調査区

外となる。平面形は楕円形を呈すると思われる。

長径は0.70ⅿ、深さは0.47ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第７-２号土壙（第93図）

Ｋ８・Ｉ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形呈し、中央が深くなっている。長径は0.80ⅿ、

短径は0.64ⅿ、深さは0.37ⅿである。長軸方位は

Ｎ-66°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第７-３号土壙（第93図）

Ｋ８・Ｉ７グリッドに位置する。平面形は円形

を呈し、東側が一部深くなっている。径は0.81ⅿ、

深さは0.21ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第７-５号土壙（第93図）

Ｌ８・Ａ８グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.98ⅿ、短軸は0.54ⅿ、深さ

は0.49ⅿである。長軸方位はＮ-70°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第１･５･７地点
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第７-６号土壙（第93図）

Ｌ８・Ａ８、Ｂ８グリッドに位置する。平面形

は隅丸長方形を呈する。長軸は1.52ⅿ、短軸は0.

69ⅿ、深さは0.38ⅿである。長軸方位はＮ-66°-Ｅ

を指す。

遺物は瀬戸美濃の碗破片が出土した。

第７-７号土壙（第93図）

Ｌ８・Ａ８グリッドに位置する。平面形は不整

円形を呈し、中央が１段深くなっている。長径は

1.62ⅿ、短径は1.42ⅿ、深さは0.43ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第７-８号土壙（第93図）

Ｋ９・Ｉ２グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.85ⅿ、短軸は0.60ⅿ、深さ

は0.24ⅿである。長軸方位はＮ-80°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第７-11号土壙（第93図）

Ｋ９・Ｉ２グリッドに位置する。東側は調査区

外となる。平面形は楕円形を呈すると思われる。

長径は現況で1.28ⅿ、短径は1.53ⅿ、深さは0.31

ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第７-９号土壙（第94図）

Ｋ９・Ｉ２グリッドに位置する。南側を第７-８

号溝跡によって壊されている。平面形は楕円形を

呈すると思われる。深さは0.09ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第７-10号土壙（第94図）

Ｋ９・Ｉ２グリッドに位置する。北側を第７-８

号溝跡によって壊されている。平面形は方形を呈

すると思われる。長軸は2.60ⅿ、短軸は現況で0.

94ⅿ、深さは0.14ⅿである。長軸方位はＮ-82°-Ｅ

を指す。

遺物は出土しなかった。

第７-12号土壙（第94図）

Ｋ９・Ｉ２グリッドに位置する。平面形は不整

円形を呈する。径は1.21ⅿ、深さは0.12ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第７-13号土壙（第94図）

Ｋ８・Ｊ10グリッド、第７-８号溝跡内に位置す

る。平面形は楕円形を呈する。長径は0.86ⅿ、短

径は0.57ⅿ、深さは0.13ⅿである。長軸方位はＮ

-82°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第７-14号土壙（第94図）

Ｋ８・Ｊ９グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.70ⅿ、短軸は0.55ⅿ、深さ

は0.31ⅿである。長軸方位はＮ-25°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第７-15号土壙（第94図）

Ｋ８・Ｊ７グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.20ⅿ、短軸は0.57ⅿ、深さ

は0.25ⅿである。長軸方位はＮ-65°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

（３）井戸跡

第１-１号井戸跡（第95図、第97図21～25）

Ｌ８・Ｄ７グリッドに位置する。

平面形は歪んだ楕円形で長径3.3ⅿ、短径2.6

ⅿ、長軸方位はＮ-21°-Ｗを指す。断面はロート状

を呈し、中央が深くなっている。深さは1.0ⅿまで

調査したが、安全のためその時点で、掘り下げを

中止した。その為、底面は不明である。

遺物は、瀬戸・美濃系の碗、擂鉢とかわらけ、

砥石が出土している。
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第95図 井戸跡

第６表 土壙・井戸跡出土遺物観察表

番号 遺 構 種 別 器 種 産 地
残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

胎 土 焼成 釉薬装飾 成型技法
器種･器形の
特 徴

文 様 備 考

１ SK１-９ 陶器 碗 瀬戸・美濃 5 (6.0)〔1.5〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 削り出し高台 18Ｃ代か

２ SK１-22 土器 かわらけ 10 〔0.4〕 にぶい橙 普通

３ SK１-28 陶器 碗 肥前 30 (5.6)〔2.9〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤
底裏 清水
刻印

17Ｃ末～18Ｃ初 貫入多

４ SK１-28 磁器 碗 肥前 10 (4.5)〔2.4〕白 緻密 良好 轆轤 18Ｃ前～中

５ SK１-28 陶器 鉢 肥前 10 (12.0)〔3.4〕 灰黄褐 良好 白化粧粘土 轆轤 刷毛目17Ｃ末～18Ｃ前

６ SK１-28 土器 かわらけ 50 (11.3) (6.0) 1.7 にぶい橙 普通 轆轤

７ SK１-28 土器 焙烙 5 (28.2)〔2.5〕にぶい黄橙 普通

８ SK１-28 土器 焙烙 10 (42.6)(39.4)〔5.5〕 褐 普通

９ SK１-28 陶器 皿 瀬戸・美濃 50 (14.1) (8.6)〔3.0〕灰黄 緻密 良好
灰釉
銅緑釉
型内

轆轤
付高台 見込
みに円錐ピン
付着

菊皿 外面ス
ス付着

17Ｃ中頃 銅緑釉流し掛け

10 SK１-28 陶器 鉢 肥前 15 (4.0)〔3.5〕橙 緻密 良好 白化粧土 轆轤
見込み 砂目
跡

17Ｃ末～18Ｃ前か

11 SK１-38 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 5 〔4.4〕 浅黄 普通 鉄釉 轆轤 18Ｃ前半

12 SK１-38 砥石 長さ4.6㎝ 幅2.6㎝ 厚さ1.3㎝ 重さ56.6ℊ 凝灰岩

13 SK５-４ 銭

14 SK５-15 石製品 砥石 長さ6.2㎝ 幅2.8㎝ 厚さ3.0㎝ 重さ80.6ℊ 凝灰岩

15 SK５-15 鉄製品
釣り下げ
用金具か

Ａ7.8㎝ Ｂ2.1㎝ Ｃ1.9㎝ Ｄ0.5㎝ 重さ32.2ℊ 銹化著しい

16 SK５-21 磁器 碗 肥前 5 (4.0)〔1.9〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤
削り出し高台 ゴス絵 高台際
一重圏線 高台内 一重圏線
18Ｃ前～中

17 SK５-26 土器 かわらけ 10 (11.0) 〔2.0〕 橙 普通 轆轤

18 SK５-26 土器 かわらけ 10 (11.5) 〔2.1〕 橙 普通 轆轤

19 SK５-28 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 5 〔3.4〕 浅黄 普通 錆釉か 轆轤か 卸目の磨耗少 18Ｃ後半

20 SK５-30 陶器 皿 瀬戸・美濃 5 (13.0) 〔1.9〕
灰白
微砂粒

良好 長石釉 轆轤 志野 17Ｃ初

21 SE１-１ 陶器 碗 瀬戸・美濃 20 4.8 〔2.5〕 浅黄 良好 鉄釉 轆轤 天目碗 17Ｃ後半

22 SE１-１ 土器 かわらけ 10 (1.0) (6.0)〔1.8〕 にぶい橙 普通 轆轤

23 SE１-１ 土器 かわらけ 5 〔1.4〕 橙 普通 轆轤

24 SE１-１ 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 5 〔3.3〕 黒褐 普通 鉄釉 微砂粒

25 SE１-１ 石製品 砥石 長さ6.1㎝ 幅4.1㎝ 高さ1.5㎝ 重さ46.1ℊ 頁岩か

第１･５･７地点
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（４）溝跡

第１・５・７地点で検出された溝跡は、各々28・

19・20条の合計67条である。各地点の溝跡につい

ては、掘立柱建物跡や柵列跡、井戸跡などを取り

込むかのように存在していることから、家敷地を

区画する溝が多数を占めると考えられる。

第１-１号溝跡（第100図、第106図１・２）

Ｋ９・Ｉ３、Ｊ３、Ｌ９・Ａ３、Ｂ３、Ｃ３グ

リッドに位置する。

第１-２・３号溝跡と重複しているが、セット関

係にあるのか、別個の遺構であるか、別個である

場合の新旧関係等いずれも不明である。この一画

には、多数の溝跡が検出されているが、すべてが

同時に存在したのではなく、南北方位の溝跡が、

何度も掘り返しを行った結果であると推定され

る。北側は第７-10号溝跡に重複もしくは合流し

て終わる。南側は途切れている。

検出した範囲内での長さは39.5ⅿ、幅は0.

8～3.3ⅿ、深さは0.6ⅿを測り、方位は概ねＮ-12°

-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形は幅広なＶ

字状である。

遺物は、瀬戸・美濃系の碗と皿が各１点出土し

た。２には、二次的被熱の痕跡が認められる。

第１-２号溝跡（第100図）

Ｌ９・Ｂ３、Ｃ３、Ｄ３、Ｄ４、Ｅ４、Ｆ４グ

リッドに位置する。

第１-１・３号溝跡と重複しているが、セット関

係にあるのか、別個の遺構であるか、別個である

場合の新旧関係等いずれも不明である。この一画

には、多数の溝跡が検出されているが、すべてが

同時に存在したのではなく、南北方向の溝跡が、

何度も掘り返しを行った結果であると推定され

る。北側と南側は共に途切れている。

検出した範囲内での長さは41.0ⅿ、幅は0.6ⅿ、

深さは0.5ⅿを測り、方位は概ねＮ-12°-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形は幅広なＶ

字状である。

遺物は出土しなかった。

第１-３号溝跡（第100図）

Ｌ９・Ｂ３、Ｃ３、Ｄ３、Ｄ４グリッドに位置

する。

第１-１・２号溝跡と重複しているが、セット関

係にあるのか、別個の遺構であるか、別個である

場合の新旧関係等いずれも不明である。この一画

には、多数の溝跡が検出されているが、すべてが

第97図 土壙・井戸跡出土遺物
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同時に存在したのではなく、南北方向の溝跡が、

何度も掘り返しを行った結果であると推定され

る。北側と南側は共に途切れている。

検出した範囲内での長さは23.0ⅿ、幅は0.6ⅿ、

深さは0.7ⅿを測り、方位は概ねＮ-９°-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形は幅広なＶ

字状である。

遺物は出土しなかった。

第１-４号溝跡（第100図）

Ｌ９・Ｂ３、Ｃ３、Ｃ４、Ｄ４グリッドに位置

する。

第１-９号溝跡と重複しているが、セット関係に

あるのか、別個の遺構であるか、別個である場合

の新旧関係等いずれも不明である。この一画には、

多数の溝跡が検出されているが、すべてが同時に

存在したのではなく、南北方向の溝跡が、何度も

掘り返しを行った結果であると推定される。

北側と南側は共に途切れている。

検出した範囲内での長さは21.6ⅿ、幅は0.

4～0.7ⅿ、深さは0.1ⅿを測り、方位は概ねＮ-６°

-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形は幅広なＶ

字状である。

遺物は、小破片のため図化には至らなかったが、

肥前系の陶器碗が１点出土した。

第１-５号溝跡（第100図、第106図３）

Ｌ９・Ａ３、Ｂ３、Ｂ４、Ｃ４、Ｄ４グリッド

に位置する。

第１-７号溝跡を切っている。この一画には、多

数の溝跡が検出されているが、すべてが同時に存

在したのではなく、南北方向の溝跡が、何度も掘

り返しを行った結果であると推定される。北側と

南側は途切れている。

検出した範囲内での長さは29.0ⅿ、幅は0.6ⅿ、

深さは0.4ⅿを測り、方位は概ねＮ-13°-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形は幅広なＶ

字状である。

遺物は、刀子片と思われる鉄製品が１点出土し

た。

第１-６号溝跡（第100図）

Ｌ９・Ａ３グリッドに位置する。

第１-７号溝を切っている。この一画には、多数

の溝跡が検出されているが、すべてが同時に存在

したのではなく、南北方向の溝跡が、何度も掘り

返しを行った結果であると推定される。北側と南

側は共に途切れている。

検出した範囲内での長さは1.8ⅿ、幅は0.5ⅿ、

深さは0.3ⅿを測り、方位は概ねＮ-５°-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形は皿状であ

る。

遺物は出土しなかった。

第１-７号溝跡（第100図）

Ｌ９・Ａ３、Ｂ３、Ｂ４、Ｃ４、Ｄ４、Ｅ４、

Ｆ４グリッドに位置する。

第１-６号溝切られている。この一画には、多数

の溝跡が検出されているが、すべてが同時に存在

したのではなく、南北方向の溝跡が、何度も掘り

返しを行った結果であると推定される。北側と南

側は共に途切れている。

検出した範囲内での長さは47.4ⅿ、幅は0.

4～0.8ⅿ、深さは0.8ⅿを測り、方位は概ねＮ-８°

-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形は上方に開

くＵ字状である。

遺物は出土しなかった。

第１-８号溝跡（第100図）

Ｌ９・Ｃ４、Ｄ４グリッドに位置する。

第１-７号溝跡と重複しているが、セット関係に

あるのか、別個の遺構であるか、別個である場合

の新旧関係等いずれも不明である。この一画には、

多数の溝跡が検出されているが、すべてが同時に

存在したのではなく、南北方向の溝跡が、何度も

掘り返しを行った結果であると推定される。これ

らの溝跡との関連性には言及できない。北側と南
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側は共に途切れている。

検出した範囲内での長さは8.5ⅿ、幅は0.5ⅿ、

深さは0.4ⅿを測り、方位は概ねＮ-６°-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状、断面形は幅広なＵ字状であ

ると思われる。

遺物は出土しなかった。

第１-９号溝跡（第100図）

Ｌ９・Ｄ４、Ｅ４、Ｆ４グリッドに位置する。

第２号溝跡に切られている。また、第１-４号溝

跡とも重複しているが、セット関係にあるのか、

別個の遺構であるか、別個である場合の新旧関係

等いずれも不明である。この一画には、多数の溝

跡が検出されているが、すべてが同時に存在した

のではなく、南北方向の溝跡が、何度も掘り返し

を行った結果であると推定される。北側と南側は

共に途切れている。

検出した範囲内での長さは20.4ⅿ、幅は0.5ⅿ、

深さは0.4ⅿを測り、方位は概ねＮ-３°-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形は幅広なＵ

字状であると思われる。

遺物は出土しなかった。

第１-10号溝跡（第101図、第106図４）

Ｌ９・Ｆ４、Ｇ４、Ｈ４グリッドに位置する。

他遺構との重複関係はない。この一画には、多

数の溝跡が検出されているが、すべてが同時に存

在したのではなく、南北方向の溝跡が、何度も掘

り返しを行った結果であると推定される。

北側は調査区外に続くが、第２・７・９号溝跡

のいずれかに続く可能性が考えられる。南側は途

切れている。

検出した範囲内での長さは16.2ⅿ、幅は0.

3～0.9ⅿ、深さは0.3ⅿを測り、方位は概ねＮ-17°

-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形はＶ字状に

近い形状である。

遺物は、肥前系の磁器碗１点が出土した。

第１-11号溝跡（第101図）

Ｌ９・Ｆ４、Ｇ４、Ｈ４、Ｇ５、Ｈ５グリッド

に位置する。

他遺構との重複関係はない。この一画には、多

数の溝跡が検出されているが、すべてが同時に存

在したのではなく、南北方向の溝跡が、何度も掘

り返しを行った結果であると推定される。

北側は調査区外に続くが、第２・７・９号溝跡

のいずれかに続く可能性が考えられる。南側は途

切れている。

検出した範囲内での長さは16.0ⅿ、幅は0.5ⅿ、

深さは0.2ⅿを測り、方位は概ねＮ-17°-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形は碗状に近

い形状である。

遺物は出土しなかった。

第１-12号溝跡（第101図）

Ｌ９・Ｆ４、Ｇ４、Ｇ５、Ｈ５グリッドに位置

する。

他遺構との重複関係はない。この一画には、多

数の溝跡が検出されているが、すべてが同時に存

在したのではなく、南北方向の溝跡が、何度も掘

り返しを行った結果であると推定される。

北側と南側は共に途切れているが、北側につい

ては、第２・７・９号溝跡のいずれかに続く可能

性が考えられる。

検出した範囲内での長さは11.6ⅿ、幅は0.

4～0.8ⅿ、深さは0.1ⅿを測り、方位は概ねＮ-17°

-Ｗを指す。

平面形は概ね直線状を呈し、断面形は皿状に近

い形状である。

遺物は出土しなかった。

第１-13・７-17号溝跡（第100図、第106図

５～９、第109図80～82）

第１・７地点を跨いで存在しており、別個に遺

構番号が振られているため、２つの番号をもつ結

果となった。

Ｋ８・Ｉ７、Ｉ８、Ｉ９、Ｉ10、Ｊ７、Ｊ８、

Ｊ９、Ｊ10、Ｋ９・Ｉ１、Ｊ１、Ｊ２、Ｌ９・Ａ

第１･５･７地点
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２、Ａ３、Ｂ２、Ｂ３、Ｃ３、Ｄ３、Ｅ３、Ｆ３、

Ｆ４グリッドに位置する。

第７-８・10・11・15号溝跡およびピットと重複

しているが、これらとの共伴関係や新旧関係は不

明である。

南北方向の溝跡が、何度も掘り返しを行った結

果であると推定される。西側は調査区外に延びる

が、南側は途切れている。

検出した範囲内での長さは121.5ⅿ、幅は2.

4～4.7ⅿ、深さは1.1ⅿを測り、検出範囲内にコー

ナーが２箇所あるため、方位は北からＮ-75°-Ｅ、

Ｎ-48°-ＷとＮ-13°-Ｗである。

平面形は、方形または長方形の家敷地の鬼門を

隅切りしたかのような形状である。断面形は、幅

広な薬研堀に近い。

遺物は、第１-13号溝跡の範囲内からは瀬戸・美

濃系の陶器の碗２点が出土した。

他の遺物は、陶器の碗１点、肥前系の陶器の碗

２点、磁器の碗３点の小破片が出土した。また、

第７-17号溝跡の範囲内からは、陶器の小破片３

点出土している。

第１-14・５-１・７-１号溝跡（第103図、第106図

14～45、第108図80～82）

第１・５地点を跨いで存在しており、別個に遺

構番号が振られているため、２つの番号をもつ結

果となった。

Ｌ８・Ｂ７、Ｂ８、Ｃ５、Ｃ６、Ｃ７、Ｃ８、

Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、Ｄ５、Ｅ２、Ｅ３、Ｆ１、Ｆ

２、Ｆ３、Ｇ１、Ｈ１、Ｉ１グリッドに位置する。

第１-62号土壙や幾つかのピットと重複してい

るが、共伴関係の有無、新旧関係は不明である。

第５-42・43号溝跡は、本溝跡の一部分を掘り返し

た際の結果と推定される。また、第５-２号溝跡に

ついても同様と考えられる。さらに、第５-１・２

号掘立柱建物跡とも重複関係にあるが、共伴関係

にありながら溝を幾度も掘りなおした結果、溝の

範囲が広がってしまったためとも考えられるが、

詳細を述べるには根拠に欠ける。第１・５地点の

南側には、南北方向：第１-10～12・25号溝跡、第

５-３～５・７・11号溝跡、東西方向第１-22～24・

26号溝跡など多数の溝跡が存在する。第１-13・７

-17号溝跡はこれらの溝と共伴関係にある可能性

が考えられる。

本溝跡は、南側は調査区外に延びるが、東側は

途切れている。

検出した範囲内での長さは125.5ⅿ、幅は0.

8～3.6ⅿ、深さは0.8ⅿを測る

平面形は、記述の第１・５地点の溝も含めて西

向きの「凸」字状となる。溝跡の断面形は、幅広

な薬研堀に近い。

遺跡は、家敷地を区画する溝として巡らされて

いる。

遺物は、石製品・金属製品を含め、図化できた

遺物は32点である。陶磁器は、瀬戸・美濃系と肥

前系が中心である。23の見込みには、輪ドチあと

が認められる。24は志野と思われる。

第１-16号溝跡（第104図）

Ｌ８・Ｄ10グリッドに位置する。

東西共に途切れており、間もところどころ途切

ている。他遺構との重複関係はない。周辺の遺構

との共伴関係は不明である。

検出した範囲内での長さは4.1ⅿ、幅は0.6ⅿ、

深さは0.1ⅿを測る。方位はＮ-74°-Ｅである。

平面形は概ね直線状を呈している。

遺物は出土しなかった。

第１-17号溝跡（第103図）

Ｌ８・Ｂ８、Ｃ８、Ｃ９グリッドに位置する。

南側は途切れており、北側は第５・７-１号溝跡

に重複もしくは合流して終わると推定される。こ

れ以外の遺構との重複関係はない。周辺には幾つ

かの溝跡があるが、共伴関係の有無や新旧関係は

不明である。

検出した範囲内での長さは10.0ⅿ、幅は0.

4～0.7ⅿ、深さは0.1ⅿを測る。方位はＮ-25°-Ｗ
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を指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状である。

規模・位置関係から推して、第１-３・４号掘立

柱建物跡と関連する、区画溝の可能性が高いと考

えられる。

遺物は出土しなかった。

第１-18号溝跡（第98図）

Ｌ８・Ｂ10、Ｃ10グリッドに位置する。

北側と南側共に途切れている。他遺構との重複

関係はない。周辺には幾つかの溝跡があるが、共

伴関係の有無や新旧関係は不明である。

検出した範囲内での長さは5.8ⅿ、幅は0.2ⅿ、

深さは0.1ⅿを測る。方位はＮ-28°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状である。

遺物は出土しなかった。

第１-19号溝跡（第99図）

Ｌ８・Ｃ10、Ｌ９・Ｂ１、Ｂ２、Ｃ１グリッド

に位置する。

北側と南側は中間部分が途切れている。他遺構

との重複関係はない。周辺には幾つかの溝跡があ

るが、共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

検出した範囲内での長さは、途切れている部分

も含めて28.0ⅿ、幅は0.3ⅿ、深さは0.1ⅿを測る。

方位はＮ-77°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状である。

遺物は出土しなかった。

第１-20号溝跡（第101図）

Ｌ９・Ｆ２、Ｆ３グリッドに位置する。

西側は途切れている。東側は、第１-21号溝跡に

重複もしくは、合流して終わっている。周辺には

幾つかの溝跡があるが、共伴関係の有無や新旧関

係は不明である。

検出した範囲内での長さは、途切れている部分

も含めて8.6ⅿ、幅は0.8ⅿ、深さは0.1ⅿを測る。

方位はＮ-74°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状である。

遺物は出土しなかった。

第１-21号溝跡（第101図）

Ｌ９・Ｆ３、Ｇ３、Ｈ２、Ｈ３、Ｈ４グリッド

に位置する。

極端な表現をするならば、Ｔ字状を呈する２条

の溝跡でが、調査時点で１つの遺構とした。北側

と西側は途切れている。南側は、第１-22号溝跡に

重複もしくは、合流して終わっている。周辺には

幾つかの溝跡があり、方位的にも対応する様子が

覗えるが、共伴関係の有無や新旧関係については、

不明であるといわざるを得ない。

検出した範囲内での規模は、東西方向の溝跡で、

長さ12.5ⅿ、幅は0.4～0.8ⅿ、深さは0.2ⅿを測

る。方位はＮ-75°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は碗状である。

南北方向の溝跡で、長さ21.7ⅿ、幅は0.7～1.8

ⅿ、深さは0.6ⅿを測る。方位はＮ-19°-Ｗを指す。

平面形は幅に振幅があるがほぼ直線状、断面形は

碗状に近い。

遺物は出土しなかった。

第１-22号溝跡（第101図）

Ｌ９・Ｈ３、Ｈ４、Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３グリッド

に位置する。

第１-21号溝跡と重複するが、新旧関係は不明

である。第１-23号溝跡との新旧関係についても

不明であるが、掘り替えの結果と思われる。

第１-23号溝跡と同様に、東側・西側共に途切れ

ている。周辺には幾つかの溝跡があるが、共伴関

係の有無や新旧関係は不明である。

検出した範囲内での長さは31.2ⅿ、幅は1.5ⅿ、

深さは0.24ⅿを測る。方位はＮ-75°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状である。

家敷地を区画する溝であるのか、根切りのため

の溝であるかについては不明であるが、前者の可

能性が高いと思われる。

遺物は出土しなかった。

第１･５･７地点

―123―



第１-23号溝跡（第101図）

Ｌ９・Ｈ３、Ｈ４、Ｈ５、Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３、

Ｉ４グリッドに位置する。

第１-22号溝跡との新旧関係については不明で

あるが、掘り替えの結果と思われる。

第１-22号溝跡と同様に、東側・西側共に途切れ

ている。周辺には幾つかの溝跡があるが、共伴関

係の有無や新旧関係は不明である。

検出した範囲内での長さは30.0ⅿ、幅は1.

7～2.8ⅿ、深さは0.6ⅿを測る。方位はＮ-75°-Ｅ

を指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状である。

本溝跡機能は、根切りの溝と考えられる。

遺物は出土しなかった。

第１-24号溝跡（第101図）

Ｌ９・Ｉ３、Ｊ２、Ｊ３グリッドに位置する。

西側・東側共に途切れているが、西側について

は調査区外に延びると推定される。東側について

は、第１-26号溝跡に連結する可能性が考えられる。

ピットと重複するが、新旧関係は不明である。

周辺には幾つかの溝跡があるが、共伴関係の有無

や新旧関係は不明である。

検出した範囲内での長さは13.2ⅿ、幅は1.

1～1.8ⅿ、深さは0.96ⅿを測る。方位はＮ-67°-Ｅ

を指す。

平面形は、幅に振幅があるがほぼ直線状を呈し、

断面形は薬研状に近い。

遺物は出土しなかった。

第１-25号溝跡（第104図）

Ｌ９・Ｇ１、Ｈ１グリッドに位置する。

北側と南側は共に途切れている。他遺構との新

旧関係はない。周辺には幾つかの溝跡があるが、

共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

検出した範囲内での長さは8.4ⅿ、幅は0.4～0.

8ⅿ、深さは0.1ⅿを測る。方位はＮ-15°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状である。

遺物は出土しなかった。

第１-26号溝跡（第104図）

Ｌ９・Ｈ５、Ｉ４、Ｉ５グリッドに位置する。

西側と東側および中間が途切れている。西側に

ついては第１-24号溝跡に連結する可能性が考え

られる。周辺には幾つかの溝跡や土壙が存在する

が、共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

検出した範囲内での長さは6.8ⅿ、幅は0.5～0.

8ⅿ、深さは0.3ⅿを測る。方位はＮ-57°-Ｅを指す。

平面形は、幅に振幅があるがほぼ直線状を呈し、

断面形は底面が平坦な逆台形である。

遺物は出土しなかった。

第１-27号溝跡（第101図）

Ｌ８・Ｂ９、Ｃ９グリッドに位置する。

本溝跡は、第１-25号土壙と重複しているが、新

旧関係は不明である。

西側・東側が途切れている。西側については二

股に分岐している。南側部分では、溝に縦長の土

壙が連結しているかのような表現になっている

が、一連の溝跡と判断した。

周辺には幾つかの溝跡や土壙が存在するが、共

伴関係の有無や新旧関係は不明である。

検出した範囲内での長さは5.8ⅿ、幅は0.3ⅿ、

深さは0.2ⅿを測る。方位はＮ-57°-Ｗを指す。

平面形は円弧状を呈し、断面形はＵ字状である。

遺物は出土しなかった。

第１-28号溝跡（第104図）

Ｌ８・Ｄ９グリッドに位置する。

北側・南側が途切れている。北側については、

延長線上に第１-17号溝跡が存在しており、何ら

かの有機性を窺わせる。

周辺には幾つかの溝跡や土壙・ピットなどが存

在するが、本遺構との共伴関係の有無や新旧関係

は不明である。

検出した範囲内での長さは3.6ⅿ、幅は0.4ⅿ、

深さは0.1ⅿを測る。方位はＮ-28°-Ｗとなる。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状である。

遺物は出土しなかった。
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第５-２号溝跡（第102図）

Ｌ８・Ｇ１、Ｈ１、Ｈ２、Ｉ２グリッドに位置

する。

北側で、第５-１号溝跡と重複、もしくは合流し

ている。南側については調査区外に続くが、東に

屈曲して第５-３号溝または、第５-８号溝跡と連

結する可能性が考えられる。

この一画には、多数の溝跡が検出されているが、

すべてが同時に存在したのではなく、南北方向の

溝跡が、何度も掘り返しを行った結果であると推

定される。

検出した範囲内での長さは26.2ⅿ、幅は0.

4～0.7ⅿ、深さは0.1～0.2ⅿを測り、方位はＮ

-18°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は碗状もしくは

皿状に近い形状である。

本溝跡は、家敷地を区画する溝跡の可能性が高

いと思われる。

遺物は出土しなかった。

第５-３号溝跡（第104図）

Ｌ８・Ｉ２、Ｉ３、Ｉ４、Ｉ５、Ｊ２、Ｊ３、

Ｊ５グリッドに位置する。

Ｌ字状の溝の、南並行する１条の溝跡も、同一

遺構としての遺構番号が振られているが、調査時

の判断を尊重して、これに倣った。

第５-４・５号溝跡と重複、もしくは合流してい

る。重複の場合、新旧関係は不明である。東西溝

２条の西側は、調査区外に続くが、第５-１号溝跡

または第５-２号溝跡と連結する可能性が考えら

れる。東側については、どちらも途切れる。南北

溝についても、南側は途切れている。

この一画には、多数の溝跡が検出されているが、

すべてが同時に存在したのではなく、南北方向の

溝跡が、何度も掘り返しを行った結果であると推

定される。

検出した範囲内での規模は、以下のとおりであ

る。

東西溝（北）側の溝跡は、長さ23.7ⅿ、幅は0.

3～2.5ⅿ、深さは0.1～0.2ⅿ、方位Ｎ-73°-Ｅを指

す。

平面形はほぼ直線状を呈し、断面形は皿状であ

る。

東西溝（南）側の溝跡は、長さ19.8ⅿ、幅0.5～0.

8ⅿ、深さ0.1～0.2ⅿ、方位Ｎ-73°-Ｅを指す。

平面形はほぼ直線状を呈し、断面形は皿状であ

る。

南北溝跡は、長さ13.7ⅿ、幅0.2～1.8ⅿ、深さ

は0.1～0.2ⅿを測り、方位はＮ-20°-Ｗを指す。

平面形はほぼ直線状を呈し、断面形は皿状であ

る。

家敷地を区画する溝の可能性が高いと思われる。

遺物は出土しなかった。

第５-４号溝跡（第104図、第108図67）

Ｌ８・Ｉ４、Ｊ４、Ｊ５グリッドに位置する。

北側は第５-３号溝跡と重複または合流してい

る。南側と中間が途切れている。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

検出した範囲内での途切れる部分も含めて、長

さは15.0ⅿ、幅は0.4～0.8ⅿ、深さは0.1ⅿを測

る。方位はＮ-20°-Ｗを指す。

平面形は、幅に振幅があるがほぼ直線状を呈し、

断面形は皿状である。

本溝跡は、家敷地の区画溝と考えられる。

第５-５号溝跡（第104図）

Ｌ８・Ｉ３、Ｊ３グリッドに位置する。

南北に並行する２条の溝跡を、同一遺構として

の遺構番号が振られている。西側の第５-５号溝跡

は、調査区外に続いているが、屈曲して第５-８号

溝跡と合流する可能性もある。東側の第５-５号溝

跡は、南側で途切れている。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

西側の溝跡は、長さ12.1ⅿ、幅は0.4～0.7ⅿ、
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深さは0.1ⅿ、方位Ｎ-20°-Ｗを指す。

平面形は、幅に振幅があるがほぼ直線状を呈し、

断面形は皿状である。

東側の溝跡は、長さ11.1ⅿ、幅0.4～0.7ⅿ、深

さ0.1ⅿ、方位Ｎ-20°-Ｗを指す。

平面形は、幅に振幅があるがほぼ直線状を呈し、

断面形は皿状である。

本溝跡は、家敷地の区画溝と考えられる。

遺物は出土しなかった。

第５-６号溝跡（第105図、第108図68）

Ｌ８・Ｈ６、Ｈ７、Ｉ５、Ｉ６グリッドに位置

する。

第５-７号溝跡と重複もしくが合流している。第

５-40号土壙と重複しているが、新旧関係は不明

である。東側の第５-５号溝跡は、南側で途切れて

いる。

検出した範囲内での長さは15.8ⅿ、幅は0.8ⅿ、

深さは0.1ⅿを測り、方位はＮ-67°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は碗状もしくは

皿状に近い。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

この溝跡は、家敷地の区画溝と考えられる。

第５-７号溝跡（第105図）

Ｌ８・Ｉ６、Ｊ６グリッドに位置する。

第５-６号溝跡と重複もしくが合流している。南

側で途切れている。

検出した範囲内での長さは10.4ⅿ、幅は0.

8～1.1ⅿ、深さは0.1ⅿを測り、方位はＮ-20°-Ｗ

を指す。

平面形は、幅に振幅があるがほぼ直線状を呈し、

断面形は碗状もしくは皿状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

本溝跡は、家敷地の区画溝と考えられる。

遺物は出土しなかった。

第５-８号溝跡（第105図）

Ｌ８・Ｉ７、Ｉ８、Ｉ９、Ｊ５、Ｊ６、Ｊ７グ

リッドに位置する。

南北に並行する２条の溝跡である。調査時に同

一遺構として遺構番号が振られているため、それ

に従う。北溝は、西側は調査区外に延びている。

東側は、第５-11号溝跡に重複もしくは合流して

いる。

北溝跡は、長さ29.2ⅿ、幅は0.4～0.5ⅿ、深さ

0.3～0.4ⅿ、方位Ｎ-73°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形はＵ字状である。

南溝跡は、長さ44.9ⅿ、幅0.4～0.5ⅿ、深さ0.

3～0.4ⅿ、方位Ｎ-73°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形はＵ字状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

本溝跡は、周辺の溝跡と共に、家敷地の区画溝

と考えられる。

遺物は出土しなかった。

第５-９号溝跡（第105図）

Ｌ８・Ｇ８、Ｈ７、Ｈ８グリッドに位置する。

西側・東側共に途切れている。他遺構との重複

関係はない。

検出した範囲内での長さは15.3ⅿ、幅は0.4ⅿ、

深さは0.12ⅿを測り、方位はＮ-74°-Ｅを指す。

平面形は幅に振幅があるがほぼ直線状を呈し、

断面形は碗状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

本溝跡は、家敷地の区画溝と考えられる。

遺物は出土しなかった。

第５-10号溝跡（第105図）

Ｌ８・Ｉ８、Ｉ９、Ｊ８グリッドに位置する。

西側は攪乱によって失われている。攪乱の西側

には遺構は延びておらず途切れている。また、東

側も途切れている。他遺構との重複関係はない。

検出した範囲内での長さは11.2ⅿ、幅は0.
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5～1.2ⅿ、深さは0.1ⅿを測り、方位はＮ-73°-Ｅ

を指す。

平面形は幅に振幅があるがほぼ直線状を呈し、

断面形は皿状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

本溝跡は、家敷地の区画溝と考えられる。

遺物は出土しなかった。

第５-11号溝跡（第105図）

Ｌ８・Ｈ８、Ｈ９、Ｉ９グリッドに位置する。

北側は途切れているが、第５-12号溝跡と合流

する可能性もある。また南側も途切れてはいるが、

第５-８号溝跡と合流する可能性がある。いずれの

点についても詳細は不明である。

検出した範囲内での長さは10.8ⅿ、幅は0.

6～0.8ⅿ、深さは0.24ⅿを測り、方位はＮ-67°-Ｅ

を指す。

平面形は直線状を呈し、断面形はＵ字状に近い

形状をしている。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡は、

家敷地の区画溝と考えられる。

遺物は出土しなかった。

第５-12号溝跡（第105図）

Ｌ８・Ｈ７、Ｈ８グリッドに位置する。

西側は途切れているが、東側は第５-11号溝跡

と合流する可能性もある。

検出した範囲内での長さは15.5ⅿ、幅は0.

5～0.7ⅿ、深さは0.24ⅿを測り、方位はＮ-18°-Ｗ

を指す。

平面形は幅に振幅があるもののほぼ直線状を呈

し、断面形はＵ字状に近い形状をしている。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡は、

家敷地の区画溝と考えられる。

遺物は出土しなかった。

第５-13号溝跡（第105図）

Ｌ８・Ｈ６グリッドに位置する。

西側・東側は途切れている。他遺構との重複は

ない。

検出した範囲内での長さは5.8ⅿ、幅は0.4ⅿ、

深さは0.1ⅿを測り、方位はＮ-72°-Ｅを指す。

平面形は、幅に振幅があるもののほぼ直線状を

呈し、断面形は碗状に近い。

遺物は出土しなかった。

第５-14号溝跡（第105図）

Ｌ８・Ｈ６、Ｈ７グリッドに位置する。

西側は第５-40号土壙と重複しているが、新旧

関係は不明である。東側と中間は途切れている。

検出した範囲内での長さは途切れている部分も

含めて7.5ⅿ、幅は0.4ⅿ、深さは0.2ⅿを測り、方

位はＮ-77°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い形

状をしている。

遺物は出土しなかった。

第５-15号溝跡（第105図）

Ｌ８・Ｈ７グリッドに位置する。

北側・南側は途切れている。他遺構との重複関

係はない。

検出した範囲内での長さは3.4ⅿ、幅は0.3ⅿ、

深さは0.1ⅿを測り、方位はＮ-16°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は碗状に近い形

状をしている。

遺物は出土しなかった。

第５-16号溝跡（第102図）

Ｌ８・Ｆ１グリッドに位置する。

北側・南側は途切れている。

検出した範囲内での長さは6.4ⅿ、幅は0.5ⅿ、

深さは0.1ⅿを測り、方位はＮ-66°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い。

遺物は出土しなかった。

第５-17号溝跡（第103図）

Ｌ８・Ｂ６、Ｃ６グリッドに位置する。

北側は調査区外に続き、南側は第５-１号溝跡に

重複もしくは合流して終わる。

検出した範囲内での長さは6.4ⅿ、幅は2.2ⅿ、
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深さは0.4ⅿを測り、方位はＮ-23°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は浅いロート状

に近い形状をしている。

遺物は出土しなかった。

第５-18号溝跡（第103図）

Ｌ８・Ｂ６、Ｃ６グリッドに位置する。

北側は調査区外に続き、南側は第１-14（５-１）

号溝跡に重複もしくは合流して終わる。

検出した範囲内での長さは5.6ⅿ、幅は0.6ⅿ、

深さは0.4ⅿを測り、方位はＮ-23°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形はＵ字状に近い

形状をしている。

遺物は出土しなかった。

第５-19号溝跡（第103図）

Ｌ８・Ｂ６、Ｃ６、Ｃ７グリッドに位置する。

北側は調査区外に続き、南側は第１-14（５-１）

号溝跡に重複もしくは合流して終わる。

検出した範囲内での長さは5.5ⅿ、幅は0.9ⅿ、

深さは0.1ⅿを測り、方位はＮ-23°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状である。

遺物は出土しなかった。

第７-２号溝跡（第98・99図、第109図69～71）

Ｋ９・Ｊ１、Ｊ２、Ｌ８・Ａ８、Ａ９、Ａ10、

Ｂ８、Ｂ９、Ｌ９・Ａ１、Ａ２グリッドに位置する。

調査時にＴ字状を呈する２条の溝跡を、区分せ

ず同一遺構番号を振った。その為、遺物等の分離

はできず、一括して扱った。また、溝跡に関して

も、混乱を避けるため、新番号を振らなかった。

西側と東側は途切れ、東側は第７-17（１-13）号

溝跡に重複もしくは合流して終わる。

検出した範囲内での長さは、東西の溝跡は長さ

14.8ⅿ、幅1.22～0.22ⅿ、深さ0.61ⅿである。方

位はＮ-76°-Ｅを指す。

平面形は、概ね直線状を呈する。

南北の溝跡は、長さ4.0ⅿ、幅0.62～0.26ⅿ、深

さ0.9～0.8ⅿである。方位はＮ-14°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形はＵ字状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、性格は不

明である。

遺物は、肥前系の磁器碗、陶器皿（69・70）、瀬

戸・美濃系の陶器皿・擂鉢（71・72）である。

他の遺物は、肥前系の陶器鉢１点が出土した。

第７-３号溝跡（第98図、第109図69～72）

Ｋ８・Ｉ９、Ｉ10、Ｊ９、Ｊ10、Ｌ８・Ａ９、

Ａ10グリッドに位置する。

調査時に、南北に並行する２条の東西の溝跡に、

同じ遺構番号を振った。その為、２条から出土し

た遺物は一括して扱った。また、混乱を避けるた

め、新たに遺構番号は振らなかった。

第７-８号溝跡との新旧関係は、不明である。西

溝と北側は東に屈曲し、第７-12号溝跡に重複も

しくは合流する。南側は、図上では途切れている

が第７-２号溝跡の南側に溝跡と重複すると考え

られる。

西側の溝跡の規模は、長さ15.5ⅿ、幅0.5ⅿ、深

さ0.3ⅿで、方位はＮ-14°-ＷとＮ-76°-Ｅを指す。

平面形はＬ字状を呈し、断面形はＵ字状である。

東側の溝は、長さ9.6ⅿ、幅0.5～1.0ⅿ、深さ0.

4ⅿを測り、方位はＮ-14°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形はＵ字状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

遺構の性格は、屋敷の区画溝の可能性が考えら

れる。

遺物は、瀬戸・美濃系の灯明受皿（陶器）と、

砥石が各１点、出土した。

第７-４号溝跡（第98図）

Ｋ８・Ｊ７、Ｊ８、Ｌ８・Ａ７グリッドに位置

する。

第７-５・６・７号溝跡と重複するが、新旧関係

は不明である。東側は途切れている。

検出した範囲内での長さは16.4ⅿ、幅は0.6ⅿ、

深さは0.1～0.3ⅿを測り、方位はＮ-77°-Ｅを指

す。
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平面形は直線状を呈し、断面形は碗状に近い形

状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

第７-２・３号掘立柱建物跡の北側に、ほぼ沿っ

て走っており掘立柱建物跡との関連が推測され、

家敷地の区画等に関連すると考えられる。

遺物は出土しなかった。

第７-５号溝跡（第98図）

Ｋ８・Ｊ７、Ｌ８・Ａ７グリッドに位置する。

第７-４・６・７号溝跡と重複するが、新旧関係

は不明である。西側は調査区外に続き、東側は途

切れている。

検出した範囲内での長さは6.5ⅿ、幅は0.5ⅿ、

深さは0.2ⅿを測り、方位はＮ-67°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は碗状に近い形

状をしている。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

遺物は出土していない。

第７-６号溝跡（第98図）

Ｌ８・Ａ１グリッドに位置する。

第７-４・５・７号溝跡と重複するが、新旧関係

は不明である。西側は調査区外に続き、東側は他

遺構との重複によって失われている。

検出した範囲内での長さは2.4ⅿ、幅は0.4ⅿ、

深さは0.2ⅿを測り、強いて計測するならば方位

はＮ-79°-Ｅとなる。

平面形は直線状を呈し、断面形は碗状に近い形

状をしている。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

遺物は出土しなかった。

第７-７号溝跡（第98図）

Ｋ８・Ｊ７、Ｌ８・Ａ１グリッドに位置する。

第７-４号溝跡と重複するが、新旧関係は不明で

ある。西側は調査区外に続き、東側は途切れてい

る。

検出した範囲内での長さは5.3ⅿ、幅は1.1ⅿ、

深さは0.3ⅿを測り、強いて計測するならば方位

はＮ-72°-Ｅとなる。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い形

状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。また、

本溝跡の性格は不明である。

遺物は出土しなかった。

第７-８号溝跡（第99図）

Ｋ８・Ｉ９、Ｉ10、Ｊ９、Ｊ10、Ｋ９・Ｉ１、

Ｉ２グリッドに位置する。

本溝跡は、西側で北側に大きく屈曲する。第７

-９～11・13号土壙、第７-３・９・11・20号溝跡

と重複するが、新旧関係は不明である。東側は調

査区外に続くと思われる。西側は共に屈曲して途

切れる。

検出した、東西側の溝跡は、長さは35.2ⅿ、幅

は0.5～1.6ⅿ、深さは0.6ⅿを測り、方位はＮ-72°

-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は、中央部が窪

む皿状に近い。

北側の屈曲する部分は、長さ3.5ⅿ、幅0.5ⅿ、

深さ0.24ⅿを測る。

平面は直線状を呈し、断面は碗状である。

南側の屈曲する部分は、長さ13.9ⅿ、幅0.6～0.

7ⅿ、深さ0.4ⅿを測る。

平面は直線状を呈し、断面はＵ字状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。また、

これらの溝跡は、家敷地を区画するための溝と推

定される。

遺物は出土しなかった。

第７-９号溝跡（第99図）

Ｋ８・Ｊ10グリッドに位置する。

第７-９・10号溝跡と重複するが、新旧関係は不
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明である。西側は途切れている。第７-９～11号溝

跡は、複数回の掘り返しの結果と思われる。

検出した範囲内での長さは5.8ⅿ、幅は0.4ⅿ、

深さは0.1ⅿを測り、強いて計測するならば方位

はＮ-84°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い形

状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。また、

これらの溝跡は、家敷地を区画するための溝と推

定される。

遺物は出土しなかった。

第７-10号溝跡（第99図、第109図75～77）

Ｋ８・Ｊ10、Ｋ９・Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３、Ｊ１グ

リッドに位置する。

第７-９・11号溝跡と重複するが、新旧関係は不

明である。西側は途切れている。第７-９～11号溝

跡は、複数回の掘り返しの結果と思われる。

検出した範囲内での長さは31.0ⅿ、幅は0.

5～1.1ⅿ、深さは0.2ⅿを測り、方位はＮ-78°-Ｅ

を指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い形

状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。また、

これらの溝跡は、家敷地を区画するための溝と推

定される。

遺物は、肥前系の磁器碗（75）、瀬戸・美濃系の

陶器灯明受け皿（76）、焙烙（77）が出土した。

第７-11号溝跡（第99図、第109図78）

Ｋ８・Ｊ10、Ｋ９・Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３、Ｊ１、

Ｌ８・Ａ10グリッドに位置する。

第７-９・10・17号溝跡と重複するが、新旧関係

は不明である。西側は南に屈曲して途絶える第７

-19号溝跡がこの続きの可能性がある。東側は調査

区外に延びている。

第７-９～11号溝跡は、複数回の掘り返しの結

果と思われる。なお、本遺構の、南北溝部分の南

の延長線上には、第７-19号溝跡が存在している

が、両者の関連性については不明である。

検出した範囲内での長さは41.0ⅿ、幅は0.

6～1.1ⅿ、深さは0.4ⅿを測り、方位はＮ-78°-Ｅ

とＮ-13°-Ｗとなる。

平面形はＬ字状を呈し、断面形は碗状に近い形

状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。本溝

跡は、家敷地を区画するための溝であると推定さ

れる。

遺物は、瀬戸・美濃系の陶器の花瓶１点が出土

した（78）。

第７-12号溝跡（第99図）

Ｋ８・Ｉ10、Ｋ９・Ｉ１、Ｉ２グリッドに位置

する。

第７-３・12号溝跡重複するが、新旧関係は不明

である。東側は調査区外に続く。第７-12・14号溝

跡は、掘り返しの結果と思われる。

検出した範囲内での長さは28.60ⅿ、幅は0.4

ⅿ、深さは0.1ⅿを測り、方位はＮ-78°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は碗状に近い形

状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。本溝

跡は、家敷地を区画するための溝であると推定さ

れる。

遺物は出土しなかった。

第７-13号溝跡（第98図）

Ｌ８・Ａ９グリッドに位置する。

他遺構との新旧関係はない。西側と東側は共に

途切れる。

検出した範囲内での長さは6.0ⅿ、幅は0.6ⅿ、

深さは0.2ⅿを測り、方位はＮ-73°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い形

状である。

―130―



周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。これ

らの溝跡の性格は不明である。

遺物は出土しなかった。

第７-14号溝跡（第99図）

Ｋ９・Ｉ１、Ｉ２グリッドに位置する。

第７-12・14号溝跡は、掘り返しの結果と思われ

る。

検出した範囲内での長さは11.6ⅿ、幅は0.6ⅿ、

深さは0.2ⅿを測り、方位はＮ-73°-Ｅを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い形

状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明であるが、本

溝跡は、家敷地を区画するための、溝跡と考えら

れる。

遺物は出土しなかった。

第７-15号溝跡（第99図、第109図79）

Ｋ９・Ｉ１、Ｉ２グリッドに位置する。

第７-17号溝跡と重複もしくは合流するが新旧

関係等は不明である。

検出した範囲内での長さは15.6ⅿ、幅は0.

5～0.8ⅿ、深さは0.2ⅿを測り、方位はＮ-79°-Ｅ

を指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い形

状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明であるが、本

溝跡は、家敷地を区画するための溝であると推定

される。

遺物は、肥前系の磁器碗（79）と磁器瓶が１点

ずつ出土したが、後者は図化には至らなかった。

第７-18号溝跡（第99図）

Ｋ８・Ｊ10、Ｋ９・Ｊ１、Ｌ９・Ａ１グリッド

に位置する。

第７-２号溝跡と重複するが、新旧関係は不明で

ある。北側は、第７-10号溝跡の直前で途絶えてい

る。南側は、第７-２号溝跡と重複し、その先には

至っていない。両者には共伴関係の可能性も考え

られる。

検出した溝跡の長さは9.8ⅿ、幅は1.0～1.5ⅿ、

深さは0.2ⅿを測り、方位はＮ-23°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い形

状をしている。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本溝跡と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明であるが、本

溝跡は、家敷地を区画するための溝であると推定

される。

遺物は出土しなかった。

第７-19号溝跡（第98図）

Ｌ８・Ａ10、Ｂ10グリッドに位置する。

他遺構との重複関係は認められない。北側・南

側ともに途切れている。本溝跡の、北側延長線上

には、第７-11号溝跡の南北溝が存在しているが、

両者の関連性については不明である。

検出した範囲内での長さは3.6ⅿ、幅は0.3ⅿ、

深さは0.1ⅿを測り、方位はＮ-28°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い形

状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

遺物は出土しなかった。

第７-20号溝跡（第98図）

Ｋ８・Ｊ10グリッドに位置する。

第７-８・10号溝跡と重複または合流するが、新

旧関係等は不明である。検出した範囲内での長さ

は1.2ⅿ、幅は0.4ⅿ、深さは0.1ⅿを測り、強いて

方位を求めるならば、Ｎ-10°-Ｗを指す。

平面形は直線状を呈し、断面形は皿状に近い形

状である。

周辺には幾つかの溝跡が存在するが、本遺構と

の共伴関係の有無や新旧関係は不明である。

遺物は出土しなかった。
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第98図 溝跡（１）
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第99図 溝跡（２）

第１･５･７地点
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第100図 溝跡（３）
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第101図 溝跡（４）
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102図 ５
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第103図 溝跡（６）

第１･５･７地点
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第104図 溝跡（７）
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第105図 溝跡（８）

第１･５･７地点

―139―



第106図 溝跡出土遺物（１）
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第107図 溝跡出土遺物（２）
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第108図 溝跡出土遺物（３）
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第109図 溝跡出土遺物（４）

第７表 溝跡出土遺物観察表

番号 遺 構 種 別 器 種 産 地 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎 土 焼成 釉薬装飾 成型技法 器種･器形の

特 徴 文 様 備 考

１ SD１-１ 陶器 碗 瀬戸・美濃 75 3.2 〔2.3〕 灰白 良好 灰釉 轆轤
外面鳥か 内
面植物か

18Ｃ後半

２ SD１-１ 陶器 皿 瀬戸・美濃 10 〔2.0〕灰白 緻密 良好
灰釉
型打ち

轆轤
見込み円錐ピ
ン跡

菊皿 外面に丸ノミ削ぎ 17Ｃ
後半

３ SD１-５ 鉄製品 刀子か Ａ3.4㎝ Ｂ0.4㎝ Ｃ1.1㎝ Ｄ0.2㎝ 重さ4.7ℊ

４ SD１-10 磁器 碗 肥前 15 (12.0) 〔2.6〕灰白 緻密 良好 轆轤 唐草文 18Ｃ前～中

５ SD１-13 陶器 碗か 瀬戸・美濃 10 (4.2)〔1.4〕灰白 緻密 良好 鉄製品 轆轤 目跡２ヵ所 18Ｃ代か

６ SD１-13 磁器 碗 瀬戸・美濃 5 (3.0)白 緻密 良好 轆轤 19Ｃ

７ SD１-13 土器 焙烙 5 〔3.6〕 乳白色 普通 轆轤 緻密

８ SD１-13 須恵器 碗か 20 (5.2)〔1.9〕 良好 轆轤 底部回転糸切り離し

９ SD１-13 鉄製品 不明 Ａ4.5㎝ Ｂ2.8㎝ Ｃ1.5㎝ Ｄ0.1㎝ 重さ18.2ℊ

10 SD１-14 陶器 鉢 肥前 5 (11.8)〔3.2〕灰褐 緻密 良好
透明釉白
化粧土

轆轤 見込み砂目跡 17Ｃ後～18Ｃ前

11 SD１-14 土器 焙烙 5 〔4.6〕 灰白 普通 微砂粒微量 外面煤付着

12 SD１-14 土器 焙烙 5 〔5.0〕にぶい黄橙 普通 砂粒微量

13 SD１-14 陶器 皿 瀬戸・美濃 5 (4.0)〔0.8〕 灰白 良好 鉄釉 轆轤
灯明皿 見込
環状痕

灯明皿 18Ｃ後～19Ｃ
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14 SD５-１ 陶器 碗 瀬戸・美濃 5 4.3 〔2.0〕 灰白 良好 灰釉 轆轤 削り出し高台 18Ｃ代か

15 SD５-１ 陶器 碗 肥前 90 5.2 〔0.9〕 灰黄 良好 灰釉 轆轤
高台内に刻印
「木下弥」
二次的被熱か

京焼写し 17Ｃ後半か

16 SD５-１ 磁器 碗 肥前 10 (10.5) 〔3.8〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 18Ｃ代か

17 SD５-１ 磁器 碗 肥前 50 4.2 〔2.2〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 畳付砂粒付着 18Ｃ前～中

18 SD５-１ 磁器 碗 肥前 15 〔2.0〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤
高台内銘か
畳付砂粒付着

18Ｃ代

19 SD５-１ 磁器 碗 肥前 5 (4.2)〔2.2〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤
二重圏線 内
一重圏線

高台内崩れ
「大明年製」
か

18Ｃ

20 SD５-１ 磁器 仏飯具 肥前 90 4.8 〔3.6〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 底部砂粒付着 19Ｃ代か

21 SD５-１ 陶器 皿 瀬戸・美濃 15 (12.0) (7.5)〔3.0〕 灰白 良好
灰釉
銅緑釉

轆轤

貫入多 掛け
分け 削り出
し高台見込み
高台跡

付け高台か 17Ｃ後半

22 SD５-１ 陶器 皿 瀬戸・美濃 20 (11.8) (5.8) 2.8 灰 良好 灰釉 轆轤
畳付釉付着
削り出し高台

18Ｃ中か

23 SD５-１ 陶器 皿 瀬戸・美濃 10 〔13.9〕 (9.5) 2.6 灰 良好 長石釉 轆轤 貫入多 17Ｃ中～後半

24 SD５-１ 陶器 皿 瀬戸・美濃 10 〔1.3〕 淡黄 良好 長石釉 轆轤
見込二重圏線
円錐ピン跡

17Ｃ初 灯明皿に転用か

25 SD５-１ 陶器 擂鉢 丹波 5 〔3.6〕 暗灰 鉄漿

26 SD５-１ 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 5 〔6.2〕 灰黄 良好 鉄釉 轆轤か 鉄釉
18Ｃ後半 釉の剥離は殆んどな
い

27 SD５-１ 土器 かわらけ 40 (9.8) (6.0)〔2.5〕 橙 普通 轆轤
底部 回転糸
切り離し

28 SD５-１ 土器 かわらけ 30 (12.0) (7.2)〔2.3〕 橙 普通
底部 回転糸
切り離し

29 SD５-１ 土器 かわらけ 20 (11.0) 〔2.1〕 橙 普通 轆轤 器面は磨滅している

30 SD５-１ 土器 かわらけ 20 (11.8) 〔23〕 橙 普通 轆轤

31 SD５-１ 土器 かわらけ 10 (12.0) 〔20〕 橙 普通 轆轤

32 SD７-１ 土器 かわらけ 10 (13.6) 〔1.7〕 橙 普通 轆轤

33 SD７-１ 土器 かわらけ 20 (11.2) (6.4)〔2.2〕 橙 普通 轆轤

34 SD７-１ 土器 かわらけ 15 (11.2) (6.0)〔2.1〕 橙 普通 轆轤

35 SD７-１ 土器 かわらけ 5 (8.2) 0.9 橙 普通 轆轤

36 SD７-１ 土器 かわらけ 30 (7.0)〔1.8〕 橙 普通 轆轤

37 SD７-１ 土器 かわらけ 10 (6.2)〔0.9〕 黄褐 普通 轆轤
内面タール付着 灯明皿に転用
か

38 SD７-１ 土器 焙烙 20 (36.8)(34.6)〔5.3〕 灰黄 普通 外面スス付着

39 SD７-１ 土器 焙烙 5 〔4.6〕 黄褐 普通 外面スス付着

40 SD７-１ 石製品 砥石 長さ(9.8)㎝ 幅2.13㎝ 厚さ2.30㎝ 重さ72.8ℊ 凝灰岩

41 SD７-１ 石製品 砥石 長さ(11.3)㎝ 幅2.23㎝ 厚さ2.80㎝ 重さ107.2ℊ 凝灰岩

42 SD７-１ 石製品 砥石 長さ9.7㎝ 幅5.0㎝ 厚さ0.8～1.3 重さ101.3ℊ 凝灰岩

43 SD７-１ 石製品 砥石 長さ(7.23)㎝ 幅3.15㎝ 厚さ2.23㎝ 重さ66.7ℊ 安山岩

44 SD７-１ 銅合金 小柄 Ａ9.9㎝ Ｂ1.6㎝ Ｃ0.7㎝ Ｄ7.8㎝ Ｅ0.9㎝ 重さ32.1ℊ 銅合金

45 SD７-１ 銅合金 煙管 100 Ａ(0.1)㎝ Ｂ2.5㎝ Ｃ1.6㎝ Ｄ0.9㎝ 11.5ℊ 銅合金 緑銹

46 SD７-１ 陶器 香炉 瀬戸・美濃 5 (7.4)〔2.0〕 浅黄 普通 鉄釉 轆轤 18Ｃ代か

47 SD７-１ 陶器 皿 瀬戸・美濃 10 (12.0) 〔1.6〕灰白 緻密 普通 長石釉 轆轤 鉄製品絵 志野 17Ｃ初

48 SD７-１ 陶器 碗 京・信楽 10 (4.0)〔1.5〕 浅黄 良好 灰釉 轆轤
貫入多 削り
出し高台

18Ｃ末～19Ｃ初

49 SD７-１ 陶器 碗 瀬戸・美濃 90 (5.2)〔1.3〕灰黄 緻密 良好 灰釉 轆轤
貫入多 削り
出し高台

18Ｃか

50 SD７-１ 磁器 碗 肥前 5 (9.6) 〔2.7〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 外面草花文 18Ｃ前～中

51 SD７-１ 磁器 碗 肥前 5 (10.9) 〔3.1〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 18Ｃ中

52 SD７-１ 磁器 碗 肥前 5 (11.3) 〔3.1〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 草花文か 18Ｃ前～中

53 SD７-１ 陶器 碗 肥前 20 (4.4)〔2.6〕 灰白 普通 灰釉 轆轤
削り出し高台
貫入多

18Ｃ代

54 SD７-１ 磁器 碗 肥前 90 9.7 4.2 5.3 灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤
削り出し高台
菊花文 貫入
多

こんにゃく印判 畳付砂粒付着
18Ｃ前半

番号 遺 構 種 別 器 種 産 地 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎 土 焼成 釉薬装飾 成型技法 器種･器形の

特 徴 文 様 備 考
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55 SD７-１ 磁器 皿 肥前 5 (4.0)〔1.8〕 灰白 良好 灰釉 轆轤
見込み蛇目釉
剥ぎ 削り出
し高台

白磁 18Ｃ中～後

56 SD７-１ 陶器 皿 肥前 75 12.3 4.9 3.7 灰白 良好
銅緑釉
透明釉

轆轤

見込み蛇目釉
剥ぎ有 削り
出し高台 微
砂粒 円錐ピ
ン跡

18Ｃ初

57 SD７-１ 陶器 皿 瀬戸・美濃 25 (7.8)〔1.8〕 浅黄 良好 長石釉 轆轤
付高台 二次
的被熱

17Ｃ末～18Ｃ初

58 SD７-１ 陶器 皿 瀬戸・美濃 10 (12.0) (6.8)〔2.3〕褐灰 緻密 良好 長石釉 轆轤
削り出し高台
高台内輪トチ
痕

鼠志野か 17Ｃ後半

59 SD７-１ 陶器 皿 瀬戸・美濃 5 (12.8) (8.0)〔3.0〕 浅黄 良好 灰釉 轆轤 18Ｃ代か

60 SD７-１ 陶器 皿 瀬戸・美濃 5 〔3.4〕 灰白 良好 灰釉 轆轤
貫入多 呉須
絵

石製品皿 18Ｃ末～19Ｃ前

61 SD７-１ 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 5 〔2.3〕 灰褐 良好 鉄釉 轆轤 18Ｃ代か

62 SD７-１ 陶器 5 〔4.0〕 にぶい褐 良好 鉄釉 轆轤 頸部に刻印

63 SD７-１ 陶器 徳利か 瀬戸・美濃 80 〔3.6〕 灰白 良好 灰釉 轆轤 19Ｃ代か

64 SD７-１ 土器 焙烙 5 〔5.2〕 灰褐 普通 外面に煤付着

65 SD７-１ 土器 焙烙 10 〔5.4〕 暗灰黄 普通

66 SD７-１ 石製品 砥石 長さ(4.55) 幅2.38 厚さ2.43 重さ34.5ℊ 銹

67 SD７-１ 鉄製品 柄か Ａ4.6㎝ Ｂ1.1㎝ Ｃ0.4㎝ 重さ8.4ℊ 銹化著しい

68 SD７-１ 土製品 人形 (5.1)㎝横(3.4㎝)厚さ(0.2～1.1) 橙 普通

69 SD７-２ 磁器 碗 肥前 20 (4.4)〔2.3〕 灰白 良好 灰釉 轆轤
見込み円錐ピ
ン跡

高台内一重圏
線

70 SD７-２ 陶器 皿 肥前 5 (13.0) 〔1.6〕褐灰 緻密 良好
透明釉
銅緑釉

轆轤 内野山 17Ｃ～18Ｃ前半

71 SD７-２ 陶器 皿 瀬戸・美濃 25 (12.0) (7.2) 2.5 灰黄 普通 灰釉 轆轤
見込み 円錐
ピン跡 二次
的被熱

17Ｃ後半～18Ｃ前半

72 SD７-２ 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 5 〔2.0〕 灰白 良好 鉄釉 轆轤 卸目剥落 底部回転糸切りなし

73 SD７-３ 陶器 皿 瀬戸・美濃 30 (7.8) (4.7) 1.5灰白 緻密 普通 鉄釉 轆轤 微粒子微量 灯明受皿 19Ｃ前半

74 SD７-３ 石製品 砥石 長さ9.34㎝ 幅2.50㎝ 厚さ0.98㎝ 重さ34.1ℊ 凝灰岩

75 SD７-10 磁器 碗 肥前 30 (9.6) 3.8 5.3灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤
削り出し高台
雪輪梅樹文
畳付砂粒付着

18℃前～中

76 SD７-10 陶器 小 瀬戸・美濃 30 (6.1) (3.2) 4.2 灰黄 良好 灰釉 轆轤
削り出し高台
呉須流し掛

19Ｃ

77 SD７-10 土器 焙烙 5 〔4.7〕 黄灰 普通 外面付着

78 SD７-11 陶器 花瓶 瀬戸・美濃 90 3.8 〔8.0〕 褐灰 良好 釉・灰釉 18Ｃ前半

79 SD７-15 陶器 碗 肥前 80 (3.8)〔2.0〕褐灰 緻密 良好
透明釉
白化粧土

轆轤
貫入多 内野
山

刷毛目 17Ｃ後半～18Ｃ前半

80 SD７-17 磁器 碗 瀬戸・美濃 35 (9.0) (3.6) 5.0 灰白 良好 透明釉 轆轤 削り出し高台 見込み「寿」 19Ｃ代

81 SD７-17 磁器 小碗 瀬戸・美濃 90 6.6 3.0 4.8灰白 緻密 良好 透明釉 轆轤
畳 砂粒付微
量付着

見込み目跡 江戸末～明治初

82 SD７-17 陶器 受皿 京信楽 40 灰黄 良好 灰釉 轆轤 脚付灯火 受皿 18Ｃ

番号 遺 構 種 別 器 種 産 地 残存率
（％）

口径
（㎝）
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（㎝）

器高
（㎝） 胎 土 焼成 釉薬装飾 成型技法 器種･器形の
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第１･５･７地点
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第110図 ピット（１）
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第111図 ピット（２）

第１･５･７地点

―147―



第112図 ピット（３）
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第113図 ピット（４）

第１･５･７地点
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第114図 ピット（５）
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（５）ピット（第110～114図）

ピットは450基検出された。ピットは、第１地点

と第５地点の掘立柱建物跡周辺から多数検出され

た。ピットの幾つかは掘立柱建物跡と関連すると

思われるが、配置等の組み合わせはできなかった。

特に、Ｌ８・Ａ８グリッドのＰ１とＬ８・Ｃ９グ

リッドのＰ１から完形に陶磁器が出土し、掘立柱

建物跡との関連が注目される。

掘立柱建物跡周辺以外は、第１地点の北西から

比較的多く検出され、第１-１号井戸跡周辺に密集

している。また、Ｆ８・Ｄ９、Ｄ10とＦ８・Ｆ８、

Ｇ８グリッドで、ピットが列状に並んで検出され

たが、配置が不規則なため柵列等には考えにくい。

第115図 ピット出土遺物

第８表 ピット出土遺物観察表

番号 種 別 器 種 産 地 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎 土 焼成 釉薬装飾 成型技法 器種･器形の

特 徴 文 様 備 考

１ 磁器 碗 肥前 35 〔4.2〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤
高台際一重圏
線

18Ｃ前～中

２ 陶器 小 瀬戸・美濃 50 (7.8) 3.2 4.2 淡黄 普通 鉄釉 轆轤 削り出し高台 17Ｃ

３ 陶器 碗 瀬戸・美濃 20 〔12.0〕 4.8
灰褐

緻密 砂粒
普通 灰釉 轆轤 貫入多 無文 尾呂茶碗か 18Ｃ前

４ 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 25 (10.6)〔7.4〕 浅黄 普通 錆釉 轆轤
卸目10本/条
磨滅多

18Ｃ後半

５ 金属製品 小柄 Ａ7.4㎝ Ｂ1.4㎝ Ｃ0.6㎝ 重さ10.6ℊ 銅合金 緑錆

６ 陶器 不明 瀬戸・美濃 100 6.4〔6.3〕 浅黄 良好 鉄釉 轆轤 削り出し高台 銅緑釉流し掛けか 19Ｃ中

第９表 ピット計測表

地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ)

５ Ｌ８・Ｇ１ １ 0.30 0.28 0.67

５ Ｌ８・Ｇ１ ２ 0.32 0.28 0.40

５ Ｌ８・Ｆ３ １ 0.39 0.35 0.19

５ Ｌ８・Ｄ４ １ 0.29 0.24 0.09

５ Ｌ８・Ｄ４ ２ 0.38 0.33 0.18

５ Ｌ８・Ｄ４ ３ 0.36 0.36 0.09

５ Ｌ８・Ｄ４ ４ 0.25 0.25 0.06

５ Ｌ８・Ｄ４ ５ 0.44 0.30 0.11

５ Ｌ８・Ｄ４ ６ 0.30 0.29 0.12

５ Ｌ８・Ｄ４ ７ ― 0.23 0.16

５ Ｌ８・Ｄ４ ８ 0.44 0.37 0.16

５ Ｌ８・Ｄ４ ９ 0.46 0.34 0.12

５ Ｌ８・Ｄ４ 10 0.34 0.28 0.08

５ Ｌ８・Ｄ４ 11 0.43 0.40 0.21

５ Ｌ８・Ｄ４ 12 0.34 0.27 0.35

５ Ｌ８・Ｄ４ 13 0.37 0.36 0.10

５ Ｌ８・Ｄ４ 14 0.36 0.30 0.31

５ Ｌ８・Ｅ４ １ 0.36 0.32 0.55

５ Ｌ８・Ｆ４ １ 0.28 0.26 0.24

５ Ｌ８・Ｆ４ ２ 0.37 0.28 0.48

５ Ｌ８・Ｆ４ ３ ― 0.32 0.23

５ Ｌ８・Ｃ５ １ 0.22 0.18 0.28

地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ)

第１･５･７地点
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５ Ｌ８・Ｃ５ ２ 0.42 0.44 0.40

５ Ｌ８・Ｄ５ １ 0.42 0.40 0.53

５ Ｌ８・Ｄ５ ２ 0.24 0.22 0.21

５ Ｌ８・Ｄ５ ３ 0.35 0.32 0.34

５ Ｌ８・Ｄ５ ４ 0.26 0.23 0.19

５ Ｌ８・Ｄ５ ６ 0.82 0.76 0.23

５ Ｌ８・Ｄ５ ７ 0.44 0.40 0.12

５ Ｌ８・Ｄ５ ８ 0.38 0.33 0.33

５ Ｌ８・Ｄ５ ９ 0.26 0.25 0.14

５ Ｌ８・Ｄ５ 10 0.28 0.22 0.20

５ Ｌ８・Ｄ５ 11 0.20 0.18 0.10

５ Ｌ８・Ｄ５ 12 0.26 0.18 0.05

５ Ｌ８・Ｄ５ 13 0.20 0.18 0.22

５ Ｌ８・Ｄ５ 14 0.19 0.16 0.28

５ Ｌ８・Ｄ５ 15 ― 0.18 0.14

５ Ｌ８・Ｄ５ 16 0.30 0.27 0.30

５ Ｌ８・Ｄ５ 17 0.26 0.22 0.17

５ Ｌ８・Ｄ５ 18 0.26 0.20 0.10

５ Ｌ８・Ｄ５ 19 0.24 0.22 0.14

５ Ｌ８・Ｄ５ 20 0.40 0.36 0.39

５ Ｌ８・Ｄ５ 21 0.38 0.35 0.38

５ Ｌ８・Ｄ５ 22 0.43 0.42 0.15

５ Ｌ８・Ｄ５ 23 0.38 ― 0.30

５ Ｌ８・Ｄ５ 24 0.24 0.18 0.13

５ Ｌ８・Ｄ５ 25 0.23 0.22 0.14

５ Ｌ８・Ｄ５ 26 0.42 0.29 0.35

５ Ｌ８・Ｄ５ 27 0.32 0.36 0.56

５ Ｌ８・Ｄ５ 28 ― 0.41 0.34

５ Ｌ８・Ｄ５ 29 ― 0.35 0.27

５ Ｌ８・Ｄ５ 30 0.54 0.46 0.16

５ Ｌ８・Ｄ５ 31 0.19 0.17 0.11

５ Ｌ８・Ｄ５ 32 0.46 0.40 0.57

５ Ｌ８・Ｄ５ 33 0.40 0.22 0.52

５ Ｌ８・Ｄ５ 34 0.58 0.44 0.42

５ Ｌ８・Ｄ５ 35 0.44 0.36 0.31

５ Ｌ８・Ｄ５ 36 ― 0.40 0.09

５ Ｌ８・Ｄ５ 37 0.66 0.50 0.30

５ Ｌ８・Ｄ５ 38 0.25 0.24 0.14

５ Ｌ８・Ｄ５ 39 0.30 0.25 0.11

５ Ｌ８・Ｄ５ 40 0.32 0.29 0.23

５ Ｌ８・Ｄ５ 41 ― 0.22 0.11

５ Ｌ８・Ｄ５ 42 0.23 0.19 0.25

５ Ｌ８・Ｄ５ 43 ― 0.48 0.30

５ Ｌ８・Ｄ５ 44 0.34 0.29 0.35

５ Ｌ８・Ｄ５ 45 ― 0.34 0.35

５ Ｌ８・Ｄ５ 46 0.30 0.26 0.32

５ Ｌ８・Ｄ５ 47 0.36 0.32 0.31

５ Ｌ８・Ｄ５ 48 0.35 0.31 0.45

５ Ｌ８・Ｄ５ 49 0.40 0.38 0.36

５ Ｌ８・Ｄ５ 50 0.39 0.38 0.51

５ Ｌ８・Ｄ５ 51 0.41 0.36 0.28

５ Ｌ８・Ｄ５ 52 ― 0.35 0.44

５ Ｌ８・Ｄ５ 53 0.36 0.32 0.24

５ Ｌ８・Ｄ５ 54 0.32 0.29 0.28

５ Ｌ８・Ｄ５ 55 0.45 0.37 0.28

５ Ｌ８・Ｄ５ 56 0.21 0.18 0.25

５ Ｌ８・Ｄ５ 57 0.46 0.40 0.49

５ Ｌ８・Ｄ５ 58 0.47 0.40 0.30

５ Ｌ８・Ｄ５ 59 0.27 0.27 0.51

５ Ｌ８・Ｄ５ 60 ― 0.29 0.46

５ Ｌ８・Ｄ５ 61 0.20 0.16 0.40

５ Ｌ８・Ｄ５ 62 0.27 0.26 0.31

５ Ｌ８・Ｅ５ １ 0.33 0.32 0.25

５ Ｌ８・Ｅ５ ２ 0.36 0.34 0.20

５ Ｌ８・Ｅ５ ３ 0.31 0.31 0.21

５ Ｌ８・Ｅ５ ４ 0.36 0.36 0.27

５ Ｌ８・Ｃ６ １ 0.36 0.34 0.16

５ Ｌ８・Ｃ６ ２ 0.22 0.24 0.09

５ Ｌ８・Ｃ６ ３ 0.38 0.38 0.34

５ Ｌ８・Ｃ６ ４ 0.18 0.20 0.09

５ Ｌ８・Ｃ６ ５ 0.22 0.22 0.16

５ Ｌ８・Ｃ６ ６ 0.30 0.22 0.28

５ Ｌ８・Ｃ６ ７ 0.32 0.46 0.12

５ Ｌ８・Ｃ６ ８ 0.58 0.30 0.61

５ Ｌ８・Ｃ６ 10 0.26 0.24 0.15

５ Ｌ８・Ｃ６ 11 0.24 0.24 0.15

５ Ｌ８・Ｃ６ 12 0.24 0.20 0.20

５ Ｌ８・Ｃ６ 13 0.22 ― 0.09

５ Ｌ８・Ｃ６ 14 0.36 0.30 0.40

５ Ｌ８・Ｃ６ 15 0.30 0.32 0.20

５ Ｌ８・Ｃ６ 16 0.24 ― 0.44

５ Ｌ８・Ｃ６ 17 0.28 0.42 0.50

５ Ｌ８・Ｃ６ 18 0.30 ― 0.11

５ Ｌ８・Ｃ６ 19 0.26 0.24 0.41

５ Ｌ８・Ｃ６ 20 0.44 0.30 0.23

５ Ｌ８・Ｃ６ 21 0.30 0.28 0.11

５ Ｌ８・Ｃ６ 22 0.40 0.30 0.11

５ Ｌ８・Ｃ６ 23 0.46 0.30 0.41

地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ) 地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ)
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５ Ｌ８・Ｃ６ 24 0.38 0.32 0.55

５ Ｌ８・Ｃ６ 25 0.30 ― 0.36

５ Ｌ８・Ｃ６ 26 0.38 0.34 0.63

５ Ｌ８・Ｃ６ 27 0.46 0.36 0.79

５ Ｌ８・Ｃ６ 28 0.30 0.26 0.28

５ Ｌ８・Ｃ６ 29 0.26 0.28 0.18

５ Ｌ８・Ｃ６ 30 0.30 0.30 0.28

５ Ｌ８・Ｃ６ 31 0.24 0.20 0.42

５ Ｌ８・Ｄ６ １ 0.27 0.23 0.46

５ Ｌ８・Ｄ６ ２ 0.27 0.26 0.30

５ Ｌ８・Ｄ６ ３ 0.42 0.35 0.41

５ Ｌ８・Ｄ６ ４ 0.68 0.58 0.47

５ Ｌ８・Ｄ６ ５ 0.60 0.50 0.24

５ Ｌ８・Ｄ６ ６ 0.43 0.40 0.68

５ Ｌ８・Ｄ６ ７ 0.32 0.27 0.54

５ Ｌ８・Ｄ６ ８ 0.36 0.30 0.45

５ Ｌ８・Ｄ６ ９ ― 0.26 0.28

５ Ｌ８・Ｄ６ 10 0.60 0.54 0.74

５ Ｌ８・Ｄ６ 11 0.34 0.32 0.30

５ Ｌ８・Ｄ６ 12 0.38 0.22 0.53

５ Ｌ８・Ｄ６ 13 0.54 0.45 0.43

５ Ｌ８・Ｄ６ 14 0.48 0.44 0.49

５ Ｌ８・Ｄ６ 15 ― 0.34 0.19

５ Ｌ８・Ｄ６ 16 0.38 0.30 0.43

５ Ｌ８・Ｄ６ 17 ― 0.52 0.46

５ Ｌ８・Ｄ６ 18 0.26 0.24 0.27

５ Ｌ８・Ｄ６ 19 0.30 0.28 0.21

５ Ｌ８・Ｄ６ 20 0.26 0.24 0.11

５ Ｌ８・Ｄ６ 21 0.32 0.29 0.25

５ Ｌ８・Ｄ６ 22 0.37 ― 0.30

５ Ｌ８・Ｄ６ 23 0.23 0.16 0.20

５ Ｌ８・Ｄ６ 24 ― 0.28 0.14

５ Ｌ８・Ｄ６ 25 0.33 0.27 0.07

５ Ｌ８・Ｄ６ 26 0.48 ― 0.46

５ Ｌ８・Ｄ６ 27 0.35 0.32 0.26

５ Ｌ８・Ｄ６ 28 ― 0.28 0.19

５ Ｌ８・Ｄ６ 29 0.26 0.24 0.14

５ Ｌ８・Ｄ６ 30 0.58 0.48 0.16

５ Ｌ８・Ｄ６ 31 0.16 0.16 0.18

５ Ｌ８・Ｄ６ 32 ― 0.22 0.14

５ Ｌ８・Ｄ６ 33 0.35 0.32 0.22

５ Ｌ８・Ｄ６ 34 0.36 0.28 0.12

５ Ｌ８・Ｄ６ 35 0.26 ― 0.26

５ Ｌ８・Ｄ６ 36 0.40 0.36 0.52

５ Ｌ８・Ｄ６ 37 0.36 0.30 0.29

５ Ｌ８・Ｄ６ 38 0.23 0.20 0.16

５ Ｌ８・Ｄ６ 39 0.32 0.28 0.17

５ Ｌ８・Ｄ６ 40 0.24 0.22 0.16

５ Ｌ８・Ｄ６ 41 0.26 0.26 0.09

５ Ｌ８・Ｄ６ 42 0.36 0.34 0.59

５ Ｌ８・Ｄ６ 43 0.50 0.45 0.12

５ Ｌ８・Ｄ６ 44 ― 0.50 0.53

５ Ｌ８・Ｄ６ 45 0.40 0.28 0.48

５ Ｌ８・Ｄ６ 46 0.32 0.28 0.38

５ Ｌ８・Ｄ６ 47 ― 0.28 0.22

５ Ｌ８・Ｄ６ 48 0.44 0.44 0.59

５ Ｌ８・Ｄ６ 49 0.54 0.52 0.66

５ Ｌ８・Ｄ６ 50 0.30 0.29 0.27

５ Ｌ８・Ｄ６ 51 0.50 0.36 0.60

５ Ｌ８・Ｄ６ 52 0.42 0.36 0.41

５ Ｌ８・Ｄ６ 53 ― ― 0.35

５ Ｌ８・Ｄ６ 54 0.28 0.22 0.31

５ Ｌ８・Ｄ６ 55 0.30 0.24 0.13

５ Ｌ８・Ｄ６ 56 0.28 0.28 0.21

５ Ｌ８・Ｄ６ 57 0.24 0.20 0.18

５ Ｌ８・Ｄ６ 58 0.36 0.34 0.33

５ Ｌ８・Ｄ６ 59 0.42 0.38 0.17

５ Ｌ８・Ｄ６ 60 0.28 0.26 0.17

５ Ｌ８・Ｄ６ 61 0.30 0.28 0.10

５ Ｌ８・Ｄ６ 62 0.32 0.24 0.12

５ Ｌ８・Ｄ６ 63 0.37 0.36 0.48

５ Ｌ８・Ｄ６ 64 0.46 0.32 0.20

５ Ｌ８・Ｄ６ 65 0.26 0.22 0.46

５ Ｌ８・Ｄ６ 66 0.56 0.40 0.44

５ Ｌ８・Ｄ６ 67 0.28 0.26 0.35

５ Ｌ８・Ｄ６ 68 0.58 0.49 0.59

５ Ｌ８・Ｄ６ 69 0.57 0.35 0.44

５ Ｌ８・Ｄ６ 70 0.56 ― 0.26

５ Ｌ８・Ｄ６ 71 0.44 0.44 0.41

５ Ｌ８・Ｅ６ １ 0.28 0.16 0.28

５ Ｌ８・Ｆ６ １ 0.36 0.28 0.25

５ Ｌ８・Ｆ６ ２ 0.22 0.22 0.28

５ Ｌ８・Ｆ６ ３ 0.59 0.38 0.23

５ Ｌ８・Ｈ６ １ 0.39 0.25 0.07

５ Ｌ８・Ｈ６ ２ 0.27 0.24 0.07

５ Ｌ８・Ｈ６ ３ ― 0.49 0.11

５ Ｌ８・Ｈ６ ４ 0.49 0.23 0.15

５ Ｌ８・Ｈ６ ５ 0.22 0.21 0.17

地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ) 地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ)

第１･５･７地点
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５ Ｌ８・Ｈ６ ６ 0.49 0.26 0.05

７ Ｋ８・Ｈ７ １ 0.34 0.34 0.26

７ Ｋ８・Ｈ７ ２ 0.34 0.32 0.42

７ Ｋ８・Ｈ７ ３ 0.33 0.31 0.21

７ Ｋ８・Ｈ７ ４ 0.47 0.46 0.24

７ Ｋ８・Ｈ７ ５ 0.38 0.32 0.27

７ Ｋ８・Ｉ７ １ 0.29 0.22 0.15

７ Ｋ８・Ｉ７ ２ 0.32 0.30 0.17

７ Ｋ８・Ｉ７ ４ 0.28 0.23 0.13

７ Ｋ８・Ｉ７ ５ 0.28 0.26 0.15

７ Ｋ８・Ｉ７ ６ 0.32 0.30 0.28

７ Ｋ８・Ｉ７ ７ 0.26 0.25 0.17

７ Ｋ８・Ｉ７ ８ 0.31 0.30 0.13

７ Ｋ８・Ｉ７ ９ 0.28 0.26 0.20

７ Ｋ８・Ｉ７ 10 0.28 0.26 0.17

７ Ｋ８・Ｉ７ 11 0.22 0.22 0.19

７ Ｋ８・Ｉ７ 12 0.24 0.23 0.12

７ Ｋ８・Ｉ７ 13 0.29 0.26 0.20

７ Ｋ８・Ｉ７ 14 0.34 0.32 0.35

７ Ｋ８・Ｊ７ １ 0.30 0.22 0.36

７ Ｌ８・Ａ７ １ 0.49 0.40 0.28

７ Ｌ８・Ａ７ ２ 0.34 0.32 0.13

７ Ｌ８・Ａ７ ３ ― 0.42 0.43

７ Ｌ８・Ａ７ ４ 0.34 0.30 0.27

７ Ｌ８・Ａ７ ５ 0.28 0.25 0.28

７ Ｌ８・Ａ７ ６ 0.23 0.22 0.22

７ Ｌ８・Ａ７ ７ 0.40 0.39 0.39

７ Ｌ８・Ａ７ ８ ― 0.34 0.60

７ Ｌ８・Ｃ７ １ 0.22 0.18 0.08

７ Ｌ８・Ｃ７ ２ 0.50 0.35 0.16

７ Ｌ８・Ｃ７ ３ 0.55 0.44 0.55

７ Ｌ８・Ｃ７ ４ 0.43 0.34 0.56

７ Ｌ８・Ｃ７ ５ 0.28 0.22 0.19

７ Ｌ８・Ｃ７ ６ 0.24 0.22 0.29

７ Ｌ８・Ｃ７ ７ 0.38 0.26 0.24

７ Ｌ８・Ｃ７ ８ 0.20 0.20 0.11

７ Ｌ８・Ｃ７ ９ 0.44 0.42 0.22

７ Ｌ８・Ｃ７ 10 0.26 0.21 0.21

７ Ｌ８・Ｃ７ 11 0.38 0.34 0.29

７ Ｌ８・Ｃ７ 12 0.24 0.20 0.48

７ Ｌ８・Ｃ７ 13 0.26 0.22 0.19

１ Ｌ８・Ｄ７ １ 0.44 0.32 0.79

１ Ｌ８・Ｄ７ ２ 0.38 0.38 0.38

１ Ｌ８・Ｄ７ ３ 0.32 0.24 0.12

１ Ｌ８・Ｄ７ ４ 0.18 0.16 0.32

１ Ｌ８・Ｄ７ ５ 0.37 0.34 0.33

１ Ｌ８・Ｄ７ ６ 0.52 0.44 0.29

１ Ｌ８・Ｄ７ ７ 0.30 0.12 0.26

１ Ｌ８・Ｄ７ ８ 0.30 0.28 0.47

１ Ｌ８・Ｄ７ ９ 0.28 0.20 0.17

１ Ｌ８・Ｄ７ 10 0.26 0.22 0.20

１ Ｌ８・Ｄ７ 11 0.40 0.30 0.17

１ Ｌ８・Ｄ７ 12 0.42 0.30 0.70

１ Ｌ８・Ｄ７ 13 0.27 0.24 0.11

１ Ｌ８・Ｄ７ 14 0.31 0.27 0.89

１ Ｌ８・Ｄ７ 15 ― 0.27 0.24

１ Ｌ８・Ｄ７ 16 ― 0.40 0.30

１ Ｌ８・Ｄ７ 17 0.43 0.28 0.23

１ Ｌ８・Ｄ７ 18 0.52 0.38 0.15

１ Ｌ８・Ｄ７ 19 0.27 0.21 0.26

１ Ｌ８・Ｄ７ 20 ― 0.34 0.12

１ Ｌ８・Ｄ７ 21 0.51 0.42 0.98

１ Ｌ８・Ｄ７ 22 0.64 ― 0.77

１ Ｌ８・Ｄ７ 23 0.40 0.30 0.59

１ Ｌ８・Ｄ７ 24 ― 0.40 0.13

１ Ｌ８・Ｄ７ 25 0.34 0.26 0.65

１ Ｌ８・Ｄ７ 26 ― 0.28 0.39

１ Ｌ８・Ｄ７ 27 0.54 0.50 0.72

１ Ｌ８・Ｄ７ 28 ― 0.34 0.24

１ Ｌ８・Ｄ７ 29 0.38 0.34 0.49

１ Ｌ８・Ｄ７ 30 0.34 0.22 0.71

１ Ｌ８・Ｄ７ 31 ― 0.44 0.63

１ Ｌ８・Ｄ７ 32 ― 0.50 0.25

１ Ｌ８・Ｄ７ 33 0.34 0.26 0.25

１ Ｌ８・Ｄ７ 34 0.36 0.24 0.25

１ Ｌ８・Ｄ７ 35 0.24 0.16 0.09

１ Ｌ８・Ｄ７ 36 0.76 0.67 0.42

１ Ｌ８・Ｄ７ 37 ― 0.18 0.05

１ Ｌ８・Ｄ７ 38 0.24 0.20 0.09

１ Ｌ８・Ｄ７ 39 0.58 ― 0.52

１ Ｌ８・Ｄ７ 40 0.40 0.26 0.28

１ Ｌ８・Ｄ７ 41 0.46 0.28 0.34

１ Ｌ８・Ｄ７ 42 ― 0.26 0.14

１ Ｌ８・Ｄ７ 43 ― 0.38 0.30

１ Ｌ８・Ｄ７ 45 0.15 0.12 0.07

５ Ｌ８・Ｄ７ 47 0.30 0.30 0.36

５ Ｌ８・Ｅ７ １ 0.24 0.22 0.33

５ Ｌ８・Ｅ７ ２ 0.26 0.25 0.21

地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ) 地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ)
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５ Ｌ８・Ｅ７ ３ ― 0.24 0.11

５ Ｌ８・Ｅ７ ４ 0.26 0.22 0.39

５ Ｌ８・Ｅ７ ５ 0.34 0.32 0.65

５ Ｌ８・Ｅ７ ６ 0.26 0.26 0.17

５ Ｌ８・Ｅ７ ７ 0.46 0.40 0.24

５ Ｌ８・Ｅ７ ８ 0.28 0.26 0.46

５ Ｌ８・Ｅ７ ９ 0.36 0.24 0.51

５ Ｌ８・Ｅ７ 10 0.27 0.26 0.23

５ Ｌ８・Ｅ７ 11 0.34 0.26 0.48

５ Ｌ８・Ｅ７ 12 0.40 0.30 0.63

５ Ｌ８・Ｅ７ 13 0.38 0.36 0.51

５ Ｌ８・Ｅ７ 14 0.29 0.29 0.49

５ Ｌ８・Ｅ７ 15 0.30 0.28 0.27

５ Ｌ８・Ｅ７ 16 0.39 0.35 0.77

５ Ｌ８・Ｅ７ 17 ― 0.24 0.30

５ Ｌ８・Ｅ７ 18 0.40 0.36 0.51

５ Ｌ８・Ｅ７ 19 0.58 0.46 0.78

５ Ｌ８・Ｅ７ 20 0.32 ― 0.29

５ Ｌ８・Ｅ７ 21 0.48 0.37 0.53

５ Ｌ８・Ｅ７ 22 ― 0.30 0.23

１ Ｌ８・Ｅ７ 23 0.35 0.32 0.51

１ Ｌ８・Ｅ７ 24 ― 0.18 0.55

１ Ｌ８・Ｅ７ 25 0.40 0.32 0.49

１ Ｌ８・Ｅ７ 26 0.40 0.34 0.67

１ Ｌ８・Ｅ７ 27 0.44 0.38 0.65

１ Ｌ８・Ｅ７ 28 0.38 0.26 0.71

１ Ｌ８・Ｅ７ 29 0.30 0.26 0.80

１ Ｌ８・Ｅ７ 30 0.58 0.55 0.45

１ Ｌ８・Ｅ７ 31 0.21 0.17 0.09

１ Ｌ８・Ｅ７ 32 0.28 0.24 0.17

１ Ｌ８・Ｅ７ 33 0.30 0.28 0.49

１ Ｌ８・Ｅ７ 34 0.22 0.18 0.63

１ Ｌ８・Ｅ７ 35 0.50 0.48 0.59

１ Ｌ８・Ｅ７ 36 0.40 0.32 0.76

１ Ｌ８・Ｅ７ 37 0.20 0.18 0.23

５ Ｌ８・Ｆ７ １ 0.25 0.24 0.54

５ Ｌ８・Ｆ７ ２ 0.60 0.42 0.36

５ Ｌ８・Ｆ７ ３ 0.38 0.36 0.60

５ Ｌ８・Ｆ７ ４ 0.50 0.32 0.46

５ Ｌ８・Ｆ７ ５ 0.43 0.30 0.22

５ Ｌ８・Ｆ７ ６ ― 0.22 0.15

５ Ｌ８・Ｆ７ ７ ― 0.32 0.33

５ Ｌ８・Ｆ７ ８ ― 0.36 0.60

５ Ｌ８・Ｆ７ ９ 0.40 0.34 0.81

５ Ｌ８・Ｆ７ 10 ― 0.38 0.47

５ Ｌ８・Ｆ７ 11 0.30 0.28 0.81

５ Ｌ８・Ｆ７ 12 ― 0.26 0.31

５ Ｌ８・Ｈ７ １ 0.58 0.32 0.12

５ Ｌ８・Ｈ７ ２ 0.36 0.36 0.10

５ Ｌ８・Ｈ７ ３ 0.20 0.14 0.07

７ Ｋ８・Ｊ８ １ 0.29 0.25 0.49

７ Ｋ８・Ｊ８ ２ ― 0.41 0.27

７ Ｋ８・Ｊ８ ３ 0.65 0.50 0.62

７ Ｌ８・Ａ８ １ 0.22 0.18 0.47

７ Ｌ８・Ａ８ ２ 0.52 0.43 0.36

７ Ｌ８・Ａ８ ３ 0.36 0.36 0.28

７ Ｌ８・Ａ８ ４ 0.34 0.31 0.56

７ Ｌ８・Ａ８ ５ 0.31 0.25 0.38

７ Ｌ８・Ａ８ ６ 0.36 0.34 0.14

７ Ｌ８・Ａ８ ７ 0.52 0.46 0.51

７ Ｌ８・Ａ８ ８ 0.41 0.34 0.35

７ Ｌ８・Ａ８ ９ 0.45 0.40 0.31

７ Ｌ８・Ａ８ 10 0.59 0.45 0.42

７ Ｌ８・Ａ８ 11 0.42 0.36 0.33

７ Ｌ８・Ａ８ 12 ― 0.44 0.27

１ Ｌ８・Ｂ８ １ 0.46 0.40 0.41

１ Ｌ８・Ｃ８ １ 1.20 0.64 0.23

１ Ｌ８・Ｃ８ ２ 0.26 0.18 0.12

１ Ｌ８・Ｃ８ ３ 0.18 0.18 0.11

１ Ｌ８・Ｃ８ ４ 0.50 0.50 0.81

１ Ｌ８・Ｃ８ 14 0.16 0.16 0.10

１ Ｌ８・Ｃ８ 16 0.22 0.20 0.11

１ Ｌ８・Ｃ８ 17 0.40 0.32 0.28

１ Ｌ８・Ｃ８ 18 0.25 ― 0.16

１ Ｌ８・Ｃ８ 19 0.28 0.24 0.44

１ Ｌ８・Ｃ８ 20 0.34 0.34 0.25

１ Ｌ８・Ｃ８ 21 0.30 0.30 0.12

１ Ｌ８・Ｃ８ 22 0.45 0.30 0.40

１ Ｌ８・Ｃ８ 23 0.39 0.32 0.65

１ Ｌ８・Ｃ８ 24 0.45 0.42 0.42

１ Ｌ８・Ｃ８ 25 0.28 0.25 0.15

１ Ｌ８・Ｃ８ 26 0.14 0.12 0.45

１ Ｌ８・Ｃ８ 27 0.20 0.16 0.13

１ Ｌ８・Ｄ８ １ 0.30 0.27 0.26

１ Ｌ８・Ｄ８ ２ 0.35 0.30 0.26

１ Ｌ８・Ｄ８ ３ 0.40 0.34 0.23

１ Ｌ８・Ｄ８ ４ 0.30 0.27 0.33

１ Ｌ８・Ｄ８ ５ 0.50 0.40 0.18

地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ) 地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ)

第１･５･７地点
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１ Ｌ８・Ｄ８ ６ 0.30 0.23 0.13

１ Ｌ８・Ｄ８ ７ 0.30 0.27 0.17

１ Ｌ８・Ｄ８ ９ 0.22 0.18 0.07

１ Ｌ８・Ｄ８ 10 0.68 0.46 0.27

１ Ｌ８・Ｄ８ 11 0.40 0.35 0.27

１ Ｌ８・Ｄ８ 12 0.30 0.18 0.36

１ Ｌ８・Ｄ８ 13 ― 0.32 0.15

１ Ｌ８・Ｄ８ 14 0.26 0.22 0.61

１ Ｌ８・Ｄ８ 16 0.38 0.32 0.23

１ Ｌ８・Ｄ８ 17 0.48 0.36 0.29

１ Ｌ８・Ｄ８ 18 0.32 0.26 0.30

１ Ｌ８・Ｄ８ 19 0.18 0.15 0.13

１ Ｌ８・Ｄ８ 21 0.25 0.17 0.21

１ Ｌ８・Ｄ８ 22 0.30 0.30 0.49

１ Ｌ８・Ｄ８ 23 0.65 0.46 0.29

１ Ｌ８・Ｄ８ 24 0.33 0.25 0.76

１ Ｌ８・Ｄ８ 25 0.35 0.31 0.46

１ Ｌ８・Ｅ８ １ 0.33 0.32 0.30

１ Ｌ８・Ｅ８ ２ ― 0.26 0.23

１ Ｌ８・Ｅ８ ３ 0.28 0.26 0.21

１ Ｌ８・Ｅ８ ４ 0.36 0.30 0.20

１ Ｌ８・Ｅ８ ５ 0.26 0.24 0.33

１ Ｌ８・Ｅ８ ６ 0.42 0.32 0.56

１ Ｌ８・Ｅ８ ８ 0.51 0.32 0.60

１ Ｌ８・Ｅ８ ９ 0.54 0.30 0.92

１ Ｌ８・Ｅ８ 10 0.28 0.24 0.29

１ Ｌ８・Ｅ８ 11 0.38 0.34 0.35

１ Ｌ８・Ｅ８ 12 0.70 0.54 0.34

１ Ｌ８・Ｅ８ 13 0.33 0.32 0.25

１ Ｌ８・Ｅ８ 14 0.54 0.38 0.60

１ Ｌ８・Ｅ８ 15 0.38 0.32 0.49

１ Ｌ８・Ｅ８ 16 0.40 0.30 0.53

１ Ｌ８・Ｅ８ 17 0.25 0.21 0.34

１ Ｌ８・Ｆ８ １ 0.56 0.28 0.78

１ Ｌ８・Ｆ８ ２ 0.28 0.28 0.33

１ Ｌ８・Ｆ８ ３ 0.22 0.20 0.26

１ Ｌ８・Ｆ８ ４ 0.30 0.24 0.33

１ Ｌ８・Ｆ８ ５ 0.46 0.39 0.24

１ Ｌ８・Ｆ８ ６ 0.48 0.35 0.25

１ Ｌ８・Ｆ８ ７ 0.42 0.40 0.63

１ Ｌ８・Ｆ８ ８ 0.34 0.26 0.56

１ Ｌ８・Ｆ８ ９ 0.42 ― 0.48

１ Ｌ８・Ｆ８ 10 ― 0.39 0.68

１ Ｌ８・Ｆ８ 11 0.61 0.45 0.72

１ Ｌ８・Ｆ８ 12 ― 0.34 0.34

１ Ｌ８・Ｆ８ 13 0.38 0.37 0.60

１ Ｌ８・Ｆ８ 14 0.26 0.24 0.42

１ Ｌ８・Ｇ８ １ ― 0.38 0.45

１ Ｌ８・Ｇ８ ２ 0.52 0.37 0.52

１ Ｌ８・Ｇ８ ４ 0.52 0.31 0.58

１ Ｌ８・Ｇ８ ５ 0.29 ― 0.21

１ Ｌ８・Ｇ８ ６ 0.26 0.24 0.52

１ Ｌ８・Ｇ８ ７ 0.41 0.34 0.47

１ Ｌ８・Ｇ８ ８ 0.41 0.29 0.57

１ Ｌ８・Ｇ８ ９ 0.26 0.25 0.28

１ Ｌ８・Ｇ８ 10 0.31 0.27 0.35

７ Ｋ８・Ｊ９ １ 0.40 0.38 0.28

７ Ｋ８・Ｊ９ ２ 0.32 0.30 0.37

７ Ｋ８・Ｊ９ ３ 0.48 0.31 0.32

７ Ｋ８・Ｊ９ ４ 0.45 0.41 0.20

７ Ｋ８・Ｊ９ ５ 0.34 0.30 0.41

７ Ｋ８・Ｊ９ ６ 0.59 0.49 0.26

７ Ｋ８・Ｊ９ ７ 0.38 0.36 0.38

７ Ｋ８・Ｊ９ ８ 0.34 0.32 0.42

７ Ｋ８・Ｊ９ ９ 0.42 0.37 0.34

７ Ｋ８・Ｊ９ 10 0.28 0.23 0.22

７ Ｌ８・Ａ９ １ 0.28 0.26 0.36

１ Ｌ８・Ｃ９ １ 0.45 0.30 0.17

１ Ｌ８・Ｃ９ ２ 0.47 0.29 0.30

１ Ｌ８・Ｃ９ ５ 0.26 0.24 0.19

１ Ｌ８・Ｃ９ ６ 0.26 0.22 0.20

１ Ｌ８・Ｃ９ ７ 0.25 0.24 0.65

１ Ｌ８・Ｃ９ ８ 0.31 0.29 0.35

１ Ｌ８・Ｃ９ ９ 0.45 0.30 0.26

１ Ｌ８・Ｃ９ 10 0.26 0.26 0.22

１ Ｌ８・Ｃ９ 11 0.37 0.35 0.60

１ Ｌ８・Ｃ９ 12 0.65 0.42 0.35

１ Ｌ８・Ｃ９ 13 0.28 0.22 0.03

１ Ｌ８・Ｃ９ 14 0.32 0.28 0.50

１ Ｌ８・Ｃ９ 15 0.25 0.20 0.39

１ Ｌ８・Ｃ９ 16 0.28 0.23 0.09

１ Ｌ８・Ｃ９ 17 0.25 0.25 0.07

１ Ｌ８・Ｃ９ 18 0.33 0.32 0.34

１ Ｌ８・Ｃ９ 19 0.22 0.18 0.32

１ Ｌ８・Ｃ９ 20 0.25 0.22 0.37

１ Ｌ８・Ｃ９ 21 0.20 0.18 0.41

１ Ｌ８・Ｃ９ 22 0.26 0.22 0.17

１ Ｌ８・Ｃ９ 23 0.23 0.23 0.47

地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ) 地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ)
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１ Ｌ８・Ｃ９ 24 0.24 0.23 0.24

１ Ｌ８・Ｃ９ 25 0.30 0.30 0.22

１ Ｌ８・Ｄ９ １ 0.28 0.28 0.09

１ Ｌ８・Ｄ９ ２ 0.32 0.30 0.19

１ Ｌ８・Ｄ９ ３ 0.30 0.24 0.12

１ Ｌ８・Ｄ９ ４ 0.28 ― 0.10

１ Ｌ８・Ｄ９ ５ 0.28 0.28 0.21

１ Ｌ８・Ｄ９ ６ 0.42 0.32 0.32

１ Ｌ８・Ｄ９ ７ ― 0.22 0.07

１ Ｌ８・Ｄ９ ８ ― 0.22 0.31

１ Ｌ８・Ｄ９ ９ 0.36 0.28 0.26

１ Ｌ８・Ｄ９ 10 0.36 0.32 0.27

１ Ｌ８・Ｄ９ 11 0.40 0.31 0.36

１ Ｌ８・Ｄ９ 12 0.42 0.40 0.81

１ Ｌ８・Ｄ９ 13 0.20 0.19 0.27

１ Ｌ８・Ｄ９ 14 0.28 0.26 0.19

１ Ｌ８・Ｄ９ 15 0.32 0.30 0.22

１ Ｌ８・Ｄ９ 16 0.14 0.14 0.09

１ Ｌ８・Ｄ９ 17 0.20 0.19 0.09

１ Ｌ８・Ｅ９ １ 0.48 0.32 0.58

１ Ｌ８・Ｅ９ ２ 0.56 0.44 0.48

１ Ｌ８・Ｅ９ ３ 0.38 0.32 0.62

１ Ｌ８・Ｅ９ ４ ― 0.24 0.40

１ Ｌ８・Ｅ９ ５ 0.46 0.44 0.82

１ Ｌ８・Ｅ９ ６ 0.30 0.28 0.37

１ Ｌ８・Ｅ９ ７ 0.41 0.34 0.62

１ Ｌ８・Ｅ９ ８ 0.24 0.24 0.21

１ Ｌ８・Ｅ９ 10 0.62 0.50 0.65

１ Ｌ８・Ｅ９ 11 0.38 0.36 0.42

１ Ｌ８・Ｅ９ 12 0.48 0.42 0.30

１ Ｌ８・Ｅ９ 13 0.45 0.44 0.23

１ Ｌ８・Ｅ９ 14 0.33 0.32 0.33

１ Ｌ８・Ｅ９ 15 0.36 0.32 0.33

１ Ｌ８・Ｅ９ 16 0.38 0.26 0.33

１ Ｌ８・Ｅ９ 17 0.41 0.38 0.37

１ Ｌ８・Ｅ９ 18 0.55 0.38 0.20

１ Ｌ８・Ｅ９ 19 0.30 0.26 0.19

１ Ｌ８・Ｅ９ 20 0.31 0.25 0.13

１ Ｌ８・Ｅ９ 21 0.28 0.24 0.20

１ Ｌ８・Ｅ９ 22 0.22 0.22 0.22

１ Ｌ８・Ｅ９ 23 0.28 0.27 0.30

１ Ｌ８・Ｅ９ 24 0.19 0.17 0.17

１ Ｌ８・Ｅ９ 25 0.62 0.51 0.20

１ Ｌ８・Ｅ９ 26 0.32 0.30 0.17

１ Ｌ８・Ｆ９ １ 0.31 0.28 0.20

１ Ｌ８・Ｆ９ ２ 0.40 0.34 0.24

１ Ｌ８・Ｆ９ ３ 0.28 0.25 0.18

１ Ｌ８・Ｆ９ ４ 0.28 0.24 0.18

１ Ｌ８・Ｆ９ ５ 0.30 0.30 0.12

１ Ｌ８・Ｆ９ ６ 0.40 0.38 0.32

１ Ｌ８・Ｆ９ ７ 0.71 0.62 0.27

１ Ｌ８・Ｆ９ ８ 0.18 0.16 0.29

１ Ｌ８・Ｆ９ ９ 0.32 0.26 0.32

１ Ｌ８・Ｆ９ 10 0.36 0.34 0.27

１ Ｌ８・Ｆ９ 11 0.45 0.37 0.30

１ Ｌ８・Ｆ９ 12 0.26 0.26 0.62

７ Ｋ８・Ｊ10 １ 0.33 0.24 0.24

１ Ｌ８・Ｂ10 １ 0.30 0.30 0.30

１ Ｌ８・Ｂ10 ２ 0.36 0.27 0.23

１ Ｌ８・Ｂ10 ３ 0.56 0.16 0.29

１ Ｌ８・Ｂ10 ４ 0.25 0.18 0.35

１ Ｌ８・Ｃ10 １ 0.35 0.32 0.45

１ Ｌ８・Ｃ10 ２ 0.22 0.21 0.19

１ Ｌ８・Ｃ10 ３ 0.39 0.23 0.23

１ Ｌ８・Ｃ10 ４ 0.27 0.21 0.16

１ Ｌ８・Ｃ10 ５ 0.26 0.20 0.12

１ Ｌ８・Ｃ10 ６ 0.17 0.16 0.21

１ Ｌ８・Ｃ10 ７ 0.30 0.26 0.22

１ Ｌ８・Ｄ10 １ 0.18 0.18 0.10

１ Ｌ８・Ｄ10 ２ 0.44 0.39 0.33

１ Ｌ８・Ｄ10 ３ ― 0.26 0.33

１ Ｌ８・Ｄ10 ４ 0.38 0.33 0.55

１ Ｌ８・Ｄ10 ５ ― 0.26 0.27

１ Ｌ８・Ｄ10 ６ 0.32 0.30 0.19

１ Ｌ８・Ｄ10 ７ 0.32 0.22 0.19

１ Ｌ８・Ｄ10 ９ 0.27 0.26 0.21

１ Ｌ８・Ｄ10 10 0.30 0.26 0.29

１ Ｌ８・Ｄ10 11 0.39 0.30 0.45

１ Ｌ８・Ｄ10 12 0.49 0.36 0.61

１ Ｌ８・Ｅ10 １ 0.28 0.24 0.32

１ Ｌ８・Ｅ10 ２ 0.25 0.24 0.26

１ Ｌ９・Ｅ１ １ 0.22 0.20 0.12

１ Ｌ９・Ｅ１ ２ 0.30 0.26 0.19

１ Ｌ９・Ｊ３ 1 0.59 0.55 0.78

地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ) 地点 グリッド 番号 長径(ⅿ)短径(ⅿ)深さ(ⅿ)

第１･５･７地点

―157―



第116図 グリッド出土遺物（１）
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第117図 グリッド出土遺物（２）

第10表 グリッド出土遺物観察表

番号 種 別 器 種 産 地 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎 土 焼成 釉薬装飾 成型技法 器種･器形の

特 徴 文 様 備 考

１ 陶器 小 瀬戸・美濃 80 3.0 〔1.5〕灰 緻密 良好 灰釉 轆轤

２ 陶器 皿 瀬戸・美濃 ５ 〔1.6〕 灰白 普通 灰釉 轆轤 18Ｃか

３ 陶器 小 瀬戸・美濃 45 8.4 3.4 3.9 灰白 普通 鉄釉 轆轤 17Ｃ後半

４ 陶器 皿 瀬戸・美濃 5 〔1.6〕 灰白 普通 灰釉 轆轤 18Ｃか

５ 磁器 碗 肥前 10 (4.3)〔3.1〕乳白 緻密 良好 灰釉 轆轤 高台内銘 18Ｃ前～中

６ 陶器 鉢 瀬戸・美濃 ５ 〔3.1〕浅黄 緻密 良好
灰釉
銅緑釉

轆轤 18Ｃ後半

第１･５･７地点
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７ 陶器 徳利か 瀬戸・美濃 ５ (4.0) 〔3.8〕 灰白 良好 鉄釉 轆轤 灰吹き 18Ｃ

８ 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 ５ 〔4.5〕明褐 緻密 普通 鉄釉 18Ｃ代か

９ 土器 かわらけ 85 (8.6) 8.8 1.7 黄橙 緻密 良好 轆轤 灯明皿に転用か タール付着

10 土器 かわらけ 35 (9.1) (5.0) 1.7
灰黄褐
緻密

普通 轆轤 灯明皿に転用か タール付着

11 鉄製品 鎌か Ａ8.2㎝ Ｂ3.3㎝ Ｃ0.6㎝ 重さ37.4ℊ 銹化著しい

12 金属製品 煙管
火皿部分
100％

Ａ1.5㎝ Ｂ1.6㎝ Ｃ1.0㎝ 重さ2.1ℊ 銅合金 緑錆

13 石製品 砥石 Ａ6.2㎝ Ｂ2.8㎝ Ｃ3.0㎝ 重さ80.6ℊ

14 陶器 皿 瀬戸・美濃 10 (14.0) (8.8) 3.0 灰白 良好
釉･銅
釉

轆轤 貫入多 菊皿 17Ｃ中～後半 二次的被熱

15 陶器 皿 瀬戸・美濃 ５ (8.4)〔1.1〕
灰白
微砂粒

良好
釉・長
釉

轆轤 志野 17Ｃ前葉

16 陶器 皿 瀬戸・美濃 20 (8.6) 〔13〕 灰白 普通 長石釉 轆轤 貫入多 志野 見込み目跡 17Ｃ前葉

17 陶器 瓶か 瀬戸・美濃 90 (12.0)〔4.4〕 灰白 良好 灰釉 轆轤 19Ｃ前半

18 土器 かわらけ 10 (11.8) 〔1.9〕 黄褐 普通 轆轤

19 石製品 火打石 長さ3.97㎝ 幅3.25㎝ 厚さ1.7㎠ 重さ25.3ℊ メノウ

20 鉄製品 刀子か Ａ4.0㎝ Ｂ2.8㎝ Ｃ1.2㎝ Ｄ0.5㎝ 重さ10.7ℊ 銹化著しい

21 鉄製品 刀子か Ａ6.9㎝ Ｂ1.3㎝ Ｃ0.5㎝ 重さ24.1ℊ 銹化著しい

22 古銭 寛永通寶 寛永通宝

23 銭か キセルの火皿を潰したもの

24 磁器 碗 肥前 ５ (8.4) 〔3.6〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 轆轤目顕著 草花文 18Ｃ前～中

25 磁器 碗 肥前 10 (11.2) 〔4.6〕灰白 緻密 普通 灰釉 轆轤 雨降り文 18Ｃか

26 磁器 碗 肥前 50 40.4 (4.2) 5.0 灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 削り出し高台
呉須絵 雪輪
梅樹文

くらわんか碗 畳付に砂粒付着 18Ｃ中

27 磁器 碗 肥前 60 4.0 〔3.0〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤
高台内砂粒付
着 高台内銘
あり

雪輪梅樹文 くらわんか碗 18Ｃ中

28 磁器 碗 肥前 35 (8.2) (2.9) 3.9 灰白 良好 灰釉 轆轤 削り出し高台 外面くらわんか碗 18Ｃ前半

29 磁器 碗 肥前 30 (10.2) 4.0 〔5.2〕 灰白 良好 灰釉 轆轤 貫入多 菊花文 18Ｃ中～後

30 磁器 碗 肥前 20 (4.2)〔2.4〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 銘あり 貫入多 17Ｃ後葉

31 磁器 碗 肥前 10 (11.6) 〔3.9〕灰白 緻密 良好 灰釉 轆轤 蛸唐草文 18Ｃ後～19Ｃ前半

32 磁器 蓋 瀬戸・美濃 40 (6.4) 〔1.1〕灰白 緻密 普通 灰釉 轆轤
氷裂地菊花繫
ぎ文

18Ｃ後半～19Ｃ前半

33 陶器 皿 瀬戸・美濃 90 4.8 〔1.3〕褐灰 緻密 普通 灰釉 轆轤 貫入多 摺絵 18Ｃ代 摺絵皿

34 陶器 香炉 瀬戸・美濃 20 〔2.9〕 浅黄 良好 鉄釉 轆轤
三足 二次的
被熱

19Ｃ

35 陶器 鉢 肥前 ５ (10.0)〔2.4〕にぶい赤褐 良好 鉄釉 轆轤
削り出し高台
見込み砂目跡

17Ｃ末～18Ｃ前

36 陶器 片口鉢 瀬戸・美濃 50 (7.2)〔2.0〕 浅黄 良好 鉄釉 轆轤 削り出し高台 17Ｃ～18Ｃ

37 白磁 皿 肥前 40 (11.6) (3.8)〔3.6〕灰白 緻密 良好 轆轤
削り出し高台
見込み蛇の目
釉剥ぎ

18Ｃ前～中

38 陶器 灯明受皿 瀬戸・美濃 ５ 灰白 良好 鉄釉 轆轤 19Ｃ前後

39 陶器 灯明皿 瀬戸・美濃 40 (11.2) (6.2) 2.6 黄灰 良好
鉄釉・灰
釉流し

轆轤
見込み円錐ピ
ン跡

18Ｃ中～後

40 陶器 仏花瓶か 瀬戸・美濃 10 (12.8) 〔5.8〕 灰黄 良好 灰釉 轆轤 貫入多 18Ｃ後半～19Ｃか

41 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 ５ 〔5.2〕灰褐 緻密 良好 鉄釉 轆轤 18Ｃ後半～19Ｃ前半

42 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 ５ (27.4) 〔5.7〕 浅黄 良好 鉄釉 轆轤 18Ｃ後半

43 陶器 擂鉢 丹波 ５ 〔4.5〕 褐灰 良好
輪積みか 内
面鉄釉 卸目
磨耗

18Ｃ

44 土器 焙烙 ５ 〔5.3〕 浅黄 普通

番号 種 別 器 種 産 地 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎 土 焼成 釉薬装飾 成型技法 器種･器形の

特 徴 文 様 備 考
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第２・３地点の遺構と遺物

１．概 要
第２・３地点は遺跡範囲の南西部、一般国道16

号バイパスの南側に位置している。大グリッドで

Ｍ５、Ｍ６、Ｍ７、Ｎ５、Ｎ６、Ｎ７グリッドに

またがっている。第２地点は現道を挟んで２区画

に分かれる。第３地点は台地西縁に位置し、発掘

調査前の状況は崖線に沿って竹藪であった。

調査面積は広いが、遺構の分布は比較的散漫で、

時期ごとに小さなまとまりに分かれる。第２地点

は台地奥に入るため、近世の遺構が主であった。

第３地点は台地の西縁に沿って旧石器時代及び縄

文時代の遺構・遺物が見つかっている。

検出された遺構は、旧石器時代は石器集中１箇

所。縄文時代は早期の炉穴１基、中期後半から後

期の住居跡３軒、集石土壙２基、土壙２基。近世

は掘立柱建物跡２棟とそれを「コ」字状に囲む柵

列跡５条、溝跡39条、土壙173基である。

旧石器時代は、第２暗色帯上面から石器集中１

箇所が検出された。第１次調査区（一般国道16号

パイパス部分）では、第２暗色帯中の石器時代集

中が報告され、大宮台地における後期旧石器時代

前半期の石器群として注目されている。今回検出

された石器群は、第２暗色帯上面と第１次調査よ

りは編年的に新しくなるが、後期旧石器時代前半

期の基礎資料として重要である。第１次調査で出

土した石器群は、ガラス質黒色安山岩を主体的に

用いて、亀甲状の石核から小形幅広剥片を石器集

中内で剥片剥離しており、明確な製品が無い。そ

れに対し、今回の調査で検出された石器群は、黒

色頁岩と黒耀石が用いられ、前者は縦長剥片を主

体に遺跡内に持ち込まれており、ナイフ形石器が

含まれる。後者は小形の不定形剥片の縁辺の一部

に微細な剥離痕が見られる。定型的な石器という

より、便宜的に使用した結果と思われる。第１次

調査と今回の調査で検出された石器群は、石器の

技術形態及び石器石材の運用方法が異なってい

る。

縄文時代の遺構と遺物は、台地の西縁部から炉

穴が検出された。焼土の範囲から数回に渡って使

われたと思われる。焼土の一箇所から条痕文系土

器がほぼ１個体潰れた形で検出された。

中期末葉から後期初頭の遺構は、住居跡が台地

西縁の一般国道16号バイパスに隣接した地点か

ら３軒検出された。遺構はいずれも耕作等によっ

て削平されており、遺存状態は悪かった。

集石土壙は第２地点と第３地点からそれぞれ１

基検出された。住居跡等が台地の西縁に近接する

のに対し、集石土壙は台地奥に入ったところから

検出された。

土壙は、炉穴の周辺と第２地点の台地奥部から

検出された。第２地点の第２-18号土壙は、円形で

掘り込みは浅いが、黒耀石製の砕片が出土してい

る。

近世の遺構は、第２地点から、「コ」字状に柵列

で囲まれ、北側を溝跡で区切られた範囲から、掘

立柱建物跡が検出された。掘立柱建物跡は２回の

立て替えが行われており、長軸9.2ⅿ、単軸3.6ⅿ

で４間×２間の長方形である。掘立柱建物跡を囲

む柵と建物の長軸方位がずれている。また、掘立

柱建物跡の北側で柵列に囲まれた範囲から、第２

-71号土壙が検出された。第２-５号溝跡に一部壊

されているが、陶磁器類が多量に出土している。

第２･３地点
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第118図 第２･３地点全体図区割図
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第119図 第２･３地点全体図（１）

第２･３地点
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第120図 第２･３地点全体図（２）
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第121図 第２･３地点全体図（３）

第２･３地点

―165―



第122図 第２･３地点全体図（４）

―166―



第123図 第２･３地点全体図（５）

第２･３地点
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２．旧石器時代
第２・３地点は遺跡の範囲の中で西側に位置し、

一般国道16号バイパスの南側に当たる。特に、第

３地点は台地の西縁に近く、一般国道16号バイパ

ス建設に伴う第１次調査で、近接した地点から第

２暗色帯とハードローム層から石器群が検出され

ているため、旧石器時代の石器群が検出される可

能性が高いと想定された。

旧石器時時代の調査は、10ⅿグリッドの北西杭

を基本に、調査区に合わせて全体を網羅するよう

に、２×２ⅿの小グリッドを25箇所設定し、ロー

ム層の掘り下げを行った。

ローム層の堆積状況は、台地を東西、南北に横

断するように土層断面を観察した。

Ｃ・Ｄ・Ｅグリッドの断面図は、台地西縁に

沿って南北方向に20ⅿ間隔で並べ、Ｆグリッドは

南側に40ⅿ、台地の奥まったところの断面である。

ローム層の堆積状況はほぼフラットで、Ｄ・Ｅグ

リッドは第１暗色帯と第２暗色帯の間に、黄褐色

ロームブロックが部分的に層を成しており、第Ⅵ

層として分層した。また、第２暗色帯は上下に分

層され、第Ⅷ層に黄褐色ロームがブロック状に含

まれていた。Ｆグリッドは台地奥部になるためか、

第Ⅵ層は確認できず、第２暗色帯の層厚が薄く

なっている。

一方、Ｇ・Ｈ・Ｉグリッドの断面図は、台地を

東西方向に30ⅿ間隔で並べた。Ｇグリッドの断面

は南北方向の断面を同じく、第Ⅵ層が部分的に確

認され、第２暗色帯も上下に分離できた。しかし、

台地の奥部になるＨ・Ｉグリッドの断面図は、第

Ⅵ層は確認されなかった。また、第２暗色帯の層

厚は薄くなり、第Ⅶ層と第Ⅸ層の分離は不明確に

なる。上層では第Ⅲ層のソフトローム化によって、

第Ⅳ層ハードロームの分離が難しくなっている。

第Ⅹ層は色調的に明るい黄褐色となり、第２暗

色帯に比べ粘性が弱く軟質になる。また、小礫（イ

モ石）が多く含まれる。

第２地点は台地崖線から100ⅿ以上、台地の奥

まったところに位置する。土層断面はＡ・Ｂグリッ

ドの断面を観察すると、Ａグリッドの断面はソフ

トローム化が第Ⅴ層の第１暗色帯中まで進み、第

Ⅳ層が断面で観察することができなかった。第２

暗色帯の層厚も薄く、第Ⅶ層と第Ⅸ層の分離が不

能であった。Ｂグリッドの断面はＡグリッド同様、

ソフト化が第１暗色帯中まで進んでおり、第２暗

色帯の分離も不能であったが、層厚はＡグリッド

断面より厚く、台地奥部に向かって単純に層厚が

薄くなるのではないことが分かった。

全体の傾向は、台地縁辺部は堆積が厚く第Ⅵ層

の分離、第２暗色帯の第Ⅶ層と第Ⅸ層の分離が比

較的明確であった。一方、台地奥部になると層厚

が薄くなる傾向に伴い、ソフトローム化が第１暗

色帯（第Ⅴ層）中まで達し、断面で第Ⅳ層が確認

できなくなる。第２暗色帯の分離もできなかった。

25箇所のグリッドを設定し、第３地点の台地縁

辺部を中心に、複数グリッドで石器群が検出され

ると想定したが、Ｍ５・Ｊ２グリッドからの検出

のみであった。しかし、当グリッドからは第２暗

色帯上面（第Ⅶ層）の石器群が検出され、調査範

囲の拡張をおこなった。その結果、第Ⅶ層上面に

張り付くように、殆どレベルの上下差が無い状態

でナイフ形石器、縦長剥片等が径2.5～３ⅿの範

囲にまとまって検出された。出土点数は30点で

あったが、第１次調査下層の石器群と合わせて、

大宮台地の後期旧石器時代前半を検討するのに、

基礎的資料となる石器群である。
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第124図 第２･３地点旧石器調査区

第２･３地点
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第３-１号石器集中（第125～131図）

Ｍ５・Ｉ２、Ｊ２グリッドに位置する。

遺物分布

石器は南北約3.0ⅿ、東西約4.0ⅿの範囲に分布

し、北東側の長径2.5ⅿ、短径2.0ⅿの楕円形に27

点が比較的まとまり、南西側に少しはなれて３点

出土している。前者をａ後者をｂとし検討してゆ

く。

ａ：は楕円形に分布しているが、中央部がやや

散漫で、南東部の４点を挟んで、北東部に13点、

南西部に10点の小さなまとまりがみられる。それ

ぞれのまとまりは、ナイフ形石器、縦長剥片、磨

石等の大形の石器と、黒耀石、硬質頁岩製の小形

の石器が含まれており、有意な差はない。

ｂ：はａの南西約１ⅿ離れた地点から、剥片と

砕片が出土している。出土層位や石器石材等から

同一時期と判断される。

層位

土層断面図は、拡張区の東壁と南壁を図化した。

第Ⅱ層：暗黄褐色土、縄文時代早期の土器が含ま

れる。

第Ⅲ層：ソフトローム、ソフト化は第Ⅴ層上部ま

で達している。

第Ⅳ層：ハードローム、ソフト化が進んでいるが、

南壁は比較的残りがよく、東壁でもブロック状

に確認できる。

第Ⅴ層：第１暗色帯、白色粒子を多く含む。

第Ⅵ層：ハードローム、第Ⅴ層をベースに黄褐色

のブロックが入る。第Ⅴ層との分離は難しいが、

第Ⅴ層下部に水平に堆積しているので、第Ⅵ層

として捉えた。白色粒子を多く含む。

第Ⅶ層：第２暗色帯上部、赤色スコリアを多く、

黒色スコリアを少量、炭化物粒子を多く含む。

第Ⅸ層：第２暗色帯下部、暗黄褐色のブロックを

含む。色調は第Ⅶ層より明るい。

第Ⅹ層：ハードローム、黄褐色土、第Ⅸ層と比べ

柔らかく、粘性は弱い。

※第Ⅶ～Ⅸ層は小礫（イモ石）を多く含む。

出土層位

石器は第Ⅶ層の上面に張り付くように検出され

た。各石器のレベル頻度分布をみると、標高14.25

ⅿを中心に上下幅15㎝の範囲に分布している。

ローム層中に遺物は上下差を持って出土する場合

が多く、大木戸遺跡の他地点及び周辺の遺跡にお

いてもローム層中の遺物は、かなりのレベル差が

みられる。当該石器集中の在り方は、第Ⅶ層すな

わち第２暗色帯直上という条件によるためか、今

後の類例をもって検討したい。

器種別分布（第125図）

上記の遺物分布の検討では、各まとまりに有意

な差はみられないが、器種ごとの分布という視点

では、ａの南西側に縦長剥片が分布し、北東側に

小形の剥片及び微細な加工が施された剥片が分布

する傾向が僅かにみられる。

ナイフ形石器は２点とも分布の中心に近く、縦

長剥片は分布の周辺から出土する傾向がある。ま

た、敲石は分布の北東端近くから出土している。

砕片はａの北東部とｂから出土しており、分布の

中心部からは検出されていない。

石器石材分布（第126図）

次に、石器石材分布を検討する。第３-１号石器

集中では、黒色頁岩、頁岩、ガラス質黒色安山岩

製のナイフ形石器、縦長剥片等の大形の石器群と、

黒耀石・硬質頁岩製の剥片及び微細な加工のある

剥片等の小形の石器群が認められる。前者は全体

に分布し、後者は北側にやや偏って分布している。

なお、砕片はガラス質黒色頁岩と黒色頁岩が４点

中３点を占め、多くが前者の石器石材に含まれる。

器種組成

石器の総点数は30点である。器種組成はナイフ

形石器２点、剥片18点、加工痕のある剥片５点、

砕片４点、敲石１点と比較的単純である。剥片の

内15点が７～10㎝の縦長剥片で全体の60％を占

めている。
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第125図 第３-１号石器集中（１）

第２･３地点
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第126図 第３-１号石器集中（２）
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第127図 第３-１号石器集中（３）

第２･３地点
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石器石材

石器石材の組成は、黒色頁岩が15点50％と主体

を占め、頁岩が１点３％、硬質頁岩が３点10％、

ガラス質黒色安山岩が３点10％、黒耀石が７点

23％、安山岩が１点３％である。黒色頁岩・ガラ

ス質安山岩等がナイフ形石器・縦長剥片の大形の

石器群と、黒耀石・硬質頁岩が加工痕のある剥片

等の小形石器群と有意な関係がみられる。

石器点数は30点と少ないが、肉眼観察において

同一母岩をまとめられる資料は殆ど無く、それぞ

れ剥片の状態で遺跡内に持ち込まれたものと思わ

れる。また、器種組成も縦長剥片が主体を占め、

遺跡内での剥片剥離作業の痕跡はみられない。

出土石器（第128～131図）

石器は30点出土し、25点を図示した。

１はナイフ形石器である。先端を欠損する。外

形は、両側縁が緩い弧を描きながら先端が尖る、

左右対称である。素材剥片は、断打面の厚手の縦

長剥片を下位に用いており、打面は残している。

打面は単剥離面で打面調整等は見られない。調整

加工は基部周辺と先端左側縁に細かい剥離が施さ

れている。

２はナイフ形石器である。上半部を欠損する。

素材剥片は厚手の縦長剥片を下位に用い、打面は

除去している。調整加工は基部周辺に細かい剥離

が施されている。

３は両端を大きく欠損する。全体が把握できな

いため、加工痕のある剥片と分類した。素材剥片

は、裏面が主要剥離面と考えられるので、厚手の

剥片であったと思われる。左側縁に急角度の調整

加工が見られるが、刃部加工かは不明である。

４は黒耀石製の小形剥片で、側縁に微細な剥離

が観察されることから、加工痕のある剥片とした。

５は黒耀石製の小形貝殻状剥片の一部に、細か

い剥離調整がみられる。

６は下半部を欠損する。硬質頁岩製の剥片の一

部に、細かい剥離調整がみられる。硬質頁岩製の

石器は本資料だけである。

７は黒耀石製の小形縦長剥片である。裏面の端

部に自然面が残っており、小形の原石から剥がさ

れたものと思われる。

８は黒曜石製の縦長剥片を縦方向に分割してい

る。端部に微細な剥離が施されており、石錐等の

可能性もあるが両端を欠損している。

９は黒曜石製の小形横広剥片である。端部に自

然面を残しており、７と同じように小形の原石か

ら剥離されたものと思われる。

以上４～９は、遺物分布の傾向等で小形石器と

したものである。黒耀石及び硬質頁岩が用いられ

ており、剥片の一部に微細な剥離が観察できるが、

定型的な石器はない。

10は打面に最大幅になる逆三角形の縦長剥片

である。右側縁に正面方向からの剥離面が連続し

ており、稜付石刃である。

11は両側縁が並行する形状の整った、縦長剥片

である。打面調整が細かく施されている。正面は

複数方向からの剥離面で構成されている。

12は幅広厚手の縦長剥片である。正面は主要剥

離面と同一方向からの剥離面が３面並んでいる。

打面単剥離面で厚く、三角形状を呈している。

13は打面付近が厚く端部が薄くなっている。正

面は両側に節理面が残っており、角礫の角の部分

を剥離したものと思われる。

14は正面が自然面に覆われている。打面は小さ

く、単剥離面である。

15は打面部を欠損する。正面の剥離は上下から

から施されている。

16は打面が大きく細かい打面調整が施されて

いる。正面は主要剥離面と同一方向の剥離面と、

自然面が残されている。

17は端部を欠損する。打面は大きく単剥離面で

ある。正面の主要剥離面と同一方向の剥離面と、

自然面が残されている。

18は両側縁が並行する厚手の剥片である。打面
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第128図 第３-１号石器集中出土遺物（１）

第２･３地点
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第129図 第３-１号石器集中出土遺物（２）

―176―



第130図 第３-１号石器集中出土遺物（３）

第２･３地点
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は厚く打面調整が施されている。正面の剥離面は

上下両端から施されている。

19は幅広の縦長剥片である。正面の剥離面は主

要剥離面と同一方向で右から左に連続的に剥離さ

れている。端部に自然面を残す。打面は大きく複

剥離面である。

20は細身の縦長剥片である。左側面は節理面に

よって丸くなっている。

21は正面下半部に自然面を残す。打面は２方向

からの剥離面で構成されている。

22は下半部、23・24は上半部を大きく欠損す

る。

25は敲石である。下半部を欠損する。裏面上部

に痘痕状の敲打痕がみられる。

第131図 第３-１号石器集中出土遺物（４）
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グリッド出土石器（第132図）

１は細身の槍先形尖頭器である。先端を若干欠

損する。外形は左右対称形に近いが、やや右側縁

中央部が突起している。側縁を見てもその部分が

厚く、整形加工で除去しきれなかったのかもしれ

ない。

石器石材はガラス質黒色安山岩で、表面は風化

しているが細部の剥離面は観察できる。両面とも

二次加工が進んでおり、素材は剥片か否かは不明

である。調整加工は先端部を中心に、両側縁から

両面に施され、横断面は菱形を呈している。基部

中央は、正面が両側縁からの調整加工で山形に

作っているのに対し、裏面は大形の剥離によって

平坦になっており、横断面は蒲鉾状なる。基部は

先端と同じく両面に調整加工が入念に施され、横

断面は菱形になっている。

第11表 第３-１号石器集中・グリッド出土石器観察表

№ 遺構名 グリッド 遺物
番号

北－南
（ⅿ）

西―東
（ⅿ）

標高
（ⅿ） 層位 器種 石 材 長さ

（㎝）
幅

（㎝）
厚さ
（㎝）

重さ
（ℊ） 図版№

１ ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 15 0.74 2.78 14.25 Ⅶ ナイフ形
石器 黒色頁岩 (5.55) 2.05 0.95 9.70 128-１

２ ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 12 0.66 3.84 14.28 Ⅶ ナイフ形
石器 黒色頁岩 (3.7) 2.15 1.00 6.70 128-２

３ ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 20 0.57 2.40 14.30 Ⅶ 加工のあ
る剥片 黒耀石 1.15 1.60 0.28 0.60 128-３

４ ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ ５ 2.07 4.44 14.36 Ⅶ 加工のあ
る剥片 黒耀石 1.55 1.90 0.85 1.80 128-４

５ ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 14 0.35 3.43 14.20 Ⅶ 加工のあ
る剥片 黒色頁岩 (1.75) (1.30) (1.15) 1.90 128-５

６ ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ ２ 1.12 4.88 14.33 Ⅶ 加工のあ
る剥片 硬質頁岩 (1.55) 1.95 0.80 1.60 128-６

７ ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 17 1.35 2.27 14.19 Ⅶ 剥片 黒耀石 2.70 1.50 0.65 1.40 128-７

８ ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 11 1.50 3.50 14.35 Ⅶ 加工のあ
る剥片 黒耀石 (0.95) 0.55 0.40 0.30 128-８

９ ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 23 1.45 3.84 14.20 Ⅶ 剥片 黒耀石 1.80 2.80 0.65 1.70 128-９

10 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 13 0.55 3.70 14.30 Ⅶ 剥片 ガラス質黒
色安山岩 6.95 3.10 1.20 22.50 128-10

11 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ ４ 1.84 4.51 14.24 Ⅶ 敲石 安山岩 (4.90) (4.75) (3.20) 58.30 128-11
12 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 16 0.88 2.60 14.24 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 7.00 4.20 1.55 35.60 128-12
13 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｊ２ ２ 9.68 2.22 14.23 Ⅶ 剥片 硬質頁岩 (6.15) (2.8) 1.10 8.80 129-13
14 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｊ２ １ 9.37 2.70 14.28 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 7.25 2.35 1.80 16.40 129-14
15 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 21 0.11 2.40 14.19 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 (8.6) 3.30 0.95 17.80 129-15
16 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｊ２ ３ 8.58 0.84 14.22 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 4.70 1.70 1.05 7.40 129-16
17 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｊ２ ６ 9.79 4.18 14.14 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 (4.55) 2.40 1.00 7.90 129-17
18 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ １ 0.58 4.93 14.25 Ⅶ 剥片 頁岩 8.45 2.30 1.10 22.30 130-18
19 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ ９ 1.68 4.04 14.24 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 7.70 3.25 1.10 20.60 130-19
20 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 18 1.22 2.26 14.25 Ⅶ 剥片 硬質頁岩 9.45 2.35 1.30 25.00 130-20
21 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ ８ 1.63 4.09 14.28 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 8.20 3.30 1.30 18.10 130-21
22 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｊ２ ７ 9.20 3.16 14.15 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 (3.3) 2.45 0.70 5.10 131-22
23 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ ７ 1.60 4.16 14.30 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 (6.15) 2.55 0.85 7.80 131-23
24 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ ６ 2.03 4.18 14.27 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 (9.15) 2.35 1.05 17.60 131-24
25 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｊ２ ４ 8.90 0.40 14.27 Ⅶ 剥片 黒色頁岩 7.40 2.20 1.25 13.50 131-25

26 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ ３ 1.50 4.54 14.23 Ⅶ 砕片 ガラス質黒
色安山岩 1.22 1.78 0.25 0.40

27 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 10 2.00 3.62 14.24 Ⅶ 砕片 ガラス質黒
色安山岩 1.42 1.15 0.27 0.3

28 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 19 0.89 2.24 14.24 Ⅶ 剥片 黒耀石 －2.29 －1.38 0.90 2.00
29 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｉ２ 22 1.92 4.54 14.20 Ⅶ 砕片 黒色頁岩 －1.70 0.65 0.45 0.50
30 ３-１石器集中 Ｍ５・Ｊ２ ５ 9.63 0.30 14.35 Ⅶ 砕片 黒耀石 1.43 1.35 0.28 0.50

31 Ｍ５・Ｊ２ 槍先形尖
頭器

ガラス質黒
色安山岩 7.73 1.73 0.87 9.10 132-１

第２･３地点
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３．縄文時代
第２・３地点では後期初頭と考えられる住居跡

３軒のほか、早期の土壙１基、詳細な時期不明の

土壙１基、集石土壙２基、また早期の炉穴群が１

ケ所検出された。

住居跡や炉穴は、台地の縁辺部に近い第３地点

の北西端から検出されている。第３地点の北側部

分で、第１次調査において住居跡が検出されてい

ることから、住居跡の分布は北側と東側に広がる

と考えられる。

台地の奥にあたる第３地点の東側と、第２地点

では、遺構はほとんど検出されなかった。

（１）住居跡

第３-１号住居跡（第133図）

Ｍ５・Ｆ２、Ｇ２、Ｇ３グリッドに位置する。

住居跡の南側には第３-２号住居跡が隣接してい

る。住居跡の北半分は、近世の第３-２号溝跡が東

西方向に横断しているため、住居跡の大半が攪乱

を受けて失われている。溝跡と重複していない住

居跡の南側部分においても、掘り込みは確認する

ことができなかった。

住居跡に関連する施設としては、炉跡と柱穴が

検出された。残存している柱穴配置から推定され

る住居跡の範囲は、長径で6.20ⅿ、短径で5.90ⅿ

第133図 第３-１号住居跡
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第134図 第３-２号住居跡

第２･３地点
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である。

遺物は出土しなかったため、詳細な時期は不明

確だが、周辺の住居跡や、周辺から出土した土器

の時期から、後期初頭であると推定される。その

ため、住居跡の平面形も柄鏡形であった可能性が

考えられる。

炉跡の平面形はほぼ円形で、長径0.77ⅿ、短径

0.73ⅿ、深さ0.12ⅿである。

柱穴は、６本が検出された。深さはＰ１＝0.23

ⅿ、Ｐ２＝0.23ⅿ、Ｐ３＝0.60ⅿ、Ｐ４＝0.15ⅿ、

Ｐ５＝0.45ⅿ、Ｐ６＝0.23ⅿである。

第３-２号住居跡（第134図）

Ｍ５・Ｇ２、３、Ｈ２、３グリッドに位置する。

北側には、第３-１号住居跡が隣接している。掘り

込みは柄部など、部分的に確認されたのみである。

柱穴の配置と張り出し部分から、平面形は南東に

柄部が張り出す、柄鏡形の住居跡であると考えら

れる。

炉跡と柄部を基準とする主軸方向は、Ｎ-57°-Ｗ

をとる。推定される住居跡の長径6.50ⅿ、短径5.

22ⅿを測る。柄部は長さ1.65ⅿ、幅1.70ⅿ、深さ

0.07ⅿを測る。

遺物は出土しなかったため、詳細な時期は不明

確だが、住居跡の形状や、周辺の住居跡や、周辺

から出土している土器の時期から、後期初頭であ

ると推定される。

炉跡は地床炉で、主体部の中央に位置する。平

面形はほぼ円形で、長径0.55ⅿ、短径0.50ⅿ、深

さ0.10ⅿである。

柱穴は、27本が検出された。Ｐ23～27が、入り

口部の対ピットなどに相当する可能性がある。各

ピットの深さは、Ｐ１＝0.12ⅿ、Ｐ２＝0.10ⅿ、

Ｐ３＝0.11ⅿ、Ｐ４＝0.20ⅿ、Ｐ５＝0.18ⅿ、Ｐ

６＝0.12ⅿ、Ｐ７＝0.12ⅿ、Ｐ８＝0.10ⅿ、Ｐ９＝

0.12ⅿ、Ｐ10＝0.20ⅿ、Ｐ11＝0.20ⅿ、Ｐ12＝0.

15ⅿ、Ｐ13＝0.16ⅿ、Ｐ14＝0.11ⅿ、Ｐ15＝0.14

ⅿ、Ｐ16＝0.10ⅿ、Ｐ17＝0.22ⅿ、Ｐ18＝0.10ⅿ、

Ｐ19＝0.10ⅿ、Ｐ20＝0.13ⅿ、Ｐ21＝0.24ⅿ、Ｐ

22＝0.08ⅿ、Ｐ23＝0.13ⅿ、Ｐ24＝0.19ⅿ、Ｐ

25＝0.16ⅿ、Ｐ26＝0.20ⅿ、Ｐ27＝0.15ⅿである。

埋甕は検出されなかった。

第３-３号住居跡（第135図・第136図）

Ｍ５・Ｈ２、Ｉ２グリッドに位置する。北東側

に第３-２号住居跡が近接している。住居跡はわず

かだが掘り込みが確認され、平面形は南側に張り

出しを持つ、柄鏡形である。炉跡と柄部を基準と

する主軸方向は、Ｎ-15°-Ｗをとる。長径6.10ⅿ、

短径3.95ⅿ、確認できた深さは最大で0.10ⅿを測

る。柄部は長さ1.90ⅿ、幅1.63ⅿ、確認できた深

さは最大で0.04ⅿを測る。

炉跡は主体部の中央部で検出されたもので、地

床炉である。長径0.65ⅿ、短径0.65ⅿ、深さ0.14

ⅿを測る。

柱穴は、17本が検出された。主体部の壁際に

沿って配置されたものである。Ｐ14・Ｐ15は入口

部の対ピットに相当する可能性がある。深さはＰ

１＝0.23ⅿ、Ｐ２＝0.15ⅿ、Ｐ３＝0.14ⅿ、Ｐ４＝

0.13ⅿ、Ｐ５＝0.15ⅿ、Ｐ６＝0.13ⅿ、Ｐ７＝0.

08ⅿ、Ｐ８＝0.15ⅿ、Ｐ９＝0.11ⅿ、Ｐ10＝0.19

ⅿ、Ｐ11＝0.30ⅿ、Ｐ12＝0.20ⅿ、Ｐ13＝0.18ⅿ、

Ｐ14＝0.25ⅿ、Ｐ15＝0.19ⅿ、Ｐ16＝0.18ⅿ、Ｐ

17＝0.19ⅿである。

埋甕は検出されなかった。

遺物は覆土中から、土器が数点出土したのみで

あった（第136図１～６）。

１～６はいずれも深鉢形土器の破片であると考

えられる。器面は沈線によって文様を施文してい

る。３・４以外は、地文は施文されていない。２

は沈線文が太く深く施文されるものである。３・

４は地文として櫛歯状の条線を施文するものであ

る。遺物の時期は後期初頭で、称名寺式土器の末

葉に相当すると考えられる。
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第135図 第３-３号住居跡
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（２）土壙

第２-18号土壙（第137図・第138図）

Ｎ６・Ｂ10グリッドに位置する。周辺からは、

縄文時代の遺構は検出されていない。

平面形はほぼ円形で、長径1.05ⅿ、短径1.05ⅿ、

深さ0.17ⅿである。

土壙内からは、黒曜石製の剥片や砕片が出土し

た。分布に偏りはなく、散らばるように検出され

たものである。第138図１～３は、出土した剥片

である。剥片の鋭い縁辺などに、使用の痕跡は認

められなかった。

土器は出土しなかった。土壙の周辺には縄文時

代の遺構はなく、遺物も検出されていないことか

ら、詳細な時期については不明である。

第３-８号土壙（第137図・第139図）

Ｍ５・Ｊ２グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径1.65ⅿ、短径0.89ⅿ、深さは0.15ⅿで

ある。

土壙内からは、遺物として早期後葉の条痕文系

の土器片が出土した（第139図１・２）。

１・２は内外面に条痕が施文されるものである。

１は、胴部の破片である。白色粒子を胎土に多く

含むもので、繊維は少量含まれている。２は底部

第136図 第３-３号住居跡出土遺物

第137図 土壙

第138図 第２-18号土壙出土遺物
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付近の破片である。堅緻な土器で条痕は深く施

文されている。

西側に第３-１号炉穴が近接していることか

ら、第３-８号土壙は、炉穴群の一部であった可

能性が考えられる。

（３）集石土壙

集石土壙は２基検出されているが、調査区の北

側と南側とに50ⅿ程離れて位置するため、時期な

どの関連は不明である。

第２-79号集石土壙（第140図）

Ｍ６・Ｉ２グリッドに位置する。平面形は不定

形で、長径0.88ⅿ、短径0.73ⅿ、深さ0.22ⅿであ

る。

焼礫は土壙の中央からまとまって検出された。

覆土では１層内から主体的に出土しており、集石

土壙がある程度埋まった後に、焼礫が廃棄された

ものと考えられる。

焼礫は最大で10㎝程度で、重さは10～20ℊの間

に集中している。総重量は1802.7ℊである。

土器などの遺物が出土しなかったため、詳細な

時期は不明であるが、他の地点の集石土壙の中に

は、中期中葉の土器が出土したものも見られた。

第３-１号集石土壙（第140図）

Ｎ５・Ｃ９グリッドに位置する。平面形は不定

形で、比較的に規模は大きいもので、長径1.22

ⅿ、短径1.02ⅿ、深さ0.43ⅿである。

焼礫は土壙の中央からまとまって検出された。

第139図 第３-８号土壙出土遺物

第140図 集石土壙

第２･３地点
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第141図 炉穴
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覆土では１層内から主体的に出土しており、集石

土壙がある程度埋まった後に、焼礫が廃棄された

ものと考えられる。

焼礫は最大でも長さが10㎝で、重さについては

０～10ℊの間に集中していた。

出土した礫の確認された点数は、353点であっ

た。353点中で砂岩が254点、チャートが88点、頁

岩が３点、その他８点であった。礫の総重量は

12193.5ℊであった。

土器などの遺物が出土しなかったため、詳細な

時期は不明であるが、他の地点の集石土壙の中に

は、中期中葉の土器が出土したものも見られた。

（４）炉穴

第３-１号炉穴（第141図・第142図１）

Ｍ５・Ｊ１、２グリッドに位置する。西側の一

部が、近世の第３-13号溝跡によって失われてい

る。東側には第３-８号土壙が、近接して検出され

た。平面形は不定形で、南北方向である長径が4.

16ⅿ、東西方向である短径が3.60ⅿの範囲で検出

されている。

炉穴内では、ちょうど東西南北それぞれ１ケ所

ずつ、合計４ヶ所で焼土範囲が確認されており、

炉床として使用されたと考えられる。炉床の新旧

関係は、土層からは確認できなかったが、北側の

炉床内からのみ土器が出土した。

北側の炉床は長径1.05ⅿ、短径0.70ⅿ、深さ0.

43ⅿ、南側の炉床は長径0.60ⅿ、短径0.50ⅿ、深

さ0.42ⅿ、西側の炉床は長径0.95ⅿ、短径0.85ⅿ、

深さ0.47ⅿ、東側の炉床は長径0.60、短径0.58ⅿ、

深さ0.47ⅿである。

遺物は第142図１の条痕文系土器が検出され

た。

第142図１は縄文時代早期後葉の条痕文系土器

で、器形を復元できる大形破片である。他に、同

一個体の胴部破片が多数出土しているが、明確な

第142図 炉穴出土遺物

第２･３地点
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位置関係は把握されない。口縁部は、約３分の２

周が現存する。

この土器は推定口径約33.5㎝を測り、接合部分

での現存高19.2㎝を測る。平口縁を呈し、口縁部

が直行気味に立ち上がる尖底深鉢形を呈するもの

と思われ、底部は丸底に近い尖底になるものと推

定される。口唇部は、端部の尖る内削状を呈し、

この端部にのみ丸棒状工具で、口唇部に対して直

角方向の刻みを施している。この刻みの圧痕内部

には、工具に対して直角方向に擦痕が観察される

箇所があり、絡条体圧痕文ではないことは明らか

であるが、工具の詳細については不明である。

条痕は貝殻条痕であり、外面の口縁部付近では

斜位に、以下胴部にかけて縦位に施し、内面では

口縁部付近で横位に、以下斜位に施文している。

胎土には少量の繊維と白色粒子を少量含み、焼

成は良く、色調は明橙褐色を呈する。

文様は無く時期を明瞭にし得ないが、口唇部形

態や刻みの手法、色調等から、野島式土器の終末

から鵜ガ島台式にかけての位置付けが推定される。

（５）グリッド出土遺物

出土土器（第143図）

第 群土器（第143図１・２）

早期後葉の条痕文系土器群を一括する。

１・２は内外面に条痕を施文するものである。

１は口縁部、２は胴部の破片である。

第 群土器（第143図３～10）

前期の土器群を一括する。

３～５は前期初頭の花積下層式土器で、胎土に

繊維が含まれる土器である。３は表面に貝殻背圧

痕文を施文するものである。４・５は地文として

０段多条の縄文を施文している。

６～10は前期末葉の十三菩提式土器である。６

は結節浮線文と、三角形の印刻文を器面に施文す

るものである。７～９は、器面に側面圧痕文を施

文する口縁部の破片である。７は口唇部に刺突列

が施文されている。８は口縁部に刻みが施されて

いる。また刻み部分には、側面圧痕文が施文され

ている。９は器面が剥落などで荒れている。10は

口縁部の破片で、面を持っている口唇部に、大き

な刻みを施文している。地文は単節ＲＬの縄文を

横方向に施文している。

第 群土器（第143図11～14）

中期の土器群を一括する。

11～14は加曽利Ｅ式土器で、深鉢形土器の胴部

の破片である。11～13は胴部に、間を磨り消す２

本１組の沈線文を垂下させているものである。地

文として、11・12は単節ＲＬの縄文を縦方向に施

文している。13は単節ＬＲの縄文を縦方向に施文

している。14は間を磨り消す、２本１組の微隆起

状の隆帯を施して文様を施文するものである。地

文として単節ＲＬの縄文を施文している。

11～13は中期後半の加曽利ＥⅢ式、14は中期末

葉の加曽利ＥⅣ式土器と考えられる。

第 群土器（第143図15～33）

後期の土器群を一括する。

15～25は後期初頭の称名寺式土器である。２本

１組の沈線によって文様が施文されている。15は

口縁部の破片で、単節ＬＲの縄文が充塡されてい

る。16・17は沈線文間に列点文を充塡するもので

ある。16は口縁部、17は胴部の破片である。列点

文はいずれもまばらで不規則に、１列施文されて

いる。18は頸部から胴部の破片で、隆帯上に列点

文を施文している。19～25は胴部の破片で、沈線

間に文様が充塡されない無文のものである。15は

称名寺式の中段階、他は新段階の土器である。

26～33は後期前葉の堀之内式土器である。26・

27は堀之内１式土器で、26は円形の貼付文を施文

している。27は地文である単節ＲＬの縄文を斜め

方向に施文している。28～33は地文のみが施文さ

れる土器で、28～31は地文縄文で、28・29、31は

単節ＬＲ、30は単節ＲＬを施文する。32・33は櫛

歯状の条線を施文している。
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出土石器（第144図）

石鏃（第144図34）

34は石鏃の未製品と考えられるものである。左

側縁部に、調整剥離は施されていない。基部加工

も途中であると考えられる。

くさび形石器（第144図35）

35は角柱状の礫の上下両端部から、剥離を施し

ているもので、表裏面と右側面の３面に原礫面が

残存している。

磨製石斧（第144図36～38）

36～38は磨製石斧である。36・37は基部の破片

である。36は両側面が面取り状となっており、定

角式と考えられる。37は乳棒状の磨製石斧であ

る。38は胴部の破片で、右側面には面取り状の平

坦面が認められる。

打製石斧（第144図39～41）

39～41は打製石斧である。39は表面に大きく自

然面を残すもので、左側縁部の抉り部分以外は調

整剥離が施されない。両側縁には浅い抉りが入っ

ている。刃部は丸刃である。40は左側縁部分に、

幅の狭い自然面が残存している。調整剥離は最小

限行われるのみである。刃部は偏刃である。41は

平面形が楕円形に近いもので、裏面に大きく自然

面を残す。刃部は丸刃である。

剥片（第144図42・43）

42・43は剥片である。43の側縁部分には微細な

剥離が認められ、使用された可能性がある。

磨石（第144図44）

44は磨石の破片である。表裏面の中央付近と、

側縁部に敲打痕が認められる。

第143図 グリッド出土遺物（１）

第２･３地点
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第144図 グリッド出土遺物（２）

第12表 出土石器観察表
図版№ 出土遺構 器種 石材 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重さ(ℊ) 備考

第138図１ 第２-18号土壙 剥片 黒曜石 3.80 2.60 0.55 2.8
第138図２ 第２-18号土壙 剥片 黒曜石 2.20 2.40 0.60 2.3
第138図３ 第２-18号土壙 剥片 黒曜石 2.40 2.10 0.65 2.1
第144図34 Ｍ６・Ｉ８ 石鏃 チャート 3.40 2.75 1.00 7.1 未製品
第144図35 第３地点 表土 くさび形石器 黒曜石 3.80 1.50 1.55 7.7
第144図36 第２-４号溝跡 磨製石斧 砂岩 (5.60) 4.60 2.60 90.1
第144図37 第３地点 表採 磨製石斧 蛇紋岩 (5.50) 2.85 2.15 50.2
第144図38 第２-５･７号溝跡 磨製石斧 砂岩 (6.50) 5.70 3.00 135.3
第144図39 第３地点 表土 打製石斧 ホルンフェルス 8.45 4.90 1.75 79.3
第144図40 第２-４号溝跡 打製石斧 ホルンフェルス 7.90 6.30 2.50 82.6
第144図41 Ｍ５・Ｇ３ 打製石斧 砂岩 7.15 5.35 1.80 89.8
第144図42 Ｎ６・Ｃ６ 剥片 黒色安山岩 6.00 4.90 1.35 35.5
第144図43 第２-26号土壙 剥片 珪質頁岩 4.90 3.90 1.65 24.0
第144図44 第２-４号溝跡 磨石 安山岩 (7.85) 9.00 5.00 474.7
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４．近 世
（１）掘立柱建物跡

第２地点では、２棟の掘立柱建物跡が検出され

た。両者の位置関係や主軸方位から、建て替えの

結果と思われる。この２棟の近くには数多くの

ピットが存在していることから、この他にも掘立

柱建物が存在していた可能性があるが、掘立柱建

物跡として結線するには至らなかった。

第２-１号掘立柱建物跡（第145～147図）

Ｎ６・Ａ７、Ｂ７グリッドに位置する。

土層断面の重複関係から、第２-２号掘立柱建物

跡に切られていると判断した。なお、建物の範囲

内に多数のピットが存在するが、新旧関係は不明

である。

第２-１・３・５号柵列跡、または第２-２・３・

４号柵列跡とセット関係にあると推定される。

Ｐ１～18で１棟と想定したが、Ｐ１・２、Ｐ４・

５、Ｐ９・10、Ｐ14・15、Ｐ16・17は重複関係に

あることから、建て替えの可能性が考えられる。

なお、Ｐ８は、平面図上２つのピットとして表現

されているが、土層断面図から１つのピットであ

ると判断した。

母屋の規模は、桁行４間（9.2ⅿ）×梁行２間（3.

6ⅿ）、面積は33.12㎡である。主軸方位はＮ-48°-Ｅ

を指す。

柱間は、桁行1.8～2.4ⅿ（平均2.3ⅿ）、梁行1.

2～2.2ⅿ（平均1.75ⅿ）である。

柱穴の規模は36×43㎝～90×106㎝の円形ま

たは楕円形であるが、Ｐ６・12はやや隅丸方形に

近い。柱穴の深さは40～75㎝と幅があり、規則性

が弱い。

Ｐ７・８・11・13では、柱痕跡（第１層）が確

認された。

遺物は、Ｐ３から瀬戸・美濃系の碗・香炉、Ｐ

13から瀬戸・美濃系の香炉、Ｐ８とＰ９からかわ

らけの破片がそれぞれ出土した。また、古銭が出

土した。

その他の遺物は、Ｐ１から瀬戸・美濃系の香炉

と思われる陶器片１点、Ｐ６から瀬戸・美濃系の

陶器香炉片１点、碗と思われる陶器片１点、Ｐ７

から瀬戸・美濃系の皿と思われる陶器片１点、Ｐ

８から肥前系の磁器碗１点、Ｐ12から肥前系の碗

と思われる陶器片１点、碗と思われる磁器片２点

など、図示できない小破片が出土している。

第２-２号掘立柱建物跡（第148図）

Ｎ６・Ａ７、Ｂ７グリッドに位置する。

土層断面の重複関係から、本掘立柱建物跡が第

２-１号掘立柱建物跡を切っていると判断した。な

お、建物の範囲内に多数のピットが存在するが、

新旧関係は不明である。

第２-１・３・５号柵列跡、または第２-２・３・

４号柵列跡とセット関係にあると推定される。

Ｐ１～18で１棟と想定した。これには２棟以外の

建て替えの可能性を考え、第２-１号掘立柱建物跡

に関連すると推定されるピットを含でいる。Ｐ

10～12間には、柱穴は確認されなかった。Ｐ18ま

たはＰ19が相当するのであろうか。

母屋の規模は、桁行４間（9.4ⅿ）×梁行２間（3.

4ⅿ）、面積は31.96㎡である。主軸方位はＮ-48°-Ｅ

を指す。

柱間は、桁行1.7～2.5ⅿ（平均2.23ⅿ）、梁行1.

2～2.2ⅿ（平均1.75ⅿ）である。

柱穴の規模は（35）×（38）～62×（80）㎝の円

形または楕円形であるが、Ｐ１・12はやや隅丸方

形に近い。柱穴の深さは25～70㎝と比較的、幅が

ある。

第２･３地点
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第145図 第２-１号掘立柱建物跡（１）
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（２）柵列跡

Ｍ６・Ｊ７、Ｎ６・Ａ７、Ａ８、Ｂ６～８グリッ

ドから、柵列が５列検出された。第２-５号溝跡に

南側を「コ」字状に区画しており、第２-１・２号

掘立柱建物跡を囲んでいる。

柵列は、南西側と北東側の２列に別れている。

掘立柱建物跡を完全に囲んでいたのか、一角が開

いていたのかは不明である。また、ピットの間隔

は不揃いであるため、複数回における立替等が行

われたと想定される。

柵列と第２-１・２号掘立柱建物跡の主軸方位

と、第２-３号柵列の軸方位は８度ずれており、建

物を囲む塀であるとするとやや不規則である。

柵列で区画される範囲は、約15×17.5ⅿで、面

積は262.5㎡ほどである。

第２-１号柵列跡（第150・151図）

Ｎ６・Ｂ６、Ｂ７グリッドに位置する。

柱穴は12箇所検出された。

第146図 第２-１号掘立柱建物跡（２）

第147図 掘立柱建物跡出土遺物

第13表 掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 遺 構 種 別 器 種 産 地 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎 土 焼成 釉薬装飾 成型技法 器種･器形の

特 徴 文 様 備 考

１ SB２-１ 陶器 碗 瀬戸・美濃 ５ 〔3.2〕 浅黄 良好 灰釉 轆轤 貫入多 SB1P3

２ SB２-１ 陶器 香炉 瀬戸・美濃 20 (10.9) 〔6.1〕 緻密 良好 鉄釉 轆轤 SB1P3 18Ｃ前半

３ SB２-１ 陶器 香炉 瀬戸・美濃 ５ 〔5.1〕灰黄 緻密 良好 鉄釉 轆轤 丸ノミ削ぎ 半菊花紋 SB1P6 18Ｃ中葉

４ SB２-１ 土器 かわらけ 10 (10.2) 〔1.7〕 橙 緻密 普通 轆轤 SB1P8

５ SB２-１ 土器 かわらけ 15 (11.0) 〔1.4〕 橙 緻密 普通 轆轤 SB1P9

６ SB２-１ 古銭 寛永通寶

７ SB２-１ 煙管の雁首を潰したもの

第２･３地点
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第148図 第２-２号掘立柱建物跡（１）
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第２-１号柵列跡は、軸方向はＮ-41°-Ｗを指す。

「コ」に囲む南東側で、第２-２号柵列と近接し並

んでいる。

柵列の長さは9.3ⅿである。

柱間は0.6～1.3ⅿと幅がある。

柱穴の規模は28×35㎝～70×80㎝の円形また

は楕円形である。

柱穴の深さは20～60㎝と比較的幅があるとい

える。

遺物は出土しなかった。

第２-２号柵列跡（第150・151図）

Ｎ６・Ｂ６、Ｂ７グリッドに位置する。

柱穴は９箇所である。

第２-２号柵列跡は、軸方位はＮ-37°-Ｗを指す。

第２-１号柵列と近接し並行する。

柵列の長さは現況で9.8ⅿであるが、北側は調

査区外に続き、第２-20号溝跡まで延びると思わ

れる。

柱間は0.4～2.4ⅿと幅がある。

柱穴の規模は28×30㎝～70×80㎝の円形また

は楕円形である。

柱穴の深さは13～60㎝と比較的幅があるとい

える。

遺物は出土しなかった。

第２-３号柵列跡（第150・151図）

Ｎ６・Ａ８、Ｂ７、Ｂ８グリッドに位置する。

柱穴は27箇所検出された。内、Ｐ27は第２-５号

柵列と共有している。

第２-３号柵列の軸方位は、Ｎ-37°-Ｗを指す。他

の柵列とほぼ90度異なる。

柵列の長は17.5ⅿを測る。柱間は0.4～1.4ⅿと

幅があるが、重複しているものもあり、いくつか

の時期に分かれる可能性もある。

柱穴の規模は28×30㎝～70×80㎝の円形また

は楕円形である。柱穴の深さは13～60㎝と比較的

幅があるといえる。

遺物は出土しなかった。

第２-４号柵列跡（第150図）

Ｎ６・Ｊ８、Ｎ６・Ａ７、Ａ８グリッドに位置

する。

柱穴は17箇所検出された。

第２-４号柵列の方位は、Ｎ-42°-Ｗを指す。

柵列の長さは現況で7.2ⅿを測る。北西端は第

２-９号溝跡まで達しており、溝跡を利用して柵を

閉じているのかもしれない。第２-５号柵列と近接

するが、南西側の第２-１・２号柵列が並列してい

るのに対し、本柵列と第２-５号柵列はお互いに端

部が接する形で、同じ柵列の北側と南側であった

可能性がある。

柱間は0.2～2.0ⅿと不規則である。

柱穴の規模は30×30㎝～52×56㎝の円形また

は楕円形である。

第149図 第２-２号掘立柱建物跡（２）

第２･３地点
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第150図 柵列（１）
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第151図 柵列（２）

第２･３地点
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柱穴の深さは23～90㎝と比較的幅があるとい

える。

遺物は出土しなかった。

第２-５号柵列跡（第150図）

Ｎ６・Ａ８グリッドに位置する。

柱穴は９箇所検出された。内、Ｐ27は第２-３号

柵列と共有である。

第２-５号柵列の軸方位は、Ｎ-37°-Ｗを指す。

柵列の長さは7.5ⅿを測る。第２-４号柵列と一

連とすると、総延長は約15.0ⅿになり、南東側の

第２-３号柵列の長さと近い数値になる。

柱間は0.6～2.4ⅿと不規則である。

柱穴の規模は38×38㎝～75×85㎝の円形また

は楕円形である。

柱穴の深さは６～92㎝と幅がある。

遺物は出土しなかった。

（３）土壙

第２-１号土壙（第152図）

Ｍ６・Ｉ１グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.52ⅿ、短軸は0.53ⅿ、深さ

は0.11ⅿである。長軸方位はＮ-71°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-２号土壙（第152図）

Ｍ６・Ｈ１グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.81ⅿ、短軸は0.64ⅿ、深さ

は0.15ⅿである。長軸方位はＮ-66°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-３号土壙（第152図）

Ｎ６・Ｇ６グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.00ⅿ、短軸は0.88ⅿ、深さ

は0.03ⅿである。長軸方位はＮ-37°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-４号土壙（第152図）

Ｎ６・Ｇ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.40ⅿ、短径は0.98ⅿ、深さ

は0.23ⅿである。長軸方位はＮ-67°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-５号土壙（第152図）

Ｎ６・Ｆ６グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は0.98ⅿ、深さは0.27ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-６号土壙（第152図）

Ｎ６・Ｅ６グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.27ⅿ、短軸は0.82ⅿ、深さ

は0.47ⅿである。長軸方位はＮ-35°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-７号土壙（第152図）

Ｎ６・Ｅ６グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.25ⅿ、短軸は0.90ⅿ、深さ

は0.35ⅿである。長軸方位はＮ-45°-Ｗを指す。

遺物は緑泥片岩の破片が出土した。

第２-８号土壙（第152図）

Ｎ６・Ｆ７グリッドに位置する。平面形は方形

を呈する。辺の長さは1.20ⅿ、深さは0.3ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-９号土壙（第152図）

Ｎ６・Ｅ７グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.15ⅿ、短軸は0.73ⅿ、深さ

は0.26ⅿである。長軸方位はＮ-43°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-10号土壙（第152図）

Ｎ６・Ｄ７グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。北東側は調査区外となるため長軸は

不明である。短軸は0.50ⅿ、深さは0.15ⅿである。

長軸方位はＮ-50°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-11号土壙（第152図）

Ｎ６・Ｄ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.18ⅿ、短径は0.84ⅿ、深さ

は0.25ⅿである。長軸方位はＮ-45°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-12号土壙（第152図）

Ｎ６・Ｄ６グリッドに位置する。平面形は長方
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形を呈する。長軸は2.39ⅿ、短軸は0.67ⅿ、深さ

は0.11ⅿである。長軸方位はＮ-33°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-13号土壙（第153図）

Ｎ６・Ｄ６グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.77ⅿ、短軸は1.00ⅿ、深さ

は0.30ⅿである。長軸方位はＮ-45°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-15号土壙（第153図、第165図１～３）

Ｎ６・Ｂ７グリッドに位置する。第２-154号土

壙と重複する。平面形は円形を呈し、底面は平坦

である。径は1.48ⅿ、深さは0.41ⅿである。

遺物は１の信楽系の碗と２の瀬戸・美濃系の香

炉の破片、３の瀬戸・美濃系の徳利が出土した。

第２-154号土壙（第153図）

Ｎ６・Ｂ７グリッドに位置する。第２-15号土壙

と重複する。平面形は楕円形を呈する。長径は1.

45ⅿ、短径は0.71ⅿ、深さは0.47ⅿである。長軸

方位はＮ-３°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-14号土壙（第153図）

第２-14・91・118・119号土壙の４基が重複して

いる。Ｎ６・Ｃ７グリッドに位置する。南側の一

部が調査区外となる。平面形は楕円形を呈し底面

は平坦である。径は1.77ⅿ、深さは0.42ⅿである。

長軸方位はＮ-51°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-91号土壙（第153図、第169図98・99）

Ｎ６・Ｃ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し、西側と東側が一部深くなっている。長

径は1.50ⅿ、短径は1.45ⅿ、深さは0.49ⅿである。

長軸方位はＮ-42°-Ｅを指す。

遺物は98と99は肥前系の碗である。

他に肥前系の碗破片が出土している。

第２-118号土壙（第153図）

Ｎ６・Ｃ７グリッドに位置する。平面形は隅丸

方形を呈すると考えるが、西側は第２-14号土壙

と切りあっているため不明である。規模は現況で

南北は約1.20ⅿ、深さは0.16ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-119号土壙（第153図）

Ｎ６・Ｃ７グリッドに位置する。平面形は隅丸

方形を呈すると考えられるが、西側を第２-14・91

号土壙によって切られているため不明である。短

軸は現況で0.83ⅿ、深さは0.18ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-16号土壙（第153図）

Ｎ６・Ｂ７グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は1.00ⅿ、深さは0.56ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-17号土壙（第153図、第165図４・５）

Ｎ６・Ｂ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.15ⅿ、短径は0.91ⅿ、深さ

は0.58ⅿである。長軸方位はＮ-65°-Ｅを指す。

遺物は４の瀬戸・美濃系の碗破片、５の土錘の

破片が出土した。

第２-41号土壙（第153図）

Ｎ６・Ａ８、Ｂ８グリッドに位置する。平面形

は隅丸方形を呈する。一辺の長さは1.00ⅿ、深さ

は0.43ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-70号土壙（第153図）

Ｍ６・Ｇ６グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.11ⅿ、短軸は1.04ⅿ、深さ

は0.34ⅿである。長軸方位はＮ-57°-Ｅを指す。

遺物はかわらけの破片と礫が出土した。

第２-71号土壙（第154図、第165～168図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。第２-１号掘立

柱建物跡の北東側に位置し、北東側を第２-５号溝

跡によって壊されている。

全体の形状は不明であるが、平面形は楕円形を

呈すると思われる。深さは0.60ⅿである。

遺物は11～77が出土した。瀬戸・美濃系と信楽

系の碗を主体に、31は瀬戸・美濃系の仏飯具、33

第２･３地点
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は徳利、35～44は擂鉢、74は瓦、75は板碑の破片、

76と77は砥石など多数出土した。

その他に瀬戸・美濃、肥前、堺系他の陶磁器数

点と、焙烙の破片、緑泥片岩の破片が出土した。

第２-101号土壙（第154図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。平面形は不整

形である。西側は第２-71、第２-102号土壙と重複

する。径は約2.35ⅿ、深さは0.22ⅿである。長軸

方位は、Ｎ-58°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-102号土壙（第154図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈すると思われるが、北西側は第２-71号土

壙と重複する。長径は現況で1.18ⅿ、短径は1.30

ⅿ、深さは0.23ⅿである。長軸方位はＮ-58°-Ｗを

指す。

遺物は出土しなかった。

第２-74号土壙（第154図）

Ｍ６・Ｈ２グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.18ⅿ、短径は0.95ⅿ、深さ

は0.34ⅿである。長軸方位はＮ-22°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-72号土壙（第154図）

Ｍ６・Ｈ10グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.02ⅿ、短軸は0.81ⅿ、深さ

は0.13ⅿである。長軸方位はＮ-39°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-73号土壙（第154図）

Ｍ６・Ｈ２グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.48ⅿ、短軸は0.9ⅿ、深さは

0.14ⅿである。長軸方位はＮ-63°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-75号土壙（第154図）

Ｍ６・Ｈ１グリッドに位置する。平面形は隅丸

方形を呈し、底面は平坦である。中央部は被熱し

ており、焼土層ができている。一辺の長さは1.4ⅿ、

深さは0.2ⅿである。

遺物はかわらけと焙烙の破片が出土した。

第２-76号土壙（第154図）

Ｍ６・Ｈ２グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.03ⅿ、短軸は0.85ⅿ、深さ

は0.23ⅿである。長軸方位は、Ｎ-69°-Ｅを指す。

遺物はかわらけの破片が出土した。

第２-78号土壙（第154図）

Ｍ６・Ｈ２グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。北西側は第２-76号土壙に切られて

いる。長軸は2.68ⅿ、短軸は1.38ⅿ、深さは0.20

ⅿである。長軸方位は、Ｎ-66°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-77号土壙（第154図）

Ｍ６・Ｉ２グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.18ⅿ、短径は0.62ⅿ、深さ

は0.20ⅿである。長軸方位はＮ-35°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-82号土壙（第154図）

Ｎ６・Ａ８グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は2.03ⅿ、短軸は0.70ⅿ、深さ

は0.28ⅿである。長軸方位はＮ-32°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-83号土壙（第154図）

Ｎ６・Ａ８グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.61ⅿ、短軸は0.62ⅿ、深さ

は0.20ⅿである。長軸方位はＮ-32°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-85号土壙（第155図、第168図78）

Ｎ６・Ａ８グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し、東側が円形の深い部分がある。長径は

2.80ⅿ、短径1.70ⅿ、深さは0.97ⅿである。長軸

方位はＮ-70°-Ｅを指す。

遺物は78のかわらけが出土した。底部破片で穿

孔がみられる。

第２-86号土壙（第155図）

Ｎ６・Ａ８グリッドに位置する。平面形は不整

楕円形を呈し、中央部が深くなっている。長径は
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2.50ⅿ、短径2.30ⅿ、深さは1.31ⅿである。長軸

方位はＮ-15°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-87号土壙（第155図、第168図79～86）

Ｎ６・Ａ８グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は2.25ⅿ、短径は1.32ⅿ、深さ

は0.88ⅿである。長軸方位はＮ-55°-Ｅを指す。

遺物は79～86が出土した。肥前系、京・信楽系、

瀬戸・美濃系の碗、香炉、擂鉢が出土した。

他に堺、瀬戸・美濃系の鉢、肥前系の碗、焙烙

等の破片が多数出土した。

第２-89号土壙（第155図）

Ｎ６・Ｃ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.75ⅿ、短径は1.50ⅿ、深さ

は0.44ⅿである。長軸方位はＮ-18°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-90号土壙（第155図、第169図87～97）

Ｎ６・Ｃ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈すると思われる。北側は第２-89号土壙と

重複する。長径は現況で1.00ⅿ、短径は1.35ⅿ、

深さは0.23ⅿである。長軸方位はＮ-57°-Ｗを指

す。

遺物は87～97である。肥前系の小鉢、碗と摺鉢、

焙烙の破片が出土した。

他に堺系の擂鉢、瀬戸・美濃系の碗、鉢の破片

が出土している。

第２-117号土壙（第155図）

Ｎ６・Ｃ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し、北側が深くなっている。東側の一部が

第２-89号土壙と重複する。長径は1.09ⅿ、短径は

0.64ⅿ、深さは0.70ⅿである。長軸方位はＮ-９°

-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-92号土壙（第155図）

Ｎ６・Ｂ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.03ⅿ、短径は0.42ⅿ、深さ

は0.25ⅿである。長軸方位はＮ-46°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-88号土壙（第155図）

Ｍ６・Ｊ８グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は4.63ⅿ、短軸は1.49ⅿ、深さ

は1.26ⅿである。長軸方位はＮ-40°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-93号土壙（第156図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し底面は２段になり、南東側に張り出しが

着く。長径は2.31ⅿ、短径は1.57ⅿ、深さは0.76

ⅿである。長軸方位はＮ-50°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-94号土壙（第156図）

Ｍ６・Ｆ３グリッドに位置する。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.54ⅿ、短軸は0.74ⅿ、深さ

は0.38ⅿである。長軸方位はＮ-56°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-95号土壙（第156図）

Ｍ５・Ｇ10、Ｍ６・Ｇ１、Ｈ１グリッドに位置

する。平面形は長方形を呈する。長軸は2.56ⅿ、

短軸は0.81ⅿ、深さは0.33ⅿである。長軸方位は

Ｎ-22°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-96号土壙（第156図）

Ｍ６・Ｉ８グリッドに位置する。南東側を第２

-15号溝跡によって削平されている。平面形は円形

を呈すると思われる。径は現況で1.60ⅿ、深さは

0.30ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-97号土壙（第156図）

Ｍ６・Ｉ８グリッドに位置する。南東側を第２

-15号溝跡によって削平されている。平面形は円形

と呈すると思われる。径は現況で1.17ⅿ、深さは

0.61ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-98号土壙（第156図）

Ｍ６・Ｉ８グリッドに位置する。南東側を第２

第２･３地点
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-15号溝跡によって一部削平されている。平面形は

不整円形を呈する。径は約1.00ⅿ、深さは0.24ⅿ

である。

遺物は出土していない。

第２-99号土壙（第156図）

Ｍ６・Ｉ８、Ｊ８グリッドに位置する。平面形

は円形を呈する。長径は1.35ⅿ、短径は1.20ⅿ、

深さは0.24ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-100号土壙（第156図）

Ｍ６・Ｊ８グリッドに位置する。南東側を第２

-15号溝跡によって削平されているため、平面形は

不明である。現況で長径は約2.00ⅿ、深さは0.22

ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-103号土壙（第156図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は0.90ⅿ、短径は0.75ⅿ、深さ

は0.17ⅿである。長軸方位はＮ-35°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-104号土壙（第156図）

Ｎ６・Ａ６、Ｂ６グリッドに位置する。北東隅

は第２-１号井戸跡と重複している。平面形は長方

形を呈する。長軸は1.76ⅿ、短軸は0.87ⅿ、深

さは0.33ⅿである。長軸方位はＮ-62°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-105号土壙（第156図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は0.74ⅿ、深さは0.11ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-106号土壙（第156図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。西側は第２-３

号溝跡によって削平されている。平面形は円形を

呈するものと思われる。径は現況で0.86ⅿ、深さ

は0.26ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-107号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。西側は第２-３

号溝跡によって削平されている。平面形は楕円形

を呈すると思われる。径は現況で1.20ⅿ、深さは

0.23ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-109号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。西側は第２

-108号土壙と重複している。平面形は円形を呈す

る。径は0.97ⅿ、深さは0.17ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-108号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。東側は第２

-109号土壙と重複し、西側は一部調査区外となる。

平面形は楕円形を呈する。長径は1.36ⅿ、短径は

0.74ⅿ、深さは0.13ⅿである。長軸方位はＮ-88°

-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-110号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。西側は一部調

査区外となる。平面形は楕円形を呈する。長径は

現況で0.82ⅿ、短径は0.72ⅿ、深さは0.22ⅿであ

る。長軸方位はＮ-68°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-111号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は1.77ⅿ、短径は0.84ⅿ、深さ

は0.15ⅿである。長軸方位はＮ-52°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-112号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。北東側を第２

-３号溝跡によって切られている。平面形は楕円形

を呈するものと思われる。長径は現況で0.94ⅿ、

短径は0.84ⅿ、深さは0.35ⅿである。長軸方位は

Ｎ-55°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。
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第２-113号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。平面形は円形

呈する。径は1.12ⅿ、深さは0.24ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-114号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。平面形は円形

を呈し、底面中央部にピット状に深い部分がある。

径は1.05ⅿ、深さは0.32ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-115号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し、底面中央部に１段深くなっている。長

径は1.00ⅿ、短径は0.75ⅿ、深さは0.30ⅿである。

長軸方位はＮ-11°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-120号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し、西側が深くなっている。長径は0.89ⅿ、

短径は0.60ⅿ、深さは0.19ⅿである。長軸方位は

Ｎ-90°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-121号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｂ７グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は0.79ⅿ、深さは0.34ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-122号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。南側は調査区

外に延び、東側は第２-３号溝跡によって上部が削

平されている。平面形は楕円形を呈し、東側が深

くなっている。長径は0.88ⅿ、短径は現況で0.55

ⅿ、深さは0.69ⅿである。長軸方位はＮ-53°-Ｅを

指す。

遺物は出土していない。

第２-123号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は0.76ⅿ、短径は0.52ⅿ、深さ

は0.21ⅿである。長軸方位はＮ-35°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-124号土壙（第157図）

Ｎ６・Ｃ６グリッドに位置する。平面形は円形

を呈し、北側が深くなっている。径は0.63ⅿ、深

さは0.34ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-125号土壙（第157図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は0.70ⅿ、短径は0.51ⅿ、深さ

は0.41ⅿである。長軸方位はＮ-82°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-126号土壙（第157図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。平面形は幾つ

かの小土壙が連結するような楕円形を呈する。長

径は1.52ⅿ、短径は約0.60ⅿ、深さは0.31ⅿであ

る。長軸方位はＮ-28°-Ｗを指す。

遺物は出土していない。

第２-127号土壙（第157図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し、西側が深くなっている。長径は0.63ⅿ、

短径は0.48ⅿ、深さは0.44ⅿである。長軸方位は

Ｎ-55°-Ｅを指す。

遺物は出土していない。

第２-128号土壙（第157図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は0.80ⅿ、短径は0.57ⅿ、深さ

は0.31ⅿである。長軸方位はＮ-60°-Ｗを指し。

遺物は出土していない。

第２-129号土壙（第157図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は0.66ⅿ、深さは0.26ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-130号土壙（第157図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は0.74ⅿ、短径は0.58ⅿ、深さは0.

26ⅿである。

遺物は出土していない。
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第２-131号土壙（第157図）

Ｎ６・Ａ７グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は0.60ⅿ、深さは0.31ⅿである。

遺物は出土していない。

第２-132号土壙（第158図）

Ｎ６・Ａ７、Ａ８グリッドに位置する。平面形

は楕円形を呈し、東側が一部深くなっている。長

径は0.95ⅿ、短径は0.65ⅿ、深さは0.63ⅿである。

長軸方位はＮ-13°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-133号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ７グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し、東側に浅い張り出しがある。長径は0.

80ⅿ、短径は0.73ⅿ、深さは0.94ⅿである。長軸

方位はＮ-28°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-134号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し、北側が深くなっている。長径は0.95ⅿ、

短径は0.70ⅿ、深さは0.48ⅿである。長軸方位は

Ｎ-70°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-135号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は0.74ⅿ、深さは0.10ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第２-136号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は0.78ⅿ、短径は0.57ⅿ、深さ

は0.18ⅿである。長軸方位はＮ-70°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-137号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈し、南東側が深くなっている。長径は0.60

ⅿ、短径は0.47ⅿ、深さは0.42ⅿである。長軸方

位はＮ-64°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-140号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は0.57ⅿ、深さは0.28である。

遺物は出土しなかった。

第２-141号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は円形

を呈する。径は0.66ⅿ、深さは0.26ⅿである。

遺物は出土しなかった。

第２-138号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。南側は第２

-139号土壙と重複している。平面形は楕円形を呈

し、西側が深くなっている。長径は0.78ⅿ、短径

は0.57ⅿ、深さは0.37ⅿである。長軸方位はＮ

-86°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-139号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。北側は第２

-138号土壙と重複している。平面形は楕円形を呈

する。長径は1.53ⅿ、短径は0.48ⅿ、深さは0.25

ⅿである。長軸方位はＮ-42°-Ｅを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-142号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は0.68ⅿ、短径は0.48ⅿ、深さ

は0.18ⅿである。長軸方位はＮ-65°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。

第２-143号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は0.63ⅿ、短径は0.45ⅿ、深さ

は0.24ⅿである。長軸方位はＮ-５°-Ｗである。

遺物は出土しなかった。

第２-144号土壙（第158図）

Ｎ６・Ｂ６グリッドに位置する。平面形は楕円

形を呈する。長径は0.74ⅿ、短径は0.48ⅿ、深さ

は0.41ⅿである。長軸方位はＮ-30°-Ｗを指す。

遺物は出土しなかった。
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